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は じ め に 

 

（社）日本建設業連合会は、会員企業の環境に対する取り組みの指針となる「建設業の

環境自主行動計画」を策定し、達成目標や実施方策等を明確にしたうえで、環境活動の推

進に努めてきました。 

近年、生物の絶滅が過去にない速度で進行し、地球規模で生態系・生物多様性が損なわ

れることが懸念され、生物多様性の保全およびその持続可能な利用を行うことが喫緊の課

題となっています。 

わが国においては、平成 20 年 6 月に「生物多様性基本法」、平成 21 年 8 月に「生物多様

性民間参画ガイドライン」を制定するなど、政府・地方自治体・企業・民間団体・国民が

連携してこの課題に取り組むための環境が整備されてきました。さらに、平成 22 年 10 月

に名古屋で開催された「生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯＰ10）」において、わが

国は、議長国として各国の意見を取りまとめ、「名古屋議定書」および「愛知目標」の採択

に貢献しました。平成 24 年 9 月には「生物多様性国家戦略 2012－2020」を閣議決定し、

今後５年間の政府の行動計画として具体的施策が明示され、自治体においては、それらの

施策を具現化するための戦略が立案されつつあります。 

一方、自然環境と密接に係わる建設業界は、従来から生態系に配慮した取り組みを進め

てきましたが、生物多様性を取り巻く世界的な潮流の中においては、当業界が行っている

活動をさらに深化、発展させていく必要があります。 

このような状況を踏まえ、環境委員会としては、生物多様性専門部会において「生物多

様性と建設業の係わり」をテーマに、生物多様性に係わる構造物構築時の配慮事項等の収

集・分類整理、会員各社が担った事業においてどのような生物に配慮したか等の調査を行

いました。本報告書はその成果をまとめたものであり、建設業の生物多様性との係わりに

ついての認識をさらに深めるとともに、会員各社の今後の取り組みやＰＲ活動の一助とし

て活用いただければ幸甚です。 

最後になりましたが、ご多忙にもかかわらず貴重な資料を提供いただいた会員各社、ま

た本報告書の編集に協力いただきました委員の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

平成 25 年 2 月 

 

社団法人 日本建設業連合会 

環境委員会 

委員長 大田 弘 
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第 1 章 生物多様性と建設業 

 

1-1 生物多様性を取り巻く現状 

 

平成 22 年 10 月に愛知県名古屋市で開催された生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯ

Ｐ10）では、生物多様性に関する世界目標となる愛知目標が採択され、各国はその達成に

向けた国別目標を設定し、生物多様性国家戦略に反映することが求められた。政府はこれ

を受けて、基本的な計画である「生物多様性国家戦略 2012－2020」を平成 24 年 9 月 28 日

に閣議決定した。「生物多様性国家戦略 2012－2020」のポイントは、愛知目標の達成に向

けたわが国のロードマップが提示されたこと、2020 年度までに重点的に取り組むべき施策

の方向性として下記の「５つの基本戦略」が設定されたこと、および今後５年間の政府の

行動計画として約 700 の具体的施策が記載されたことである。 

 

① 生物多様性を社会に浸透させる 

② 地域における人と自然の関係を見直し・再構築する 

③ 森・里・川・海のつながりを確保する 

④ 地球規模の視野を持って行動する 

⑤ 科学的基盤を強化し、政策に結びつける 

 

このような国の動きを受けて、街づくりの中に生物多様性の考えを取り入れようとする

動きが全国の自治体で広がりつつあり、平成 24 年 7 月時点で 22 の自治体が「生物多様性

地域戦略」を策定し、鳥や昆虫などと共存できる環境づくりに向けた活動を開始している。

一例を千代田区で見れば、平成 23 年 11 月に「生物多様性推進会議」を設置し、平成 24

年 8 月に地域戦略素案を公表している。その素案では、長期目標として平成 62 年度までに

誰もが生物多様性の重要性を理解し、区全体を鳥や動物および昆虫などの生息しやすい緑

豊かな街にしていくこととしている。また、平成 32 年度までの短期目標として、地区計画

に生物多様性の視点を取り入れて、建物を建てる場合は屋上緑化などを実施することや、

鳥や昆虫が生息しやすい緑化環境を確保することを求めるとしている。さらに、鳥や昆虫

などが好む植物を提示していくことや緑化助成制度の拡充、生物多様性に積極的な企業や

団体を評価する制度の創設も検討されている。このような動きが今後さらに拡大していく

ことと考えられる。 

一方、平成 23 年 3 月の東日本大震災では、多くの人命とともに沿岸地域の住環境や自然

環境が津波とともに消失した。政府が策定した約 700 の具体的施策の中には生物多様性に

配慮した東日本大震災からの復興・再生の推進も謳われている。 

実際、シンボルとしてクローズアップされた岩手県陸前高田市の「奇跡の一本松」につ

いても「再生」事業が立ちあげられ、松かさから取った種子のほか、接ぎ木での再生が試

みられており、元の自然への強い憧憬と復興への思いを重ねた一歩といえる。 

このような状況下において、我々建設業に従事する者は、生物多様性への理解を今以上
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に深めて復興事業を推進することや今後の建設事業に取り込んでいくことが使命の一つで

あるといっても過言でない。 

 

1-2 建設業との係わり 

  

建設事業においても様々な動植物の保全措置が考慮されている。実際、国内の公共事業

等において「生態系への配慮に係る要求事項」などとして技術提案を求める事業が数多く

ある。オオタカなどの鳥類を対象としたものが比較的多いが、その他、魚類、昆虫、植物

など配慮の対象は多岐に及んでおり、これらの事業を遂行する建設各社は生物多様性に資

する施策の遂行や技術開発を鋭意推進している。 

また、国等が提唱する環境創造等に係る数値目標の例として、平成 28 年度までに干潟の

再生割合を約 40％にすること、平成 24 年から 28 年の間に 5,500ha の藻場・干潟を保全・

造成すること、同期間において 23 万 ha の漁場のたい積物を除去することなどが定められ

ている事業分野もある。 

 道路、河川や沿岸域の建設事業の遂行において、土地利用・改変等による周辺を含む生

態系への影響低減や環境創造行為を同時に実施することが建設業の社会的責任の一部とな

っている。 
生物多様性の地域戦略策定の動きは、今後、未策定の自治体に広がって行くであろうし、

それとともに地域の環境保全措置も進展し、建設各社の施工への関与機会や研究開発機会

の増大に繋がっていくものと考えられる。 

 

1-3 活動概要 

 

平成 23 年度と 24 年度の当部会の活動は、建設事業における生物多様性に対する配慮事

項や事例の調査、発注者が建設事業に求める生態系への要求事項に関する調査および有識

者による生物多様性の考え方に関する講演会等を実施した。配慮事項と事例の調査は、兵

庫県がまとめた「生物多様性配慮指針」を参考にして、道路工事、河川工事および港湾工

事など７事業分野に分類して配慮事項等を分野毎に抽出し、発注者からの要求事項につい

ては、会員企業へのアンケートにより技術提案事項として保全措置を求められた対象生物

種等に関する調査を実施した。また、有識者による講演は、みなと総合研究財団の細川理

事に「生物多様性と建設業の係わり」と題して紹介していただいた。また、講演の中で紹

介のあった人工干潟「潮彩の渚」については、視察サイトとして選定し、事業者である国

土交通省関東地方整備局横浜港湾空港技術調査事務所を訪問した。その概要については資

料-4 に示した。 
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第 2 章 建設事業における生物多様性への配慮 

 

2-1 配慮すべき事項 

  

建設事業における生物多様性に配慮すべき事項として、兵庫県の「生物多様性配慮指針」

などを参考にして整理した。その集計結果は配慮事例集（資料-１）として示したが、以下

に示すような配慮項目も挙げられ、これらを参考にした建設事業の実施が生物多様性を保

全する上で重要である。 

 

1) 生物生息環境の保全・創出 

(1) 生物生息空間の確保 

一般に生物の生息場所は①小面積よりも大面積、②同じ面積なら分散しているよりま

とまっている、③離れているより近接している、④細長い形より円形の方がよいとされ

ている。 

このため、生物生息空間の広さや形状、配置の確保・適正化に配慮することが重要で

ある。 

(2) 生物生息空間ネットワークへの配慮 

生物の生息場所として十分な面積が確保されない場合でも、他の生息空間と相互に移

動が可能になるようなネットワークを形成すれば、生物の生息環境としての機能が回復

し、多様な生物が生息できるようになる。 

このため、生物の生息空間のネットワーク化に配慮した設計や施工が重要である。 

(3) エコトーンへの配慮  

エコトーンとは２種類以上の生態系の境界で、全く異なる環境に移行遷移する場所を

さす。例えば陸域と水域の境界、農地と森林の境界などである。エコトーンは、異なる

環境からの多様な生物が豊富に見られる場所となっており、その保全や形成を促す措置

が重要である。  

(4) 土壌の保全・創出 

アスファルト舗装やコンクリート化による不透水面の拡大は、土壌保水力の低下の一

因となっている。また、化学肥料などの多量施肥により土壌の団粒構造がなくなり、降

雨のたびに土壌が流れてしまうことなども問題となっている。さらに、人工林の手入れ

不足により土壌が劣化することで、生物の生息環境としての土壌の質の低下も生じてい

る。 

このため、生態系を支える貴重な土壌機能の低下を抑制して、豊かな土壌の保全・回

復・創出に配慮する措置を施すことなどが重要である。  

(5) 海域の保全・創出 

一時期に比べると港湾など閉鎖性の高い海域の水質改善が見られるものの、海水の流

動性の喪失、富栄養化および海水浄化機能の低下などが散見される。また、浅場の埋立
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により、自然海岸、干潟、藻場が大きく減少し、生物（底生生物や魚介類）の生息環境

が悪化している事例もある。沿岸域に生息する生物にとって、海水流動性や塩分環境、

透明度などは重要な要素であり、これらの要素が海岸線の改変や水質汚濁により変化す

ると生態系に大きな影響を与える。  

このため、防波堤やその他海岸構造において海水の流動性を確保できる構造の導入や、

養浜などによる富栄養化防止対策の実施が重要である。  

 

2) 野生生物の保護・保全 

(1) 希少種の保全 

建設行為を実施するに際しては、希少種の生息・生育環境をできる限り保全し、個体

群の生息・生育環境を縮小せざるを得ない場合には、代替環境の創出や一時的な避難に

配慮することが重要である。  

一方、シカなどの野生動物の個体数増加と、それら動物の過度の採食による下層植生

の消滅、植生の単純化を招いている事例も多い。ことに森林の林床や湿地などに生育す

る希少種は食害を受けやすく、なかには絶滅に瀕した生育地もある。その対策として、

侵入防護柵の設置やネットで囲うなどが有効に機能する場合もある。  

 

3) 野生生物の生息環境の保全・創出 

(1) 多様な緑地などの保全・創出 

多種多様な植物環境は生育土壌、大気、水などと一体的な空間を形成し、野生動物は、

その特性に応じた空間内で生息場所を確保している。  

このため、その地域の野生生物の生活の場となる多様な緑地を保全することが重要で

あり、生活の場を消滅・縮小せざるを得ない場合には代替環境の創出への配慮が必要で

ある。 

(2) 多様な水辺環境の保全・創出 

水辺は魚類をはじめ、多くの野生生物にとっての産卵・採餌・休息など生活の場とし

て重要な環境となっている。また、水辺環境は水域と陸域の境界地帯は環境が徐々に変

化する場所（エコトーン）であり、多くの生物が育つ豊かな自然環境となっている。  

このため、河川や湖沼、ため池、用水路、湿地、干潟、海などの水辺環境の重要性を

十分に認識し、水と緑の連続性にも配慮した多様な水辺環境の保全と創出が必要である。 

(3) 空隙の多い環境の保全 

樹洞、砂礫地、石積みなどの孔や隙間は、動物の「巣作りの場」や「隠れ家」などと

して利用されている。また、自然の中では、大小さまざまな空隙が組み合わされた多様

な環境の方が、整然とした単純な環境よりも動物の生息数が多くなり、多種多様な生物

の生息に適している。  

このため、空隙の多い環境を保全することが重要である。  
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(4) 騒音などの防止 

工事施工や人間活動の営みにより、野生生物に様々な影響が及ぶことがある。例えば、

野生生物は巣作りや子育て時期に物音や人影などの外界の刺激に対して過敏に反応し、

巣作りを中止したり、子育てを放棄したりすることがある。また、夜間の照明などによっ

て、昆虫や鳥類などの行動を妨げたり植物の生育に影響を与えたりすることもある。  

このため、騒音防止などに配慮した施工を行うことが原則であり、それを抑制できる

環境を整備することも重要である。  

 

4) 野生生物の移動阻害要素の排除・抑制 

(1) 移動ルートの確保  

野生生物は個々の種毎に一定の範囲の行動圏を持っている。構造物などによって行動

圏が縮小・分断されると生活の場が細分化され、死亡したりすることも頻繁に起こり、

地域で生活できる個体数の減少につながる。また、遺伝子の多様性が減退するなどの影

響が生じる。  

このため、野生動物の行動圏を分断しない、および野生生物の遺伝子交流を阻害しな

い移動ルートを確保する設計や施工を行うことが重要である。  

 

5) 遺伝子攪乱要因への対処 

(1) 人為的な生物移動の抑制 

人為的な生物の移動により、同種であっても持ち込まれた個体と交雑が生じて、地域

固有の遺伝子特性の喪失が生じる場合がある（メダカ、ホタルなど）。 

このため、在来種であっても他の地域から動植物を持ち込まない・持ち出さない等の

配慮が必要である。  

 

6) 侵略的外来生物への対処 

(1) 侵略的外来生物の侵入・拡散防止 

在来種が一部の外来生物により捕食されて絶滅に瀕したり、生息・生育地を奪われた

りする事象が増加している。また、外来種と在来種との交雑によって地域固有の遺伝子

特性の喪失が生じている。  

このため、他の地域から侵略的外来生物を侵入させない、他の地域に侵略的外来生物

を持ち出さない配慮をし、特に緑化などには在来種を用いるなどの配慮が必要である。 

(2) 侵略的外来生物の駆除 

河畔林を伐採した後に特定外来生物のアレチウリが侵入して繁茂したり、ワンド（川

のよどみ）の整備を行ったところにブラックバスやブルーギルが定着したりする事例も

見られ、地域の生態系や種や交雑による遺伝子の多様性への影響が懸念されている。  

このため、事業地における継続的なモニタリングなどの実施により、侵略的外来生物

が確認された場合には、駆除する措置を施すことも必要である。  
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2-2 事業・工事ごとの配慮事例 

 

事業・工事ごとの具体的な生物多様性への配慮事例を収集し、表 2-1に示す様式を用い

て７つの事業分野（道路、河川、港湾、海岸、森林、農用地およびため池）に分類して整

理した（資料-1）。 

この表中に使用した事業分野の区分は、「生物多様性配慮指針（平成23年3月）、兵庫県

（以下、兵庫生物多様性指針）」を参考にし、事業区分、工事区分および工種については、

「工事工種体系における分類と整備状況（平成19年度改訂版）、国土交通省」、「工事工種体

系ツリー、平成24年度（4月版）、国土交通省」および「工事工種の体系ツリーについて、

農林水産省」を参考にして分類した。また、配慮項目および配慮事項については「兵庫生

物多様性指針」を参考にした。 

対象生物の欄には、出典に記載のあるものの場合は生物名や生物種を、記載がない場合

は「－」を記載した。その他の欄には、施工場所、技術および事例の特徴となるキーワー

ドなどを記載した。 

 

表 2-1 生物多様性保全の配慮事例整理様式 

No. 
事業 

分野 
事業区
分 

工事区
分 

工
種 

配慮項目 配慮事項 配慮事例 
出典等 

(文献･論文･URL
等) 

対象生物 その他 

           

           

           

 

2-3 参考となる文献等 

 

生物多様性への配慮事項や生態系を保全・創出するための計画・技術に関して、参考と

なる文献などを以下に示す。 

 

刊行物： 

・海の自然再生ハンドブック－その計画・技術・実践－、㈱ぎょうせい（2004/6） 

・自然再生ハンドブック、日本生態学会編（矢原徹一、松田裕之、竹門康弘、西廣淳 監修）、

地人書館（2010/12） 

・生物多様性緑化ハンドブック－豊かな環境と生態系を保全・創出するための計画と技術

－、（小林達明、倉本宣編）、地人書館（2006/3）  

 

ＵＲＬ（平成25年1月 調査）： 

・生物多様性配慮指針（道路、河川、港湾・海岸、森林、農用地、ため池）、平成 23 年 3

月、兵庫県 

http://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/JPN/apr/topics/biodiversity/030_biotic_inf
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o/2011biodiversity_attention_policy.pdf.pdf 

・外来生物情報 兵庫県 

http://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/JPN/apr/topics/biodiversity/030_biotic_inf

o/sub03.html 

・既成市街地における水と緑のネットワークの保全・再生・創出のための施策カタログ（案） 

http://www.mlit.go.jp/crd/daisei_mizumidori_index.html 

・環境省 自然環境局 生物多様性センター 

http://www.biodic.go.jp/ 

・環境省自然環境局 自然再生ネットワーク 

http://www.env.go.jp/nature/saisei/network/relate/li_2.html 
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第 3 章 建設事業における生物多様性に関する発注者要求事例調査 

 

3-1 調査概要 

 

1) 調査目的 

建設現場における生物多様性に配慮すべき課題を抽出することを目的として、発注者か

らの生物多様性に係わる要求事項に関する調査を実施した。 

2) 調査対象 

アンケート調査は（社）日本建設業連合会の環境委員会参加会員企業の 40 社を対象と

した。 

3) 調査期間 

アンケート調査は、平成 24 年 5 月 7 日から平成 24 年 6 月 29 日の期間で実施した。 

4) 調査内容 

アンケート調査は、発注者からの「生態系への配慮に係わる要求事項」があった時期が

「入札時」なのか「受注後」なのかに分けて実施した。アンケート調査票を図 3-1 に示す。 

調査対象とした工事は、国内の公共工事および民間の建築・土木工事とし、調査対象企

業における過去５年間の落札工事のうち発注者から希少生物の保護や生態系の保全など、

周辺自然環境に対する配慮に関する要求・要望事項があったものとした。 

また、対象とする生物は、国内に生息する動物、植物、昆虫等とした。 

5) 調査結果 

調査対象 40 社のうち 29 社（72％）からの回答があった。調査結果および分析の詳細を

「3-2 調査結果および分析」に示す。 
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図 3-1 アンケート調査票 

24 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

 生態系への配慮に係わる要求事項調査票　 回答日 平成 Ｎｏ．

回答者

会 社 名

氏　　名 所属部署

電話 E-MAIL

発 注 者

工事名称

分　　類 建築・土木の別 詳細分類

工　　期 平成 平成 施工場所

対象生物

動物 その他 （　　　　　　　　　）

植物 その他 （　　　　　　　）

要求事
項

（受注
後）

生物が指定された場合その生物名

要求事
項

（入札
時）

入札説明書等に記載されている提案要求事
項や受注後の要求事項等を簡潔に記述

選択：森林、農用地、市街地、道路、河川、港湾、海岸、その他

複数選択可
動物：哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、水生動物、昆虫
植物：木本類、草本類、水生植物

選択：建築、土木
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3-2 調査結果および分析 

 

 会員企業 29 社からの回答には、建築工事に関するものが 11 件、土木工事に関するもの

が 154 件、合計 165 件の工事に関する情報の提供があった。以下に調査票の各項目に対す

る結果を示す。 

 

1) 発注者の構成 

工事の発注者別構成比を表 3-1 に示す。発注者は中央官庁から地方公共団体および公益

企業まで広く分布しており、生態系への配慮に対する社会的要求が高いことが分かる。 

 

表 3-1 発注者別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 施工場所の分布 

施工場所について都道府県別の構成比を表 3-2 に示す。北海道、東京都、千葉県、静岡

県、福岡県、沖縄県での工事が比較的多いが、全体的に北は北海道から南は沖縄県まで広

く分布している。 

 

 

 

 

 

 

発注者
構成比（％）
【母数165】

国土交通省 24

農林水産省 8

内閣府 4

都道府県 25

市町村 2

独立行政法人 13

国立大学法人 1

学校法人 1

財団法人 1

民間（高速道） 11

民間（電力） 4

民間（その他） 5

不明 2

計 100
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表 3-2 都道府県別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 事業分野の構成 

工事を道路、河川、港湾、海岸、森林、農用地、市街地、その他の事業分野に分類した

構成比を表 3-3 に示す。 

事業分野の割合では道路が一番多く、以下、河川、港湾と続く。道路の割合が比較的高

いが、これは山岳地帯のトンネル工事やダムの建設に係わる道路工事が多いためである。 

また、地域的には森林地域から農用地、市街地および海岸地域にまで広く分布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

－：回答無し 

都道府県名
構成比（％）
【母数165】

都道府県名
構成比（％）
【母数165】

都道府県名
構成比（％）
【母数165】

北海道 5 山梨県 1 島根県 1

青森県 1 静岡県 7 広島県 2

秋田県 1 富山県 1 山口県 3

岩手県 2 岐阜県 ー 香川県 ー

山形県 ー 愛知県 4 徳島県 ー

宮城県 2 石川県 2 愛媛県 ー

福島県 ー 福井県 1 高知県 1

茨城県 2 滋賀県 2 福岡県 5

栃木県 1 三重県 3 大分県 2

群馬県 ー 奈良県 1 宮崎県 ー

埼玉県 2 京都府 1 熊本県 ー

東京都 6 大阪府 1 鹿児島県 2

千葉県 7 和歌山県 1 佐賀県 3

神奈川県 4 兵庫県 3 長崎県 ー

新潟県 1 鳥取県 ー 沖縄県 5

長野県 1 岡山県 ー 不明等 13

計 100
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表 3-3 事業分野別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 保全対象とされた生物 

回答工事件数 165 件の内、135 件（82％）の工事が動物を、64 件（39％）の工事が植物

を対象としている。 

表 3-4 は、動物を保全対象とした 135 件の工事において、分類ごとの構成比を示したも

のである。鳥類が 30％と最も多く、魚類が 16％、昆虫が 15％、水生動物が 13％の順であ

った。 

なお、構成比の母数が 248 件と２倍弱の数値となっているが、これは１件の工事で複数

の動物種が保全の対象に指定された工事があるためである。 

表 3-4 保全対象動物の分類別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に、表 3-5 は、植物を保全対象とした 64 件の工事において、分類ごとの構成比を

示したものである。この表から、草本類が 44％と最も多く、水生植物が 22％でそれに続き、

木本類は 18％と草本類の半数以下となっていることが分かる。 

なお、構成比の母数が 101 件と２倍弱の数値となっているが、これも１件の工事で複数

の植物種が保全の対象に指定された工事があるためである。 

事業分野
構成比（％）
【母数165】

道路 35

河川 21

港湾 10

市街地 8

森林 8

農用地 5

海岸 2

その他 10

計 100

動物の分類
構成比（％）
【母数248】

鳥類 30

魚類 16

昆虫 15

水生動物 13

両生類 9

哺乳類 7

爬虫類 5

その他 6

計 100
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表 3-5 保全対象植物の分類別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、発注者から保全の対象として具体的に指定された動物の名称とその工事件数を表

3-6～表 3-13 に、また、植物の名称とその工事件数を表 3-14～表 3-17 に示す。表中の名

称は調査票に記入されたままを使用しているため、種名ではないものも含まれている（イ

ノシシ、イモリ、シラスウナギなど）。 

なお、これらの表に示す動植物の名称と工事件数は、調査票に具体的な名称が記入され

たもののみ抽出しているため、表 3-4 の数値とは必ずしも整合していない。 

これらの表から、動物では鳥類の「オオタカ」を筆頭に猛禽類が多く指定されているほ

か、昆虫ではホタル類が多く指定されており、植物では「キンラン」を筆頭にラン科植物

が多く指定されていることが分かる。 

 

表 3-6 保全対象哺乳類の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物の分類
構成比（％）
【母数101】

草本類 44

水生植物 22

木本類 18

その他 17

計 100

名称 件数 名称 件数

コウモリ（キクガシラコウモリ） 4 ジネズミ 1

カヤネズミ 3 スナメリ 1

アナグマ 2 タヌキ 1

コウモリ（コキクガシラコウモリ） 2 ツキノワグマ 1

アマミノクロウサギ 1 トクノシマトゲネズミ 1

イノシシ 1 ニホンイタチ 1

ケナガネズミ 1 ニホンカモシカ 1

コウモリ（オリイオオコウモリ） 1 ニホンジカ 1

コウモリ（モモジロコウモリ） 1 ニホンリス 1

コウモリ（モリアブラコウモリ） 1 ヤマネ 1

コウモリ（ユビナガコウモリ） 1 ワタセジネズミ 1
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表 3-7 保全対象鳥類の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-8 保全対象爬虫類の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 件数 名称 件数

オオタカ 23 オジロワシ 1

クマタカ 13 カワガラス 1

サシバ 11 カンムリウミスズメ 1

フクロウ 5 クロサギ 1

オジロワシ 4 クロツグミ 1

ハイタカ 4 コサメビタキ 1

シマフクロウ 3 コマドリ 1

ハチクマ 3 コルリ 1

アオゲラ 2 センダイムシクイ 1

イヌワシ 2 チュウサギ 1

カラスバト 2 ツバメチドリ 1

カワセミ 2 トラツグミ 1

サンショウクイ 2 ノグチゲラ 1

セイタカシギ 2 ハヤブサ 1

ツミ 2 ヒメウ 1

ノスリ 2 ホオアカ 1

ヒクイナ 2 ミサゴ 1

アオジ 1 ミゾゴイ 1

アオバズク 1 ミフウズラ 1

アカヒゲ 1 ヤイロチョウ 1

ウミスズメ 1 ヤマドリ 1

ウミネコ 1 ヤンバルクイナ 1

オオヨシキリ 1 ライチョウ 1

オオルリ 1 リュウキュウツミ 1

名称 件数 名称 件数

スッポン 4 キクザトサワヘビ 1

イシガメ 2 クメジマハイ 1

クサガメ 2 タワヤモリ 1

ウミガメ 1 ヒバカリ 1

オキナワトカゲ 1 マダラトカゲモドキ 1
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表 3-9 保全対象両生類の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-10 保全対象魚類の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-11 保全対象水生動物の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

名称 件数 名称 件数

オオサンショウウオ 5 アズマヒキガエル 1

アカハライモリ 2 イボイモリ 1

イモリ 2 カスミサンショウウオ 1

エゾサンショウウオ 2 シュレーゲルアオガエル 1

カジカガエル 2 ツチガエル 1

タゴガエル 2 トウキョウサンショウウオ 1

ニホンヒキガエル 2 トウキョウダルマガエル 1

ブチサンショウウオ 2 トウホクサンショウウウオ 1

モリアオガエル 2 トノサマガエル 1

ヤマアカガエル 2 ニホンアカガエル 1

アカガエル 1

名称 件数 名称 件数

ホトケドジョウ 5 ニッポンバラタナゴ 2

ウナギ 4 アブラハヤ 1

ナマズ 4 イワナ 1

アカザ 3 オヤニラミ 1

アマゴ 3 カマツカ 1

アユ 3 ギンブナ 1

カジカ 3 クロメダカ 1

ナガレホトケドジョウ 3 シマドジョウ 1

メダカ 3 シラスウナギ 1

ヤリタナゴ 3 シロウオ 1

カゼトゲタナゴ 2 チワラスボ 1

カネヒラ 2 トカゲハゼ 1

コイ 2 トビハゼ 1

セボシタビラ 2 ナメクジウオ 1

トウヨシノボリ 2 ネコギギ 1

ドジョウ 2 ヨシノボリ 1

名称 件数 名称 件数

イシガイ 2 ベンケイガニ 2

クルマヒラマキガイ 2 ミズゴマツボ 2

ドブガイ 2 オオガニ 1

トンガリササノハガイ 2 オカヤドカリ 1

ニホンザリガニ 2 ミナミテナガエビ 1
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表 3-12 保全対象昆虫の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-13 その他の保全対象動物の名称別件数 

 

 

 

 

 

表 3-14 保全対象木本類の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 件数 名称 件数

ウスズミサクラ 1 サカキ 1

ウラジロガシ 1 シラカシ 1

ケショウヤナギ 1 タイワンルリミノキ 1

コナラ 1 ボロボロノキ 1

名称 件数 名称 件数

ホタル 7 クロゲンゴロウ 1

ゲンジボタル 6 クロサナエ 1

ムカシトンボ 4 クロシジミ 1

オオムラサキ 3 クロバネツリアブ 1

ヒメサナエ 3 ゲンゴロウ 1

オジロサナエ 2 コエグリトビケラ 1

ツマグロキチョウ 2 コオイムシ 1

アオハダトンボ 1 シマアメンボ 1

アオマツムシ 1 タカオハナアブ 1

アカアシクチブトカメムシ 1 ハッチョウトンボ 1

アシジマカネタタキ 1 ヒメタイコウチ 1

アヤヘリハネナガウンカ 1 ヒメボタル 1

イシガケチョウ 1 フタイロカミキリモドキ 1

ウミホソチビゴミムシ 1 ベニツチカメムシ 1

ウラナミジャノメ 1 ベニモンマダラ 1

オキナワキリギリス 1 ヘビトンボ 1

オキナワスジゲンゴロウ 1 ミヤマサナエ 1

ギフチョウ 1 ミヤマチャバネセセリ 1

クメジマボタル 1 ヤスマツトビナナフシ 1

名称 件数 名称 件数

カナマルマイマイ 1 タシナミオトメマイマイ 1

クメジママイマイ 1 ヒラベッコウガイ 1

コベソマイマイ 1
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表 3-15 保全対象草本類の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 件数 名称 件数

キンラン 11 シラン 1

タコノアシ 4 センブリ 1

エビネ 3 タウコギ 1

ジュウニヒトエ 2 ツメレンゲ 1

タマノカンアオイ 2 トウササクサ 1

ミゾコウジュ 2 トモエソウ 1

アカササゲ 1 ナガバサンショウソウ 1

アツモリソウ 1 ナゴラン 1

イカリソウ 1 ナベクラザゼンソウ 1

イヌノフグリ 1 ヌマトラノオ 1

イブキトリカブト 1 ノハナショウブ 1

イヨカズラ 1 ハクウンラン 1

ウマノスズクサ 1 ハリツルマサキ 1

オオチゴユリ 1 ヒナノシャクジョウ 1

オオバヤドリギ 1 ヒメカンアオイ 1

オオヒナノウスツボ 1 ヒメヤブラン 1

オモト 1 ヒヨクソウ 1

カシノキラン 1 フウラン 1

カワヂシャ 1 ヘツカラン 1

キクガラクサ 1 ボウコツルマメ 1

キジョラン 1 ホソバオグルマ 1

クロヒナスゲ 1 ホンゴウソウ 1

コクラン 1 マヤラン 1

サイハイラン 1 ミカエリソウ 1

ジガバチソウ 1 ミヤマウズラ 1

シコウラン 1 ミヤマジュズスゲ 1

シシンラン 1 ヤマラン 1

シュンラン 1 ランヨウアオイ 1

ショウブ 1 リンドウ 1
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表 3-16 保全対象水生植物の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-17 その他の保全対象植物の名称別件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 発注者からの生態系への配慮事項に関する受注者への要求時期と内容 

アンケートでは、発注者の生態系への配慮事項に関する受注者への要求時期について、

入札時に要求があったのか、あるいは受注後に要求があったのか、またその内容はどのよ

うなものかということについて調査した。 

要求内容については、調査票の記載事項から、発注者が受注者に具体的対策を指示した

のか、あるいは施工者に提案等を求めたのかについての分析を行い、表 3-18 に示すように

３つに分類した。要求事項の具体例は添付の資料-2 に示す。 

要求時期と要求内容のパターンごとの工事件数に対する比率を表 3-19 に示す。入札時

において具体的対策を指示したものは 47％（表 3-19 の入札時●の計）、提案等を求めたも

のは 18％（表 3-19 の入札時▲の計）、特に要求のなかったものは 35％（表 3-19 の入札時

□の計）であった。また、入札時、受注後を通して具体的な指示があったものは 86％であ

り、全体の８割以上において具体的対策の指示が行われている。 

 

表 3-18 要求事項の分類 

 

名称 件数 名称 件数

アカウキクサ 1 バイカモ 1

アシツキ 1 ヒメカイウ 1

ウキゴケ 1 ヒメビシ 1

カワノリ 1 ミズニラ 1

カワモズク 1 ミズワラビ 1

ギンバソウ 1 ムミヒルモ 1

名称 件数 名称 件数

イサワゴケ 1 カラクサシダ 1

イワヤシダ 1 ニオウシメジ 1

イワヤナギシダ 1 ヒカリゴケ 1

オオヒメワラビモドキ 1 ヒロハヤブソテツ 1

カビゴケ 1

要求事項分類 記号

具体的対策を指示したもの ●

施工者に提案、留意、注意、配慮等を求めたもの ▲

要求の無かったもの □
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表 3-19 要求事項・時期の分類別構成比 

 

 

6) 対策事例 

発注者から具体的対策について指示のあった工事は 143件であり、対策として全部で 228

の対策事例があった。この 228 の対策事例について表 3-20 に３区分と①～⑯に分類して示

した。①から⑨までは動物に対する対策事例、⑩から⑫は植物に対する対策事例である。

⑬から⑯については動植物の区別なくどちらにも当てはまるものとして共通事項とした。

なお、排出ガス、照明、排水などは植物に対しても影響が考えられるが、本調査では動物

に対する対策として実施されていたため動物の区分とした。 

表 3-20 は 228 の対策事例の各分類ごとの比率を示したものである。動物に対する対策

事例としては、工事期間・作業時間の変更が最も多く（14％）、これは鳥類等の繁殖時期を

避けることを目的としたものが多いためである。工事排水対策（11％）、騒音・振動対策（9％）

がこれに次ぐ。 

植物に関する対策事例としては移植が最も多く、工事完了後に元の場所に戻される事例

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要求事項・時期のパターン分類
構成比（％）
【母数165】

受注後のみに具体的対策を指示したもの 34 □ ●

入札時のみに具体的対策を指示したもの 28 ● □

入札時および受注後に具体的対策を指示したもの 19 ● ●

入札時のみに提案等を求めたもの 12 ▲ □

入札時に提案等を求め、受注後に具体的対策を指示したもの 5 ▲ ●

入札時および受注後に提案等を求めたもの 1 ▲ ▲

受注後のみに提案等を求めたもの 1 □ ▲

入札時に具体的対策を指示し、受注後に提案等を求めたもの 0 ● ▲

計 100

要求の時期
入札時　　　　受注後
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表 3-20 対策事例別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7) まとめ 

本調査では、建設工事において発注者から様々な要求が出され、対策が実施されている

現状について具体的に把握した。その結果をまとめると以下のとおりである。 

回答として 165 件の工事情報の提供があり、その発注者は中央官庁から地方公共団体お

よび公益企業の多岐にわたり、地域的には北は北海道から南は沖縄県まで広く分布してい

た。また、事業分野も道路、河川、港湾等多様なものであった。 

回答の８割以上の工事において、発注時あるいは受注後に発注者から具体的な対策の指

示がなされており、配慮すべき対象とされた動植物は、動物では鳥類が一番多く、魚類、

昆虫がそれに続き、植物では草本類が多く指定されていた。具体的な対策としては、動物

では工事期間・作業時間の変更、工事排水対策、騒音・振動対策が多く実施されており、

照明や光対策、設備・施工機械の配色、動物の移動等の対策も見られた。植物に対する対

策では移植が多く実施されていた。 

アンケート調査は過去５年間に受注した工事を対象としたが、工事の着手年度で見ると

19 年度が 20 件弱でありその後は 30 件台で推移していた。 

 

区分 対策事例
構成比（％）
【母数228】

①工事期間、作業時間等の変更
　（産卵期・営巣期の中止、作業場・作業時間の制限）

14

②工事排水対策 11

③騒音・振動対策 9

④照明、光対策 6

⑤生息動物の移動 5

⑥排出ガス、粉塵対策 3

⑦設備・施工機械の配色 3

⑧外来生物の駆除 3

⑨動物に対するその他対策 8

⑩植物の移植 4

⑪在来植物の播種、植栽 1

⑫植物に対するその他対策 4

⑬専門家等の指導・配置 6

⑭調査・モニタリング 2

⑮関係者の教育 2

⑯その他（報告、協力、順守、禁止、指示　等） 18

計 100

動物に対
する対策

植物に対
する対策

共通
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第 4 章 建設業における生物多様性・生態系保全に関する技術的取り組み 

 

平成 15 年度より実施している、会員企業が開発した環境保全に関する最新の技術･手法

の調査結果が「2010 年度版環境保全の技術・手法に関する事例集」（日建連ホームページ

に掲載）にまとめられている。これらの技術開発の動向から、生物多様性・生態系保全に

対する建設業における技術的取り組みについて述べる。 

環境保全の技術・手法に関する事例集には全体で 645 件の事例が登録されている。その

うち、生物多様性・生態系保全に関する事例は 138 件で全体の 21.4％であり、建設副産物

（廃棄物・発生土）の 29.9％、土壌・地下水汚染の 22.8％の項目に次いで３番目に多く、

建設業においては重要な課題として認識されていることが分かる。 

また、これら 138 件を建設業の分野別

で見てみると、①土木分野が 65.2％、②

共通分野が 27.5％、③建築分野が 7.3％

であり、土木分野の事例が多いことが分

かる（図 4-1）。 

これは、土木分野が主に国土創造を担

当しており、現場では生態系との接点が

多いことから、必然的に生物多様性・生

態系の保全に関連した技術の開発に取り

組んでいる結果と思われる。 

事例の登録時には、その技術が環境保

全に関するものであれば「環境保全に関

する項目」の中から、自然再生や環境創

造に関するものであれば「自然再生、環

境創造に関する項目」の中から該当する

項目を選択することになっており、それ

ぞれ複数選択が可能となっている。 

環境保全に関する事例として生物多

様性・生態系保全の項目を選択している

138 件のうち、①生物多様性・生態系保

全の項目のみを選択している事例は

31.4％である。図中の＋印は、生物多様

性・生態系保全の項目に加えて選択され

た項目であり、70％近くは他の項目の保全技術としても適用や応用が可能な汎用技術とし

て開発されていることが分かる。生物多様性・生態系保全とともに選択されている他の保

全項目としては、＋②地球温暖化 14.7％、＋③水質汚濁 14.2％、＋④建設副産物（廃棄物・

発生土）11.7％、＋⑤省エネ・省資源 8.6％などである。上位の項目以外は＋その他に区

図 4-1 分野別の割合 

① 土 木 

65.2% 

② 共 通 

27.5% 

③ 建 築 

   7.3% 

図 4-2 環境保全に関する項目の割合 

⑤＋省エネ・  

省資源 8.6% 

 

①生物多様性・

生態系保全のみ 

31.4％ 

＋②地球温暖化 

14.7％ ＋③水質汚濁  

14.2% 

＋④建設副産物  

    11.7% 

＋その他  

＋⑤省エネ・ 

省資源 8.6% 
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分した（図 4-2）。 

生物多様性・生態系保全に関する技術であり、かつ自然再生・環境創造に関する技術と

しても登録されている事例は 282 件ある。 

選択された自然再生・環境

創造に関する上位の項目は、

①施工時における生態系との

共生を図る技術、②都市部で

の小動物が生息できる環境の

整 備 の ２ 項 目 が 、 同 率 の

13.8％、③ビオトープ形成技

術 13.1％、④ミチゲーション

技術 12.7％、⑤法面緑化・植

林技術 11.7％である。上位の

項目以外はその他に区分した

（図 4-3）。 
図 4-3 自然再生・環境創造に関する項目の割合 

①生態系  

との共生  

13.8% 
②小動物生息  

環境整備 13.8% 

③ビオトープ形成  

技術  13.1% 

④ミチゲーション 

技術  12.7% 

⑤法面緑化・植林

技術   11.7% 

その他  
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第 5 章 今後の取り組み 

 

 建設業は、国土保全や社会資本の整備等、現場でのもの造りにおいて自然との係わりが

極めて深く、従来から自然環境を保全する、さらには創出することに積極的に取り組んで

きた。しかしながら、建設行為は自然環境の保全や創出に貢献しているとは認知されにく

い場合が多く、一般的な理解が得られていないのが現状である。そのため、建設業と生物

多様性との係わりについて認識を深め、建設業としての生物多様性の保全や持続可能な利

用に対する取り組みを社会にアピールすることを目的とし、平成 22 年にパンフレット「生

物多様性の保全と持続可能な利用の実践－大切な命のつながりを守る取り組み－」を作成

し、平成 23 年に会員各社の取り組み状況を把握し、建設業としての課題や方向性を取りま

とめた「生物多様性と建設業の係わり－生物多様性の保全および持続可能な利用の実践－」

を作成した。 

 建設業は、今後も様々な場面において、生物多様性の保全に関し具体的な方策が求めら

れることから、今回は建設事業における生物多様性の配慮事例についての文献調査を行い

（第 2 章）、併せて会員各社を対象としたアンケートにより、工事入札時および施工段階

における生物多様性・生態系保全に関する発注者からの要求事項（評価項目、提案事項）

を調査・分析した（第 3 章）。また、会員企業が開発した環境保全の技術・手法に関する

事例を改めて分析し、建設業における取り組み状況を把握するとともに（第 4 章）、専門

家による講演会の開催、生物多様性に配慮した建設構造物（干潟実験施設）の視察を行っ

た（第 1 章）。 

 会員企業が開発した生物多様性・生態系保全に関する技術や手法は着実に増加している

が、今後も地域住民や発注者のニーズに沿った技術・手法の開発をさらに推進していくこ

とが求められるものと考えられる。また、工事にあたっては、開発した技術や手法を積極

的に活用するとともに、発注者等に提案する取り組み（工法選定や施工方法の計画段階か

ら、発注者や設計者も含めて、工事全体を生物多様性の保全という視点を持って計画し実

行していくこと）を行っていくことも重要である。そのためには会員企業が保有している

技術・手法を地域住民や発注者等に広く知っていただくことが肝要である。 

 以上のことから、建設業の事業活動において「生物多様性」という視点から下記のよう

な取り組みを行っていくことが今後の課題であろうと考える。 

 ①工事計画段階における多様な生物との共生手法の調査と提案をすること 

 ②工事施工段階における生物多様性の保全に配慮した技術開発等の実施を促進すること 

 ③建設業界としての取り組みを分かりやすい形で一般社会にＰＲすること 

 平成 24 年 8 月に行った講演会の中で、「社会からの要請として、インフラや社会の構造

についての知識と、生物多様性からの目で見るとこういう構造物や施設、配置が良いとい

う知識の、両方を理解している建設技術者の活躍が期待される」という主旨の言葉があっ

た。自然の中で構造物を造るという行為は、そこでの生態系に何らかの影響を与えること

になるが、より自然に近い形を残しながら生態系への影響を最小限にとどめ、生物多様性

の保全に貢献していくことは可能であり、それができるのもまた建設業である。 
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道

路
道

路
新

設
・

改
築

舗
装

舗
装

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
土

壌
の

保
全

・
創

出
透

水
性

舗
装

の
実

施
（

路
面

温
度

の
上

昇
抑

制
、

雨
水

の
流

出
抑

制
、

地
下

水
の

涵
養

を
図

る
透

水
性

舗
装

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
7
～

8
－

兵
庫

県
国

道
1
7
5
号

（
水

分
か

れ
街

道
）

5
道

路
道

路
新

設
・

改
築

道
路

改
良

道
路

土
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

土
壌

の
保

全
・

創
出

盛
土

の
土

壌
改

良
（

客
土

に
表

土
、

腐
植

土
、

有
機

質
系

土
壌

改
良

資
材

の
使

用
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
9

－
北

近
畿

豊
岡

自
動

車
道

6
道

路
道

路
新

設
・

改
築

－
－

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

生
息

・
生

育
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

ル
ー

ト
選

定
や

工
法

、
構

造
の

採
用

（
道

路
線

形
の

最
適

化
お

よ
び

ト
ン

ネ
ル

・
橋

梁
の

採
用

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
～

4
－

兵
庫

県
国

道
1
7
5
号

（
水

分
か

れ
街

道
）

事
例

２
：

秋
田

県
雄

勝
町

～
宮

城
県

鳴
子

町
　

鬼
首

道
路

7
道

路
道

路
新

設
・

改
築

－
－

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

植
物

の
生

育
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

（
希

少
植

物
の

移
植

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
0
～

1
1

サ
ン

イ
ン

シ
ロ

カ
ネ

ソ
ウ

、
ハ

リ
マ

マ
ム

シ
グ

サ
兵

庫
県

　
北

近
畿

豊
岡

自
動

車
道

（
豊

岡
南

～
八

鹿
）

兵
庫

県
神

戸
市

　
神

戸
市

道
高

速
道

路
２

号
線

（
神

戸
山

手
線

）

8
道

路
道

路
新

設
・

改
築

－
－

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

植
物

の
生

育
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

（
希

少
動

物
の

移
植

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
2
～

1
4

ギ
フ

チ
ョ

ウ
、

ウ
ツ

ギ
ノ

ヒ
メ

ハ
ナ

バ
チ

兵
庫

県
　

加
古

川
市

山
陽

自
動

車
道

兵
庫

県
　

北
近

畿
豊

岡
自

動
車

道

9
道

路
道

路
新

設
・

改
築

舗
装

道
路

植
栽

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
地

域
植

生
に

着
目

し
た

植
栽

や
、

林
緑

の
植

物
群

落
や

草
む

ら
、

草
地

な
ど

の
多

様
な

緑
の

創
出

（
郷

土
の

自
然

に
調

和
し

多
様

な
生

物
を

育
む

法
面

の
緑

化
。

鳥
類

、
昆

虫
類

な
ど

多
様

な
生

物
が

生
息

で
き

る
雑

木
林

の
創

出
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
6

コ
ナ

ラ
、

ク
ヌ

ギ
、

ア
ラ

カ
シ

、
ヤ

マ
モ

モ
兵

庫
県

　
北

近
畿

豊
岡

自
動

車
道

静
岡

県
浜

松
市

　
東

名
高

速
道

路

1
0

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
育

環
境

へ
の

適
合

性
や

周
辺

植
生

と
の

調
和

に
配

慮
し

た
植

栽
の

実
施

（
郷

土
の

自
然

に
調

和
し

多
様

な
生

物
を

育
む

法
面

の
緑

化
。

鳥
類

、
昆

虫
類

な
ど

多
様

な
生

物
が

生
息

で
き

る
雑

木
林

の
創

出
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
6

コ
ナ

ラ
、

ク
ヌ

ギ
、

ア
ラ

カ
シ

、
ヤ

マ
モ

モ
兵

庫
県

　
北

近
畿

豊
岡

自
動

車
道

静
岡

県
浜

松
市

　
東

名
高

速
道

路

1
1

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

営
巣

木
な

ど
の

営
巣

環
境

の
保

全
（

猛
禽

類
の

営
巣

確
認

時
の

工
事

実
施

期
間

・
立

ち
入

り
禁

止
区

域
の

設
定

、
低

騒
音

・
低

振
動

重
機

の
使

用
、

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
の

実
施

、
代

替
巣

の
設

置
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
7
～

1
9

イ
ヌ

ワ
シ

、
ク

マ
タ

カ
、

オ
オ

タ
カ

、
サ

シ
バ

兵
庫

県
　

北
近

畿
豊

岡
自

動
車

道

1
2

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

植
物

な
ど

の
郷

土
種

が
含

ま
れ

て
い

る
表

土
の

活
用

（
現

場
内

の
有

用
な

表
土

の
保

存
と

植
生

復
元

へ
の

再
利

用
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
1

－
兵

庫
県

西
宮

市
　

越
水

地
内

の
道

路
開

設
工

事
現

場
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
3

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

植
物

な
ど

の
郷

土
種

が
含

ま
れ

て
い

る
表

土
の

活
用

（
現

場
内

の
有

用
な

表
土

の
保

存
と

植
生

復
元

へ
の

再
利

用
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
1

－
兵

庫
県

西
宮

市
　

越
水

地
内

の
道

路
開

設
工

事
現

場

1
4

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

工
事

に
よ

る
土

砂
流

出
・

堆
積

、
濁

水
の

防
止

策
の

実
施

（
濁

水
流

出
防

止
に

よ
る

魚
の

採
餌

、
水

生
植

物
の

成
長

、
河

床
の

魚
類

の
卵

の
発

育
等

の
環

境
の

保
全

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
2
～

2
3

－
兵

庫
県

加
古

川
市

　
東

播
磨

南
北

道
路

1
5

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
騒

音
な

ど
の

防
止

生
物

の
繁

殖
時

期
や

集
団

渡
来

時
の

工
事

内
容

の
検

討
、

鳥
獣

保
護

区
内

や
野

生
鳥

獣
の

繁
殖

地
周

辺
で

の
低

騒
音

、
低

振
動

機
械

の
使

用
（

工
事

実
施

期
間

や
立

ち
入

り
制

限
区

域
の

設
定

や
、

低
騒

音
・

低
振

動
の

重
機

の
使

用
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
4
～

2
5

イ
ヌ

ワ
シ

、
ク

マ
タ

カ
、

オ
オ

タ
カ

、
サ

シ
バ

、
オ

オ
ハ

ク
チ

ョ
ウ

、
コ

ハ
ク

チ
ョ

ウ
、

カ
モ

類
、

シ
ギ

・
チ

ド
リ

類
、

コ
ア

ジ
サ

シ
、

サ
ギ

類

兵
庫

県
　

北
近

畿
豊

岡
自

動
車

道

1
6

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
騒

音
な

ど
の

防
止

光
の

届
く

範
囲

内
を

必
要

最
小

限
に

す
る

た
め

の
遮

光
植

栽
や

ラ
イ

ト
の

位
置

の
検

討
（

高
欄

照
明

、
ル

ー
バ

ー
付

き
照

明
、

遮
光

版
や

遮
光

植
栽

等
に

よ
る

光
の

漏
れ

る
範

囲
の

最
小

化
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
6
～

2
7

－
鬼

首
道

路
　

秋
田

県
雄

勝
町

～
宮

城
県

鳴
子

町

1
7

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
騒

音
な

ど
の

防
止

交
通

事
故

を
防

ぐ
た

め
の

道
路

へ
の

侵
入

防
止

柵
な

ど
の

設
置

（
侵

入
防

止
柵

設
置

と
道

路
近

傍
の

移
動

経
路

や
横

断
路

の
設

置
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
8

－
兵

庫
県

　
北

近
畿

豊
岡

自
動

車
道

1
8

道
路

道
路

新
設

・
改

築
舗

装
道

路
植

栽
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
騒

音
な

ど
の

防
止

交
通

事
故

防
止

看
板

な
ど

の
設

置
（

ド
ラ

イ
バ

ー
の

注
意

を
喚

起
す

る
動

物
注

意
の

標
識

や
自

然
環

境
に

つ
い

て
紹

介
す

る
案

内
板

の
設

置
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
9
～

3
0

－
兵

庫
県

　
北

近
畿

豊
岡

自
動

車
道

1
9

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

移
動

ル
ー

ト
分

断
時

の
ト

ン
ネ

ル
に

よ
る

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

（
道

路
下

に
、

大
・

中
型

野
生

動
物

用
の

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
、

小
動

物
や

爬
虫

類
・

両
生

類
用

の
コ

ル
ゲ

ー
ト

パ
イ

プ
を

設
置

し
、

移
動

路
を

確
保

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
3
1
～

3
2

大
・

中
型

野
生

動
物

、
小

動
物

、
爬

虫
類

・
両

生
類

－

2
0

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

移
動

ル
ー

ト
分

断
時

の
横

断
橋

に
よ

る
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
（

動
物

専
用

の
オ

ー
バ

ー
ブ

リ
ッ

ジ
式

移
動

路
の

設
置

。
壁

高
欄

と
し

、
底

部
は

草
本

類
生

育
用

に
客

土
。

橋
の

両
側

出
入

り
口

部
に

植
栽

、
本

線
部

に
は

侵
入

防
止

柵
を

設
置

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
3

ニ
ホ

ン
ザ

ル
大

分
県

　
大

分
自

動
車

道

2
1

道
路

道
路

新
設

・
改

築
道

路
改

良
・

舗
装

排
水

構
造

物
工

野
生

生
物

の
移

動
阻

害
要

素
の

排
除

・
抑

制
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
小

動
物

の
脱

出
・

移
動

可
能

な
側

溝
な

ど
に

よ
る

脱
出

・
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
（

野
生

生
物

な
ど

の
脱

出
・

移
動

の
た

め
の

水
路

や
道

路
側

溝
の

工
夫

。
側

溝
側

壁
の

ス
ロ

ー
プ

化
、

凹
凸

の
あ

る
ス

ロ
ー

プ
設

置
、

透
水

性
素

材
の

使
用

、
集

水
桝

に
階

段
設

置
等

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
4

小
動

物
、

カ
エ

ル
な

ど
－
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
2

道
路

道
路

新
設

・
改

築
道

路
改

良
・

舗
装

法
面

工
・

道
路

植
栽

工

野
生

生
物

の
移

動
阻

害
要

素
の

排
除

・
抑

制
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
鳥

類
や

飛
翔

性
昆

虫
類

が
自

動
車

に
衝

突
し

な
い

よ
う

な
植

栽
木

の
高

さ
の

維
持

（
道

路
斜

面
に

地
域

の
樹

木
を

植
栽

し
、

鳥
が

車
と

衝
突

し
な

い
よ

う
に

誘
導

植
栽

を
設

置
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
5
～

3
6

鳥
類

（
横

断
高

度
に

よ
る

鳥
類

の
種

別
表

に
種

名
記

載
）

、
飛

翔
性

昆
虫

類

兵
庫

県
豊

岡
市

　
北

近
畿

豊
岡

自
動

車
道

2
3

道
路

道
路

新
設

・
改

築
道

路
改

良
・

舗
装

法
面

工
・

道
路

植
栽

工

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

緑
化

で
の

郷
土

種
の

植
栽

（
緑

化
に

は
事

業
地

周
辺

個
体

か
ら

採
種

し
た

も
の

を
播

種
す

る
か

、
採

取
し

た
種

子
を

養
苗

し
た

も
の

を
移

植
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
7

ウ
ツ

ギ
、

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
、

ヤ
マ

ハ
ギ

兵
庫

県
香

美
町

　
国

道
1
7
8
 
号

2
4

道
路

道
路

新
設

・
改

築
道

路
改

良
・

舗
装

法
面

工
・

道
路

植
栽

工

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

緑
化

で
の

郷
土

種
の

植
栽

（
緑

化
に

は
事

業
地

周
辺

個
体

か
ら

採
種

し
た

も
の

を
播

種
す

る
か

、
採

取
し

た
種

子
を

養
苗

し
た

も
の

を
移

植
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
7

ウ
ツ

ギ
、

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
、

ヤ
マ

ハ
ギ

兵
庫

県
香

美
町

　
国

道
1
7
8
 
号

2
5

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
遺

伝
子

擾
乱

要
因

へ
の

対
処

人
為

的
な

生
物

移
動

の
抑

制
使

用
す

る
重

機
や

作
業

員
の

長
靴

の
洗

浄
・

消
毒

（
タ

イ
ヤ

に
付

着
し

た
泥

な
ど

に
混

入
す

る
外

来
植

物
の

種
子

な
ど

を
落

と
す

。
工

事
車

両
出

入
り

口
に

タ
イ

ヤ
洗

浄
装

置
を

設
置

、
現

場
に

作
業

靴
用

の
泥

落
と

し
マ

ッ
ト

を
設

置
)

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
8

－
－

2
6

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
侵

略
的

外
来

生
物

へ
の

対
処

侵
略

的
外

来
生

物
の

侵
入

・
拡

散
防

止
使

用
す

る
重

機
や

作
業

員
の

長
靴

の
洗

浄
・

消
毒

（
タ

イ
ヤ

に
付

着
し

た
泥

な
ど

に
混

入
す

る
外

来
植

物
の

種
子

な
ど

を
落

と
す

。
工

事
車

両
出

入
り

口
に

タ
イ

ヤ
洗

浄
装

置
を

設
置

、
現

場
に

作
業

靴
用

の
泥

落
と

し
マ

ッ
ト

を
設

置
)

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
8

－
－

2
7

道
路

道
路

維
持

修
繕

道
路

維
持

除
草

工
ほ

か
侵

略
的

外
来

生
物

へ
の

対
処

侵
略

的
外

来
生

物
の

駆
除

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

で
確

認
さ

れ
た

侵
略

的
外

来
生

物
の

駆
除

（
施

工
後

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

特
定

外
来

生
物

を
認

め
た

場
合

、
直

ち
に

駆
除

を
実

施
。

陸
生

植
物

の
抜

き
取

り
・

刈
り

取
り

、
水

生
植

物
の

防
除

、
陸

上
・

水
生

動
物

の
罠

な
ど

に
よ

る
捕

獲
と

殺
処

分
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
道

路
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
9

－
－

2
8

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

動
物

の
横

断
路

設
置

事
例

2
6
例

に
つ

い
て

、
工

事
の

全
体

概
要

、
背

景
・

経
緯

等
、

保
全

措
置

の
概

要
（

設
置

し
た

横
断

路
の

構
造

、
位

置
な

ど
）

、
事

後
調

査
結

果
な

ど
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

道
路

環
境

影
響

評
価

の
技

術
手

法
（

別
冊

事
例

集
　

動
物

、
植

物
、

生
態

系
）

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
資

料
N
o
.
3
9
3
-
3
9
5
、

2
0
0
7
.
6
、

Ⅰ
-
2
6
～

Ⅰ
-
1
2
3

カ
モ

シ
カ

、
エ

ゾ
シ

カ
、

ヤ
マ

ネ
、

ニ
ホ

ン
リ

ス
、

ニ
ホ

ン
ザ

ル
等

の
哺

乳
類

、
コ

ウ
モ

リ
類

等

横
断

路
、

ア
ニ

マ
ル

パ
ス

ウ
ェ

イ

2
9

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

騒
音

な
ど

の
防

止
希

少
猛

禽
類

の
保

全
対

策
例

7
例

に
つ

い
て

、
工

事
の

全
体

概
要

、
背

景
・

経
緯

等
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

結
果

等
が

報
告

さ
れ

て
い

る
。

内
2
例

に
つ

い
て

は
、

調
査

結
果

に
基

づ
く

具
体

的
な

保
全

対
策

（
工

事
の

一
部

中
止

、
作

業
時

間
の

調
整

等
）

の
記

載
が

あ
る

。

道
路

環
境

影
響

評
価

の
技

術
手

法
（

別
冊

事
例

集
　

動
物

、
植

物
、

生
態

系
）

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
資

料
N
o
.
3
9
3
-
3
9
5
、

Ⅱ
-
8
～

Ⅱ
-
3
4

オ
オ

タ
カ

、
ク

マ
タ

カ
、

ハ
イ

タ
カ

等
猛

禽
類

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

（
事

前
事

後
）

3
0

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

騒
音

な
ど

の
防

止
道

路
照

明
設

備
の

対
策

事
例

5
例

に
つ

い
て

、
工

事
名

、
対

象
生

物
、

対
策

内
容

（
遮

光
等

）
が

報
告

さ
れ

て
い

る
。

道
路

環
境

影
響

評
価

の
技

術
手

法
（

別
冊

事
例

集
　

動
物

、
植

物
、

生
態

系
）

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
資

料
N
o
.
3
9
3
-
3
9
5
、

Ⅳ
-
5
～

Ⅳ
-
1
3

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

、
カ

ワ
ウ

等
の

鳥
類

、
ア

オ
ウ

ミ
ガ

メ
、

ヒ
メ

ホ
タ

ル

光
害

の
回

避
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

3
1

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
道

路
工

事
に

伴
う

希
少

植
物

の
移

植
事

例
6
1

例
に

つ
い

て
、

工
事

名
、

対
象

種
の

特
性

、
保

全
措

置
の

概
要

（
移

植
環

境
整

備
の

内
容

、
効

果
等

）
が

報
告

さ
れ

て
い

る
。

失
敗

例
も

多
く

記
載

さ
れ

て
い

る
。

道
路

環
境

影
響

評
価

の
技

術
手

法
（

別
冊

事
例

集
　

動
物

、
植

物
、

生
態

系
）

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
資

料
N
o
.
3
9
3
-
3
9
5
、

Ⅲ
-
1
3
～

Ⅲ
-
2
3
8

シ
ダ

類
、

木
本

類
、

草
本

類
な

ど
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

に
記

載
さ

れ
て

い
る

希
少

植
物

希
少

植
物

の
移

植

3
2

道
路

道
路

新
設

・
改

築
－

－
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
道

路
工

事
に

伴
う

希
少

生
物

の
移

動
事

例
1
6

例
に

つ
い

て
、

工
事

名
、

対
象

種
の

特
性

、
保

全
措

置
の

概
要

（
生

育
環

境
整

備
の

内
容

、
効

果
等

）
、

事
後

調
査

結
果

が
報

告
さ

れ
て

い
る

（
失

敗
例

も
あ

り
）

。

道
路

環
境

影
響

評
価

の
技

術
手

法
（

別
冊

事
例

集
　

動
物

、
植

物
、

生
態

系
）

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
資

料
N
o
.
3
9
3
-
3
9
5
、

Ⅲ
-
2
3
9
～

Ⅲ
-
3
3
0

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
、

ギ
フ

チ
ョ

ウ
な

ど
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

に
記

載
さ

れ
て

い
る

希
少

生
物

生
育

環
境

を
新

設
し

、
希

少
生

物
を

移
動

3
3

河
川

道
路

新
設

・
改

築
橋

梁
下

部
R
C
橋

脚
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
長

大
支

間
化

と
台

船
施

工
方

式
の

採
用

な
ど

に
よ

る
干

潟
地

形
改

変
削

減
、

水
理

模
型

実
験

と
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

洗
掘

防
止

・
水

流
へ

の
影

響
防

止

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
4

水
生

生
物

干
潟

、
長

大
支

間
構

造
、

台
船

施
工

、
地

形
改

変
削

減
、

洗
掘

防
止

、
水

流
影

響
防

止

3
4

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
の

確
保

植
生

の
回

復
を

図
り

つ
つ

片
岸

か
ら

段
階

的
施

工
に

よ
る

地
形

改
変

削
減

、
魚

類
の

産
卵

期
の

施
工

回
避

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3

ツ
ル

ヨ
シ

、
オ

ギ
植

生
回

復
、

段
階

的
施

工
、

産
卵

期
施

工
回

避

3
5

河
川

河
川

改
修

床
止

め
・

床
固

め
浚

渫
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

配
慮

地
形

改
変

を
回

避
し

河
畔

林
や

草
地

の
保

全
、

河
床

形
状

に
凹

凸
等

の
変

化
を

持
た

水
生

植
物

群
落

の
形

成
促

進

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3

ツ
ル

ヨ
シ

、
オ

ギ
河

床
形

状
、

地
形

改
変

削
減

、
河

畔
林

・
草

地

3
6

河
川

河
川

改
修

床
止

め
・

床
固

め
浚

渫
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
現

存
の

澪
筋

の
保

全
、

平
坦

化
し

た
河

床
に

澪
筋

を
復

元
し

多
様

な
流

況
を

創
出

、
河

床
材

料
、

植
生

の
多

様
化

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
5

ツ
ル

ヨ
シ

、
ヨ

シ
澪

筋
、

淵
、

瀬
の

保
全

・
創

出

3
7

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
の

確
保

○
山

付
部

の
管

理
用

通
路

を
取

り
や

め
、

斜
面

林
と

川
と

の
連

続
性

を
保

全
回

復
○

植
生

回
復

の
た

め
護

岸
は

蛇
篭

（
覆

土
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
6

魚
類

斜
面

林
と

川
の

連
続

性
、

河
川

護
岸

、
蛇

篭

3
8

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
の

確
保

○
標

津
川

の
旧

川
部

分
の

再
蛇

行
化

に
よ

る
河

川
形

状
、

流
況

の
変

化
が

生
物

相
に

及
ぼ

す
影

響
を

調
査

○
旧

川
の

再
蛇

行
部

と
現

況
の

直
線

部
の

両
方

の
水

生
生

物
が

生
息

で
き

る
環

境
の

保
全

と
復

元
を

提
言

。

「
標

津
川

下
流

域
で

行
っ

た
試

験
的

な
川

の
再

蛇
行

化
に

伴
う

魚
類

と
生

息
環

境
の

変
化

」
（

応
用

生
態

工
学

7
(
2
)
、

p
p
.
1
8
7
～

1
9
9
、

2
0
0
5
）

魚
類

河
川

形
状

3
9

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
配

慮
○

魚
類

・
水

生
生

物
の

行
き

来
で

き
る

河
川

、
河

川
と

支
川

、
水

路
、

水
田

の
縦

断
形

状
、

河
川

敷
の

草
地

や
樹

林
の

連
続

性

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
7
～

8
タ

コ
ノ

ア
シ

、
ミ

ズ
ア

オ
イ

、
ホ

ソ
バ

イ
ヌ

タ
デ

、
コ

ウ
ノ

ト
リ

、
ド

ジ
ョ

ウ
、

メ
ダ

カ
、

モ
ツ

ゴ
、

ナ
マ

ズ
、

コ
イ

、
フ

ナ

縦
断

形
状

、
護

岸
、

堤
体

、
河

川
敷

、
高

水
敷

4
0

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
エ

コ
ト

ー
ン

へ
の

配
慮

○
樹

林
、

ワ
ン

ド
、

水
制

、
た

ま
り

、
抽

水
植

物
帯

創
出

、
河

川
敷

切
り

下
げ

、
砂

礫
河

原

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
2

タ
コ

ノ
ア

シ
、

ミ
ズ

ア
オ

イ
、

ホ
ソ

バ
イ

ヌ
タ

デ
、

コ
ウ

ノ
ト

リ
、

ヨ
シ

樹
林

、
ワ

ン
ド

、
溜

ま
り

、
抽

水
植

物
帯

4
1

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
○

早
瀬

、
淵

、
平

瀬
、

中
洲

、
湿

地
な

ど
の

保
全

、
 
撹

乱
環

境
の

維
持

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

在
来

種
、

野
生

生
物

河
川

敷
、

河
川

形
状

、
河

川
周

辺
環

境

4
2

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
○

G
I
S
活

用
に

よ
る

改
変

計
画

、
希

少
種

の
移

植
、

掃
流

作
用

回
復

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
4
～

1
5

タ
コ

ノ
ア

シ
、

ミ
ズ

ア
オ

イ
、

ホ
ソ

バ
イ

ヌ
タ

デ
、

コ
ウ

ノ
ト

リ
、

フ
ジ

バ
カ

マ

河
川

敷
、

河
川

周
辺

環
境
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

4
3

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
○

G
I
S
活

用
に

よ
る

改
変

計
画

、
希

少
種

の
移

植
、

営
巣

期
、

産
卵

期
・

産
卵

場
所

・
水

量
の

考
慮

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
6
～

1
7

希
少

動
物

、
希

少
魚

類
、

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
護

岸
、

河
川

敷
、

河
川

周
辺

環
境

4
4

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
○

詰
杭

工
に

よ
り

蛇
行

し
た

低
水

路
と

落
差

を
設

け
流

速
を

軽
減

○
高

水
敷

部
を

空
玉

石
張

り
と

し
、

目
地

部
に

植
物

を
植

え
日

陰
を

形
成

○
高

水
部

護
岸

工
を

苔
類

が
付

き
や

す
い

割
石

の
空

石
積

み
と

し
天

端
に

樹
木

を
植

え
日

陰
を

形
成

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
5
7

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

ホ
タ

ル
護

岸
、

一
の

坂
川

（
山

口
市

後
河

原
）

4
5

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
○

流
路

を
本

川
か

ら
分

け
流

速
を

低
下

さ
せ

、
ホ

タ
ル

用
水

路
を

形
成

○
高

水
敷

に
植

栽
を

行
い

、
日

陰
を

創
出

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
5
8

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

ホ
タ

ル
河

道
、

木
屋

川
（

豊
田

町
西

市
）

4
6

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
○

詰
杭

工
に

よ
り

蛇
行

し
た

低
水

路
と

落
差

を
設

け
流

速
を

軽
減

○
高

水
敷

部
を

空
玉

石
張

り
と

し
、

目
地

部
に

植
物

を
植

え
日

陰
を

形
成

○
ホ

タ
ル

用
ブ

ロ
ッ

ク
護

岸
と

し
、

空
隙

に
植

生
土

嚢
を

詰
め

、
さ

な
ぎ

に
な

る
場

所
を

確
保

し
天

端
に

樹
木

を
植

え
日

陰
を

形
成

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
5
9

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

ホ
タ

ル
護

岸
、

吉
敷

川
（

山
口

市
吉

敷
）

4
7

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
希

少
植

物
の

生
育

環
境

や
生

活
史

な
ど

を
踏

ま
え

た
生

育
環

境
の

保
全

・
復

元
・

創
出

及
び

移
植

方
法

の
検

討
○

複
数

案
（

計
画

段
階

）
の

検
討

○
希

少
植

物
の

生
育

地
消

滅
を

避
け

る
計

画
策

定
○

希
少

植
物

の
移

植
・

適
切

な
管

理
○

生
育

環
境

の
復

元

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
4
～

1
5

タ
コ

ノ
ア

シ
、

ミ
ズ

ア
オ

イ
、

ホ
ソ

バ
イ

ヌ
タ

デ
、

コ
ウ

ノ
ト

リ

改
変

、
復

元
、

湿
地

再
生

4
8

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
希

少
植

物
の

生
育

環
境

や
生

活
史

な
ど

を
踏

ま
え

た
生

育
環

境
の

保
全

・
復

元
・

創
出

及
び

移
植

方
法

の
検

討
○

複
数

案
（

計
画

段
階

）
の

検
討

○
希

少
植

物
の

生
育

地
消

滅
を

避
け

る
計

画
策

定
○

希
少

植
物

の
移

植
・

適
切

な
管

理
○

生
育

環
境

の
復

元

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
4
～

1
5

フ
ジ

バ
カ

マ
移

植
、

復
元

4
9

河
川

河
川

改
修

災
害

復
旧

工
事

浚
渫

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
希

少
植

物
の

生
育

環
境

や
生

活
史

な
ど

を
踏

ま
え

た
生

育
環

境
の

保
全

・
復

元
・

創
出

及
び

移
植

方
法

の
検

討
○

複
数

案
（

計
画

段
階

）
の

検
討

○
希

少
動

物
の

生
息

環
境

消
滅

を
避

け
る

計
画

策
定

…
繁

殖
場

所
、

餌
場

保
全

○
希

少
動

物
の

営
巣

時
期

に
配

慮
し

た
工

事
計

画
○

希
少

な
魚

類
、

両
生

類
な

ど
の

水
生

動
物

の
繁

殖
、

産
卵

期
で

の
配

慮
…

低
騒

音
・

低
振

動
型

建
設

機
械

の
採

用
、

水
量

・
水

質
保

全
な

ど
○

希
少

動
物

の
移

植

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
6
～

1
7

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
改

変
、

移
植

、
復

元
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

5
0

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
床

止
工

、
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

河
川

周
辺

環
境

の
改

変
を

最
小

限
に

留
め

る
ル

ー
ト

選
定

や
工

法
、

構
造

の
採

用
○

現
況

の
構

造
を

で
き

る
だ

け
確

保
○

中
洲

や
湿

地
の

保
全

○
環

境
や

し
く

み
の

維
持

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

水
生

生
物

、
魚

類
、

湿
生

植
物

改
変

、
早

瀬
、

渕
、

平
瀬

、
中

州
、

湿
地

5
1

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
・

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
・

地
域

植
生

に
着

目
し

た
草

地
、

湿
地

な
ど

の
多

様
な

緑
の

保
全

・
創

出
○

水
制

に
よ

る
「

ワ
ン

ド
」

や
「

た
ま

り
」

の
創

出
○

低
水

護
岸

の
緩

傾
斜

化
○

高
水

敷
や

低
水

敷
の

切
り

下
げ

○
砂

礫
河

原
の

保
全

・
創

出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
2

タ
コ

ノ
ア

シ
、

ミ
ズ

ア
オ

イ
、

ホ
ソ

バ
イ

ヌ
タ

デ
、

コ
ウ

ノ
ト

リ

湿
地

再
生

5
2

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
水

制
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

・
水

域
と

陸
域

の
接

点
の

多
様

性
の

確
保

・
地

域
植

生
に

着
目

し
た

草
地

、
湿

地
な

ど
の

多
様

な
緑

の
保

全
・

創
出

○
水

制
に

よ
る

「
ワ

ン
ド

」
や

「
た

ま
り

」
の

創
出

○
低

水
護

岸
の

緩
傾

斜
化

○
高

水
敷

や
低

水
敷

の
切

り
下

げ
○

砂
礫

河
原

の
保

全
・

創
出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
2

ヨ
シ

原
保

全
・

復
元

、
堆

砂

5
3

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

・
水

域
と

陸
域

の
接

点
の

多
様

性
の

確
保

・
地

域
植

生
に

着
目

し
た

草
地

、
湿

地
な

ど
の

多
様

な
緑

の
保

全
・

創
出

○
水

制
に

よ
る

「
ワ

ン
ド

」
や

「
た

ま
り

」
の

創
出

○
低

水
護

岸
の

緩
傾

斜
化

○
高

水
敷

や
低

水
敷

の
切

り
下

げ
○

砂
礫

河
原

の
保

全
・

創
出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
2

魚
類

、
水

生
植

物
砂

州
、

淵
、

流
れ

の
再

生

5
4

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
・

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
・

地
域

植
生

に
着

目
し

た
草

地
、

湿
地

な
ど

の
多

様
な

緑
の

保
全

・
創

出
○

水
制

に
よ

る
「

ワ
ン

ド
」

や
「

た
ま

り
」

の
創

出
○

低
水

護
岸

の
緩

傾
斜

化
○

高
水

敷
や

低
水

敷
の

切
り

下
げ

○
砂

礫
河

原
の

保
全

・
創

出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
2

水
生

植
物

、
魚

類
親

水
護

岸
、

ワ
ン

ド
、

郷
土

種
植

栽

5
5

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
高

木
層

か
ら

草
本

類
ま

で
の

多
階

層
な

構
造

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
8
～

1
9

水
生

生
物

、
魚

類
、

昆
虫

類
、

鳥
類

河
畔

林
保

全

5
6

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
高

木
層

か
ら

草
本

類
ま

で
の

多
階

層
な

構
造

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
8
～

1
9

水
生

生
物

、
魚

類
、

昆
虫

類
、

鳥
類

河
畔

林
保

全

5
7

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
営

巣
環

境
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
樹

木
の

保
全

・
維

持
管

理
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
8
～

1
9

サ
ギ

、
カ

ワ
ウ

改
変

、
河

川
形

状
、

河
畔

林
、

治
水

特
性

5
8

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
営

巣
環

境
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
樹

木
の

保
全

・
維

持
管

理
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
8
～

1
9

サ
ギ

、
カ

ワ
ウ

改
変

、
河

川
形

状
、

河
畔

林
、

治
水

特
性

5
9

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
野

鳥
な

ど
の

食
餌

植
物

の
保

全
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
8
～

1
9

サ
ギ

、
カ

ワ
ウ

改
変

、
河

川
形

状
、

河
畔

林
、

治
水

特
性
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

6
0

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
野

鳥
な

ど
の

食
餌

植
物

の
保

全
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
8
～

1
9

サ
ギ

、
カ

ワ
ウ

改
変

、
河

川
形

状
、

河
畔

林
、

治
水

特
性

6
1

河
川

河
川

等
災

害
関

連
事

業

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

育
環

境
配

慮
人

工
巣

穴
設

置
連

結
自

然
石

護
岸

（
空

石
積

）
の

採
用

に
よ

る
多

孔
質

な
空

間
確

保
岸

背
面

に
巣

穴
設

置
、

河
床

付
近

に
入

り
口

を
設

け
て

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
を

誘
導

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
7
2
～

1
7
3

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
多

自
然

型
河

川
、

連
結

自
然

石
護

岸
、

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
巣

穴

6
2

河
川

統
合

河
川

整
備

事
業

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

親
水

性
の

高
い

護
岸

構
造

高
水

敷
の

整
備

多
孔

質
構

造
の

連
節

ブ
ロ

ッ
ク

施
工

、
覆

土
（

在
来

植
物

の
早

期
復

元
）

淵
の

保
全

、
巣

穴
ブ

ロ
ッ

ク
設

置
、

寄
せ

石
等

変
化

に
富

ん
だ

水
辺

の
創

造

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
7
4
～

1
7
5

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
、

魚
類

（
ス

ナ
ヤ

ツ
メ

、
ア

カ
ザ

等
）

植
物

（
ヤ

シ
ャ

ゼ
ン

マ
イ

等
）

多
自

然
型

河
川

、
巣

穴
ブ

ロ
ッ

ク
、

寄
せ

石
等

の
設

置

6
3

河
川

統
合

河
川

整
備

事
業

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

親
水

性
の

高
い

護
岸

構
造

高
水

敷
の

整
備

多
孔

質
構

造
の

連
節

ブ
ロ

ッ
ク

施
工

、
覆

土
（

在
来

植
物

の
早

期
復

元
）

淵
の

保
全

、
巣

穴
ブ

ロ
ッ

ク
設

置
、

寄
せ

石
等

変
化

に
富

ん
だ

水
辺

の
創

造

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
7
4
～

1
7
5

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
、

魚
類

（
ス

ナ
ヤ

ツ
メ

、
ア

カ
ザ

等
）

植
物

（
ヤ

シ
ャ

ゼ
ン

マ
イ

等
）

多
自

然
型

河
川

、
巣

穴
ブ

ロ
ッ

ク
、

寄
せ

石
等

の
設

置

6
4

河
川

統
合

河
川

整
備

事
業

（
河

川
改

修
）

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

自
然

環
境

、
景

観
配

慮
親

水
的

な
空

間
の

創
出

水
域

か
ら

陸
域

へ
と

連
続

し
た

植
生

景
観

配
慮

：
楓

林
と

の
一

体
感

が
出

る
よ

う
連

結
自

然
石

護
岸

（
空

積
）

引
堤

に
よ

り
失

わ
れ

る
川

土
手

の
楓

の
移

植
に

よ
り

連
続

し
た

景
観

の
再

現
を

図
る

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
7
6
～

1
7
7

楓
林

多
自

然
型

河
川

（
連

続
自

然
石

護
岸

、
景

観
配

慮
）

、
連

続
景

観
天

然
記

念
物

指
定

移
植

準
備

（
根

回
し

）

6
5

河
川

統
合

河
川

整
備

事
業

（
河

川
改

修
）

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
親

水
性

を
考

慮
し

た
水

辺
環

境
改

善
、

景
観

配
慮

ヤ
シ

の
繊

維
マ

ッ
ト

を
用

い
た

水
際

部
の

改
善

、
動

植
物

の
生

息
空

間
に

配
慮

ヤ
シ

の
繊

維
マ

ッ
ト

に
ク

レ
ソ

ン
（

リ
ン

や
窒

素
吸

収
に

優
れ

る
）

植
栽

に
よ

る
水

質
浄

化 景
観

配
慮

（
自

然
石

に
よ

る
石

積
工

）

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
7
8
～

1
7
9

メ
ダ

カ
、

ヤ
リ

タ
ナ

ゴ
、

ナ
ガ

エ
ミ

ク
リ

等
多

自
然

型
河

川
、

ヤ
シ

繊
維

マ
ッ

ト
、

親
水

性
、

自
然

石
積

工

6
6

河
川

河
川

改
修

浚
渫

浚
渫

工
水

制
工

絶
滅

危
惧

種
淡

水
魚

類
の

生
息

環
境

保
全

淵
や

寄
洲

の
創

出
に

よ
る

魚
類

等
の

生
息

環
境

配
慮

生
態

系
保

全

水
制

工
：

蛇
籠

設
置

（
澪

筋
の

形
成

）
に

よ
り

淵
、

寄
洲

を
創

出
し

、
魚

類
等

の
生

息
環

境
と

し
て

好
ま

し
い

変
化

に
富

ん
だ

河
道

と
な

る
よ

う
配

慮
蛇

籠
の

採
用

に
よ

る
沈

水
植

物
や

抽
水

植
物

が
繁

殖
し

や
す

い
環

境
配

慮

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
8
0
～

1
8
1

ス
イ

ゲ
ン

ゼ
ニ

タ
ナ

ゴ
、

イ
シ

ガ
イ

（
産

卵
母

貝
）

、
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

沈
水

植
物

、
抽

水
植

物

多
自

然
型

河
川

、
蛇

籠
設

置
、

澪
筋

、
寄

洲
、

淵
試

験
施

工

6
7

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

自
然

環
境

の
維

持
・

保
全

瀬
、

淵
や

河
岸

等
多

様
な

河
道

形
態

の
維

持
、

環
境

保
全

県
指

定
天

然
記

念
物

（
甌

穴
）

の
保

存
、

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

、
人

と
川

と
の

触
れ

合
え

る
川

づ
く

り

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
8
2
～

1
8
3

ア
ユ

、
ア

マ
ゴ

、
ツ

ル
ヨ

シ
等

県
指

定
天

然
記

念
物

（
甌

穴
）

、
多

自
然

型
河

川
（

環
境

保
全

ブ
ロ

ッ
ク

護
岸

）
、

自
然

石
積

、
籠

マ
ッ

ト
護

岸

6
8

河
川

ダ
ム

周
辺

環
境

整
備

事
業

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

環
境

保
全

、
生

態
系

配
慮

魚
類

等
の

生
息

環
境

保
全

、
生

態
系

配
慮

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
函

体
の

浮
島

（
表

面
植

栽
）

と
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

マ
ッ

ト
（

マ
コ

モ
、

キ
シ

ョ
ウ

ブ
、

ク
レ

ソ
ン

、
シ

ュ
ロ

ガ
ヤ

ツ
リ

植
栽

）
に

よ
る

魚
類

等
の

生
息

環
境

保
全

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
8
8
～

1
8
9

タ
ナ

ゴ
類

な
ど

の
小

型
魚

類
河

川
生

態
系

保
全

、
浮

島

6
9

河
川

河
川

環
境

整
備

事
業

築
堤

・
護

岸
護

岸
工

河
川

生
態

系
保

全
水

質
浄

化
、

親
水

性
護

岸
、

河
川

生
態

系
保

全
、

環
境

意
識

の
高

揚

河
川

の
歴

史
や

水
質

な
ど

の
環

境
学

習
や

親
水

空
間

と
し

て
活

用
で

き
る

水
辺

公
園

整
備

ワ
ン

ド
（

自
然

石
積

護
岸

）
、

傾
斜

護
岸

（
階

段
式

護
岸

、
玉

石
護

岸
）

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
1
9
0
～

1
9
1

河
川

生
態

系
親

水
護

岸
、

ワ
ン

ド
、

河
川

生
態

系
、

多
自

然
型

川
づ

く
り

7
0

河
川

河
川

維
持

修
繕

河
川

維
持

植
栽

維
持

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
生

育
環

境
へ

の
適

合
性

や
周

辺
植

生
と

の
調

和
へ

の
配

慮
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
1

コ
リ

ヤ
ナ

ギ
郷

土
種

（
地

域
系

統
種

）
堤

体
、

堤
外

地
公

園
、

植
樹

（
樹

種
、

植
樹

間
隔

）
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

7
1

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
育

環
境

へ
の

適
合

性
や

周
辺

植
生

と
の

調
和

へ
の

配
慮

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
1

コ
リ

ヤ
ナ

ギ
郷

土
種

（
地

域
系

統
種

）
堤

体
、

堤
外

地
公

園
、

植
樹

（
樹

種
、

植
樹

間
隔

）

7
2

河
川

河
川

改
修

床
止

め
・

床
固

め
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
植

物
な

ど
の

郷
土

種
が

含
ま

れ
て

い
る

表
土

の
活

用
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
2
～

2
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

表
土

移
植

(
採

取
・

移
植

方
法

）
空

積
ブ

ロ
ッ

ク
式

護
岸

空
隙

の
再

生
中

州
、

寄
り

洲
の

再
生

既
存

表
土

の
法

面
緑

化

7
3

河
川

河
川

改
修

床
止

め
・

床
固

め
河

川
土

工
遺

伝
子

擾
乱

要
因

へ
の

対
処

人
為

的
な

生
物

移
動

の
抑

制
植

物
な

ど
の

郷
土

種
が

含
ま

れ
て

い
る

表
土

の
活

用
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
2
～

2
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

表
土

移
植

(
採

取
・

移
植

方
法

）
空

積
ブ

ロ
ッ

ク
式

護
岸

空
隙

の
再

生
中

州
、

寄
り

洲
の

再
生

既
存

表
土

の
法

面
緑

化

7
4

河
川

河
川

改
修

浚
渫

（
河

川
）

浚
渫

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
植

物
な

ど
の

郷
土

種
が

含
ま

れ
て

い
る

表
土

の
活

用
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
2
～

2
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

表
土

移
植

(
採

取
・

移
植

方
法

）
空

積
ブ

ロ
ッ

ク
式

護
岸

空
隙

の
再

生
中

州
、

寄
り

洲
の

再
生

既
存

表
土

の
法

面
緑

化

7
5

河
川

河
川

改
修

浚
渫

（
河

川
）

浚
渫

工
遺

伝
子

擾
乱

要
因

へ
の

対
処

人
為

的
な

生
物

移
動

の
抑

制
植

物
な

ど
の

郷
土

種
が

含
ま

れ
て

い
る

表
土

の
活

用
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

河
川

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
2
～

2
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

表
土

移
植

(
採

取
・

移
植

方
法

）
空

積
ブ

ロ
ッ

ク
式

護
岸

空
隙

の
再

生
中

州
、

寄
り

洲
の

再
生

既
存

表
土

の
法

面
緑

化

7
6

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
河

川
周

辺
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

工
法

・
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

河
川

周
辺

環
境

の
改

変
を

最
小

限
度

に
早

瀬
、

渕
、

平
瀬

の
確

保
中

州
、

湿
地

の
現

状
保

全

7
7

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
河

川
周

辺
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

工
法

・
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

河
川

周
辺

環
境

の
改

変
を

最
小

限
度

に
早

瀬
、

渕
、

平
瀬

の
確

保
中

州
、

湿
地

の
現

状
保

全

7
8

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
河

川
周

辺
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

工
法

・
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

河
川

周
辺

環
境

の
改

変
を

最
小

限
度

に
早

瀬
、

渕
、

平
瀬

の
確

保
中

州
、

湿
地

の
現

状
保

全

7
9

河
川

河
川

改
修

堰
河

川
土

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
河

川
周

辺
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

工
法

・
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

河
川

周
辺

環
境

の
改

変
を

最
小

限
度

に
早

瀬
、

渕
、

平
瀬

の
確

保
中

州
、

湿
地

の
現

状
保

全

8
0

河
川

河
川

改
修

堰
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
河

川
周

辺
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

工
法

・
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

河
川

周
辺

環
境

の
改

変
を

最
小

限
度

に
早

瀬
、

渕
、

平
瀬

の
確

保
中

州
、

湿
地

の
現

状
保

全
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

8
1

河
川

河
川

改
修

堰
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
河

川
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9
7

河
川

河
川

維
持

修
繕

築
堤

・
護

岸
付

帯
道

路
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

水
辺

に
木

陰
を

作
り

樹
林

・
樹

木
な

ど
の

河
畔

林
・

魚
付

き
林

の
保

全
と

創
出

○
河

川
管

理
道

路
を

官
民

境
界

に
寄

せ
、

川
表

側
の

川
岸

を
保

全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
8
～

1
9

魚
類

改
変

、
河

川
形

状
、

河
畔

林

9
8

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
仮

設
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

工
事

に
よ

る
土

砂
流

出
・

堆
積

、
濁

水
の

防
止

策
の

実
施

○
止

水
膜

や
多

段
式

仮
設

横
断

構
造

物
を

設
け

、
濁

質
の

沈
降

を
図

る
○

事
前

に
河

川
を

半
分

に
締

切
り

、
ポ

ン
プ

排
水

を
行

い
、

土
砂

及
び

濁
水

の
流

出
を

防
止

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
9

魚
類

瀬
替

工
法

、
沈

澱
池

工
法

、
複

合
工

法
、

締
切

り
工

法
、

掛
け

樋
工

法
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

9
9

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
自

然
石

な
ど

自
然

の
材

料
の

使
用

○
隙

間
構

造
を

多
く

持
つ

護
岸

に
す

る
こ

と
で

、
甲

殻
類

・
魚

類
等

の
住

処
と

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
0
～

3
1

甲
殻

類
魚

類
植

生
護

岸
、

多
孔

質
な

護
岸

1
0
0

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
護

岸
や

根
固

め
工

で
の

網
柵

な
ど

を
用

い
た

植
生

護
岸

や
空

隙
の

あ
る

材
料

の
使

用

○
隙

間
構

造
を

多
く

持
つ

護
岸

に
す

る
こ

と
で

、
甲

殻
類

・
魚

類
等

の
住

処
と

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
0
～

3
1

甲
殻

類
魚

類
昆

虫
類

植
生

護
岸

、
多

孔
質

な
護

岸

1
0
1

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
根

固
め

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

空
隙

の
多

い
環

境
の

保
全

護
岸

や
根

固
め

工
で

の
網

柵
な

ど
を

用
い

た
植

生
護

岸
や

空
隙

の
あ

る
材

料
の

使
用

○
隙

間
構

造
を

多
く

持
つ

護
岸

に
す

る
こ

と
で

、
甲

殻
類

・
魚

類
等

の
住

処
と

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
0
～

3
1

甲
殻

類
魚

類
昆

虫
類

植
生

護
岸

、
多

孔
質

な
護

岸

1
0
2

河
川

－
－

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

騒
音

な
ど

の
防

止
生

物
の

繁
殖

時
期

や
集

団
渡

来
時

の
工

事
内

容
の

検
討

○
工

事
実

施
期

間
・

立
入

制
限

の
検

討
に

よ
り

、
人

為
的

攪
乱

の
回

避

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
2
～

3
3

鳥
類

イ
ヌ

ワ
シ

、
ク

マ
タ

カ
、

オ
オ

タ
カ

、
オ

オ
ハ

ク
チ

ョ
ウ

、
コ

ハ
ク

チ
ョ

ウ
、

シ
ギ

、
チ

ド
リ

、
コ

ア
ジ

サ
シ

、
サ

ギ
哺

乳
類

繁
殖

時
期

、
集

団
飛

来
時

期

1
0
3

河
川

－
－

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

騒
音

な
ど

の
防

止
鳥

獣
保

護
区

内
や

野
生

鳥
獣

の
繁

殖
地

周
辺

で
の

低
騒

音
、

低
振

動
機

械
の

使
用

○
低

騒
音

・
低

振
動

重
機

の
使

用
に

よ
る

、
人

為
的

攪
乱

の
回

避

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
2
～

3
3

鳥
類

イ
ヌ

ワ
シ

、
ク

マ
タ

カ
、

オ
オ

タ
カ

、
オ

オ
ハ

ク
チ

ョ
ウ

、
コ

ハ
ク

チ
ョ

ウ
、

シ
ギ

、
チ

ド
リ

、
コ

ア
ジ

サ
シ

、
サ

ギ
哺

乳
類

建
設

工
事

に
伴

う
騒

音
振

動
対

策
技

術
指

針

1
0
4

河
川

河
川

改
修

堰
魚

道
工

野
生

生
物

の
移

動
阻

害
要

素
の

排
除

・
抑

制
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
魚

道
な

ど
の

設
置

な
ど

、
魚

類
な

ど
に

と
っ

て
の

河
川

や
渓

流
、

周
辺

水
路

、
止

水
域

、
河

口
ま

で
の

連
続

性
の

確
保

○
魚

道
を

設
置

し
、

生
き

物
の

住
み

や
す

い
流

域
つ

く
り

に
配

慮

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
4
～

3
6

魚
類

プ
ー

ル
タ

イ
プ

、
水

路
タ

イ
プ

、
閘

門
タ

イ
プ

、
リ

フ
ト

あ
る

い
は

エ
レ

ベ
ー

タ
タ

イ
プ

1
0
5

河
川

－
－

－
遺

伝
子

擾
乱

要
因

へ
の

対
処

人
為

的
な

生
物

移
動

の
抑

制
使

用
す

る
重

機
や

作
業

員
の

長
靴

の
洗

浄
・

消
毒

○
外

来
生

物
だ

け
で

な
く

、
在

来
種

も
他

の
地

域
に

持
ち

出
し

た
り

、
他

の
地

域
か

ら
持

ち
込

ん
だ

り
す

る
こ

と
を

防
ぐ

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
9

植
物

タ
イ

ヤ
洗

浄
装

置

1
0
6

河
川

－
－

－
侵

略
的

外
来

生
物

へ
の

対
処

侵
略

的
外

来
生

物
の

侵
入

・
拡

散
防

止
使

用
す

る
重

機
や

作
業

員
の

長
靴

の
洗

浄
・

消
毒

○
外

来
生

物
だ

け
で

な
く

、
在

来
種

も
他

の
地

域
に

持
ち

出
し

た
り

、
他

の
地

域
か

ら
持

ち
込

ん
だ

り
す

る
こ

と
を

防
ぐ

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
9

植
物

タ
イ

ヤ
洗

浄
装

置
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
0
7

河
川

河
川

改
修

堰
魚

道
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
魚

道
の

設
置

・
改

築
を

行
い

、
ア

ユ
等

の
遡

上
空

間
を

確
保

○
魚

道
を

階
段

式
全

面
越

流
型

⇒
ア

イ
ス

ハ
ー

バ
ー

型
魚

道
に

改
築

し
、

遊
泳

力
の

弱
い

稚
ア

ユ
等

が
休

息
で

き
る

場
所

を
設

け
た

○
既

設
魚

道
最

上
端

隔
壁

を
ス

リ
ッ

ト
形

状
⇒

バ
ー

チ
カ

ル
ス

ロ
ッ

ト
形

状
に

改
築

し
、

魚
道

内
流

量
を

安
定

さ
せ

、
水

位
変

動
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
た

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
6
9

ア
ユ

椹
野

川
（

山
口

市
）

1
0
8

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
魚

類
の

良
好

な
生

息
環

境
の

確
保

○
護

岸
ブ

ロ
ッ

ク
の

根
継

工
に

魚
巣

ブ
ロ

ッ
ク

を
配

置
し

、
現

在
生

息
し

て
い

る
コ

イ
等

に
同

様
な

環
境

を
与

え
る

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
7
0

コ
イ

一
の

坂
川

（
山

口
市

）

1
0
9

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

既
存

生
態

系
の

保
全

竹
林

を
移

植
し

河
畔

林
と

し
て

の
機

能
回

復
を

目
指

し
、

自
然

環
境

の
保

全
を

図
る

○
竹

林
を

移
植

し
河

畔
林

と
し

て
機

能
回

復
し

た

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
7
1

竹
錦

川
（

岩
国

市
）

1
1
0

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

天
然

記
念

物
（

山
口

市
源

氏
ボ

タ
ル

）
に

配
慮

し
た

護
岸

工
法

の
採

用
○

護
岸

法
面

に
緑

化
（

ホ
タ

ル
）

ブ
ロ

ッ
ク

を
使

用
し

、
空

洞
内

に
土

嚢
（

植
生

）
を

充
填

し
、

ホ
タ

ル
や

昆
虫

類
が

集
ま

る
日

陰
や

湿
潤

状
態

を
確

保
○

水
面

下
に

魚
巣

ブ
ロ

ッ
ク

を
配

置
し

、
小

型
魚

の
育

成
空

間
を

確
保

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
7
2

山
口

市
源

氏
ボ

タ
ル

九
田

川
（

山
口

市
）

1
1
1

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

緑
化

で
の

郷
土

種
の

植
栽

（
地

域
系

統
種

苗
で

の
緑

化
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
7
～

3
8

植
物

地
域

の
気

候
・

風
土

に
適

し
た

緑
化

の
目

標
を

設
定

、
在

来
種

の
入

手
が

困
難

な
場

合
は

現
地

の
実

生
を

採
取

し
育

苗
し

て
植

栽
に

使
用

事
例

：
兵

庫
県

武
庫

川
上

流

1
1
2

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

緑
化

で
の

郷
土

種
の

植
栽

（
地

域
系

統
種

苗
で

の
緑

化
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
7
～

3
8

植
物

地
域

の
気

候
・

風
土

に
適

し
た

緑
化

の
目

標
を

設
定

、
在

来
種

の
入

手
が

困
難

な
場

合
は

現
地

の
実

生
を

採
取

し
育

苗
し

て
植

栽
に

使
用

事
例

：
兵

庫
県

武
庫

川
上

流

1
1
3

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

植
物

な
ど

の
郷

土
種

が
含

ま
れ

て
い

る
表

土
の

活
用

（
撹

乱
採

取
法

、
マ

ッ
ト

状
採

取
法

、
表

土
シ

ー
ド

バ
ン

ク
活

用
法

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
2
～

2
3

植
物

表
土

移
植

採
取

・
移

植
方

法
（

撹
乱

採
取

報
、

マ
ッ

ト
状

採
取

法
、

表
土

シ
ー

ド
バ

ン
ク

活
用

法 事
例

：
兵

庫
県

豊
岡

市
出

石
川

　
台

風
被

害
の

復
旧

工
事

1
1
4

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

魚
道

な
ど

の
設

置
な

ど
、

魚
類

な
ど

に
と

っ
て

の
河

川
や

渓
流

、
周

辺
水

路
、

止
水

域
、

河
口

ま
で

の
連

続
性

の
確

保
（

魚
道

の
設

置
や

堰
堤

の
構

造
の

検
討

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
4
～

3
6

魚
類

魚
道

の
設

置
、

魚
道

の
構

造
検

討
事

例
兵

庫
県

青
野

川
青

野
ダ

ム
多

自
然

型
魚

道
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
1
5

河
川

－
－

－
侵

略
的

外
来

生
物

へ
の

対
処

侵
略

的
外

来
生

物
の

侵
入

・
拡

散
防

止
使

用
す

る
重

機
や

作
業

員
の

靴
や

長
靴

な
ど

の
洗

浄
・

消
毒

（
タ

イ
ヤ

洗
浄

装
置

の
設

置
、

泥
落

と
し

マ
ッ

ト
の

設
置

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
3
9

－
工

事
車

両
の

タ
イ

ヤ
洗

浄
装

置
の

設
置

外
来

生
物

、
他

地
域

の
生

物
の

持
込

防
止

1
1
6

河
川

河
川

維
持

・
修

繕
河

川
維

持
植

栽
維

持
工

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
駆

除
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

確
認

さ
れ

た
侵

略
的

外
来

生
物

の
駆

除
（

陸
生

植
物

・
水

生
植

物
・

陸
上

動
物

・
水

生
動

物
の

駆
除

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
河

川
）

、
平

成
2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
4
0
～

4
1

植
物

動
物

陸
生

植
物

の
駆

除
、

水
生

植
物

の
駆

除
、

陸
上

動
物

の
駆

除
、

水
生

動
物

の
駆

除
事

例
：

兵
庫

県
猪

名
川

　
ア

レ
チ

ウ
リ

の
駆

除

1
1
7

河
川

河
川

維
持

・
修

繕
河

川
修

繕
河

川
土

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
エ

コ
ト

ー
ン

へ
の

配
慮

災
害

に
よ

り
被

災
し

た
河

川
護

岸
の

復
旧

に
際

し
、

魚
類

や
昆

虫
お

よ
び

植
生

に
配

慮
し

、
環

境
保

全
型

ブ
ロ

ッ
ク

を
使

用
し

た

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
ｐ

.
7
3

魚
類

昆
虫

植
物

荒
瀬

川
（

岩
国

市
大

字
荒

瀬
地

域
）

ふ
と

ん
籠

8
m
設

置

1
1
8

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
河

川
土

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
-

市
街

地
に

お
け

る
親

水
施

設
の

整
備

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
ｐ

.
7
4

－
真

締
川

（
宇

部
市

琴
芝

地
内

）
親

水
施

設
市

民
に

親
し

ま
れ

る
豊

か
な

河
川

環
境

の
創

造

1
1
9

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

法
面

緑
化

生
分

解
性

の
ヤ

シ
繊

維
マ

ッ
ト

を
使

用
山

口
県

環
境

生
活

部
環

境
政

策
課

,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
ｐ

.
7
5

植
物

錦
川

（
徳

山
市

須
万

地
内

）
ヤ

シ
繊

維
マ

ッ
ト

に
よ

る
法

面
緑

化

1
2
0

河
川

河
川

改
修

築
堤

・
護

岸
法

覆
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

市
街

地
に

お
け

る
緑

化
山

口
県

環
境

生
活

部
環

境
政

策
課

,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
ｐ

.
7
6

植
物

沢
波

川
（

宇
部

市
西

岐
波

地
内

）
多

自
然

型
護

岸

1
2
1

港
湾

港
湾

整
備

浚
渫

工
（

計
画

）
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
の

確
保

生
息

・
生

育
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

工
法

、
構

造
の

採
用

工
事

用
道

路
や

土
砂

置
き

場
な

ど
を

で
き

る
だ

け
自

生
地

に
か

ら
な

い
よ

う
に

設
定

し
、

ビ
ロ

ー
ド

テ
ン

ツ
キ

や
他

の
希

少
種

の
工

事
に

よ
る

個
体

数
の

減
少

を
避

け
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3

ビ
ロ

ー
ド

テ
ン

ツ
キ

工
事

用
道

路
、

土
砂

置
き

場

1
2
2

港
湾

港
湾

整
備

浚
渫

工
（

計
画

）
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
生

息
・

生
育

環
境

の
改

変
を

最
小

限
に

留
め

る
工

法
、

構
造

の
採

用
工

事
用

道
路

や
土

砂
置

き
場

な
ど

を
で

き
る

だ
け

自
生

地
に

か
ら

な
い

よ
う

に
設

定
し

、
ビ

ロ
ー

ド
テ

ン
ツ

キ
や

他
の

希
少

種
の

工
事

に
よ

る
個

体
数

の
減

少
を

避
け

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3

ビ
ロ

ー
ド

テ
ン

ツ
キ

工
事

用
道

路
、

土
砂

置
き

場

1
2
3

港
湾

港
湾

整
備

防
波

堤
（

本
体

工
ケ

ー
ソ

ン
式

）

（
構

造
）

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

海
域

の
保

全
・

創
出

海
水

流
動

性
の

確
保

海
水

交
換

機
能

を
有

す
る

ケ
ー

ソ
ン

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
湾

内
の

水
質

悪
化

の
防

止
を

図
っ

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
7

－
水

質
改

善
、

ケ
ー

ソ
ン

1
2
4

港
湾

港
湾

整
備

防
波

堤
（

本
体

工
ケ

ー
ソ

ン
式

）

（
構

造
）

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

海
域

の
保

全
・

創
出

一
方

向
流

の
確

保
防

波
堤

前
面

に
ス

リ
ッ

ト
を

設
け

、
前

面
の

反
射

波
の

低
減

と
水

位
上

昇
を

図
り

、
港

内
へ

の
一

方
向

流
を

実
現

さ
せ

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
7

－
水

質
改

善
、

防
波

堤
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
2
5

港
湾

港
湾

整
備

防
波

堤
（

本
体

工
ブ

ロ
ッ

ク
式

）

（
構

造
）

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

海
域

の
保

全
・

創
出

富
栄

養
化

の
防

止
港

内
に

流
れ

込
ん

だ
海

藻
な

ど
が

港
奥

に
堆

積
腐

敗
し

、
悪

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

た
が

、
潜

堤
付

き
穴

あ
き

防
波

堤
に

よ
り

外
海

水
が

漁
港

内
に

流
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

湾
奥

に
腐

敗
・

堆
積

し
て

い
る

海
藻

類
を

押
し

出
す

原
動

力
と

す
る

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
7

自
然

と
生

物
に

や
さ

し
い

海
域

環
境

創
造

事
例

集
,
1
9
9
9
.
1
1
,
(
財

)
港

湾
空

間
高

度
化

セ
ン

タ
ー

－
水

質
改

善
、

防
波

堤

1
2
6

港
湾

－
－

（
植

栽
計

画
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
育

環
境

へ
の

適
合

性
や

周
辺

植
生

と
の

調
和

に
配

慮
し

た
植

栽
の

実
施

植
栽

計
画

で
は

周
辺

地
域

に
分

布
す

る
良

好
な

植
生

を
モ

デ
ル

と
し

、
遺

伝
子

の
多

様
性

へ
の

配
慮

か
ら

、
地

元
産

の
種

子
を

用
い

て
苗

木
を

育
て

、
植

栽
し

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
7

－
兵

庫
県

尼
崎

市
　

尼
崎

の
森

中
央

緑
地

1
2
7

港
湾

港
湾

整
備

仮
設

道
路

工
（

計
画

）
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
生

息
・

生
育

環
境

の
改

変
を

最
小

限
に

留
め

る
工

法
、

構
造

の
採

用
工

事
用

道
路

や
土

砂
置

き
場

な
ど

を
で

き
る

だ
け

自
生

地
に

か
ら

な
い

よ
う

に
設

定
し

、
ビ

ロ
ー

ド
テ

ン
ツ

キ
や

他
の

希
少

種
の

工
事

に
よ

る
個

体
数

の
減

少
を

避
け

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3

ビ
ロ

ー
ド

テ
ン

ツ
キ

今
切

港
旭

野
地

区
浚

渫
工

事
（

徳
島

市
）

1
2
8

港
湾

－
－

（
植

栽
計

画
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

採
餌

、
休

息
、

繁
殖

の
場

所
と

し
て

の
｢
藻

場
｣
の

保
全

・
創

出
漁

港
事

業
に

よ
る

埋
立

で
消

失
す

る
藻

場
の

代
替

と
し

て
、

防
波

堤
前

面
に

同
等

面
積

の
、

ガ
ラ

モ
場

、
海

中
林

の
復

元
を

目
指

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
9

ガ
ラ

モ
埋

立
、

代
替

1
2
9

港
湾

港
湾

整
備

防
波

堤
（

本
体

工
ケ

ー
ソ

ン
式

）

（
構

造
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

海
水

交
換

機
能

を
有

す
る

施
設

の
整

備
海

水
交

換
機

能
を

有
す

る
ケ

ー
ソ

ン
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

湾
内

の
水

質
悪

化
の

防
止

を
図

っ
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
7

－
水

質
改

善

1
3
0

港
湾

海
岸

整
備

被
覆

・
根

固
工

被
覆

石
工

（
計

画
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

岩
礁

海
岸

の
保

全
礒

の
生

物
相

の
再

生
と

礒
へ

の
人

の
ア

ク
セ

ス
の

確
保

の
た

め
に

、
既

存
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

傾
斜

型
護

岸
を

自
然

石
を

用
い

た
緩

傾
斜

護
岸

に
再

整
備

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
7

－
自

然
石

、
緩

傾
斜

1
3
1

港
湾

海
岸

整
備

被
覆

・
根

固
工

被
覆

石
工

（
計

画
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

人
工

海
浜

､
磯

場
の

創
出

人
工

海
浜

の
基

本
形

状
を

決
定

す
る

に
あ

た
っ

て
、

多
様

な
生

物
の

生
息

空
間

の
創

出
や

水
質

浄
化

機
能

の
向

上
を

図
る

べ
く

、
物

質
循

環
に

着
目

し
た

環
境

設
計

の
実

施
。

大
型

海
藻

の
繁

殖
に

適
し

た
透

過
護

岸
の

背
後

に
、

捨
て

石
及

び
雑

石
か

ら
な

る
礒

場
を

設
け

た
。

ア
サ

リ
の

生
息

環
境

で
あ

る
潮

間
帯

～
潮

下
帯

を
広

く
と

る
た

め
、

砂
浜

の
勾

配
を

緩
く

（
1
:
1
5
）

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
9

ア
サ

リ
捨

て
石

、
緩

傾
斜
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
3
2

港
湾

－
－

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
工

事
に

よ
る

土
砂

流
出

・
堆

積
、

水
質

汚
濁

の
防

止
策

の
実

施
海

域
へ

の
水

質
汚

濁
を

防
止

す
る

た
め

に
、

緩
傾

斜
石

積
み

護
岸

の
建

設
工

事
に

先
立

ち
、

汚
濁

防
止

膜
を

設
置

。
濁

り
発

生
の

抑
制

：
①

施
工

速
度

を
遅

く
す

る
②

工
法

の
変

更
③

対
象

土
砂

を
濁

り
の

発
生

の
少

な
い

も
の

と
す

る
沈

降
の

促
進

：
①

汚
濁

防
止

装
置

を
用

い
る

②
埋

立
地

そ
の

も
の

を
沈

殿
地

と
し

て
活

用
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
1

－
汚

濁
防

止
膜

1
3
3

港
湾

海
岸

整
備

－
（

計
画

）
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
改

変
後

の
土

砂
流

入
防

止
新

た
に

法
面

な
ど

の
土

砂
供

給
源

が
出

現
す

る
場

合
、

緑
化

な
ど

を
行

い
土

砂
の

流
入

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
3

－
兵

庫
県

神
戸

市
　

神
戸

空
港

1
3
4

港
湾

海
岸

整
備

被
覆

・
根

固
工

被
覆

石
工

（
計

画
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
防

波
堤

や
護

岸
な

ど
の

整
備

に
自

然
材

料
や

消
波

・
根

固
ブ

ロ
ッ

ク
で

空
隙

の
あ

る
ブ

ロ
ッ

ク
の

使
用

緩
傾

斜
石

積
護

岸
構

造
の

採
用

太
陽

光
の

届
く

水
深

５
ｍ

以
浅

に
石

や
ブ

ロ
ッ

ク
を

基
盤

と
す

る
浅

場
を

設
け

る
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
4

－
空

隙
、

緩
傾

斜

1
3
5

港
湾

港
湾

整
備

－
－

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

各
種

工
事

に
お

い
て

、
ト

カ
ゲ

ハ
ゼ

の
生

息
域

に
対

し
て

以
下

の
配

慮
を

行
っ

た
。

・
成

魚
の

生
息

域
周

辺
に

お
け

る
陸

域
及

び
海

域
で

の
各

種
工

事
に

つ
い

て
は

、
3
～

5
月

の
産

卵
期

に
は

生
息

地
近

傍
に

お
け

る
大

き
な

振
動

を
伴

う
工

事
を

実
施

し
な

い
。

・
4
～

6
月

の
孵

化
仔

魚
の

分
散

期
及

び
5
～

7
月

の
着

底
稚

魚
の

接
岸

・
着

底
期

に
は

生
息

地
周

辺
陸

域
及

び
海

域
で

の
海

底
地

形
の

変
化

に
伴

う
浚

渫
工

事
や

汚
濁

防
止

フ
ェ

ン
ス

を
張

り
巡

ら
せ

る
様

な
工

事
は

行
わ

な
い

。
・

生
息

地
か

ら
か

な
り

離
れ

た
距

離
に

あ
っ

て
も

、
各

種
施

設
・

工
作

物
な

ど
に

つ
い

て
は

、
沖

合
海

域
と

生
息

域
で

あ
る

干
潟

域
の

自
然

の
連

続
性

が
確

保
さ

れ
る

よ
う

に
配

慮
す

る
。

な
ど

自
然

と
生

物
に

や
さ

し
い

海
域

環
境

創
造

事
例

集
,
1
9
9
9
.
1
1
,
(
財

)
港

湾
空

間
高

度
化

セ
ン

タ
ー

,
p
.
1
7

ト
カ

ゲ
ハ

ゼ
施

工
配

慮

1
3
6

港
湾

港
湾

整
備

防
波

堤
（

本
体

工
ケ

ー
ソ

ン
式

）

（
構

造
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

直
立

消
波

式
透

過
型

ケ
ー

ソ
ン

堤
の

設
置

・
湾

奥
漁

業
へ

の
影

響
に

配
慮

し
、

海
水

交
換

が
悪

化
し

な
い

こ
と

。
・

潮
流

が
速

く
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

。

自
然

と
生

物
に

や
さ

し
い

海
域

環
境

創
造

事
例

集
,
1
9
9
9
.
1
1
,
(
財

)
港

湾
空

間
高

度
化

セ
ン

タ
ー

,
p
.
1
7
4

－
水

質
改

善

1
3
7

港
湾

港
湾

整
備

被
覆

・
根

固
工

被
覆

ブ
ロ

ッ
ク

工
（

計
画

）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

周
辺

の
水

生
生

物
生

息
環

境
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ラ

モ
場

、
ア

ラ
メ

場
の

藻
場

が
確

認
さ

れ
、

藻
場

造
成

に
適

し
た

海
域

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

藻
場

機
能

の
付

加
に

配
慮

し
た

。
・

海
藻

類
の

生
育

に
適

し
た

環
境

を
多

様
に

有
し

、
空

間
に

は
生

物
の

生
息

環
境

を
確

保
で

き
る

ブ
ロ

ッ
ク

を
使

用
し

た
人

工
リ

ー
フ

構
造

を
採

用
し

た
。

施
工

環
境

監
理

者
業

務
の

た
め

の
施

工
環

境
マ

ニ
ュ

ア
ル

,
2
0
0
5
.
6
,
（

社
）

全
国

漁
港

漁
場

協
会

,
p
.
2
-
1

ワ
カ

メ
、

ク
ロ

メ
、

サ
ザ

エ
空

隙
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
3
8

港
湾

港
湾

整
備

防
波

堤
（

基
礎

工
）

基
礎

捨
石

工

(
計

画
）

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

周
辺

海
域

は
未

利
用

の
冠

砂
地

帯
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

近
年

減
少

傾
向

に
あ

る
ア

ワ
ビ

・
ウ

ニ
類

の
生

産
増

大
を

図
る

た
め

の
自

然
調

和
型

防
波

堤
を

施
工

し
た

。
・

防
波

堤
の

基
礎

マ
ウ

ン
ド

天
端

高
を

海
藻

現
存

量
が

多
く

、
ウ

ニ
類

の
生

殖
巣

指
数

が
高

く
な

る
水

深
帯

と
し

た
。

・
基

礎
マ

ウ
ン

ド
天

端
幅

を
通

常
の

天
端

幅
よ

り
1
0
m
広

く
し

、
生

息
場

所
を

広
く

設
け

た
。

・
海

藻
類

の
着

生
状

況
に

配
慮

し
て

、
一

部
の

被
覆

ブ
ロ

ッ
ク

に
溝

を
設

け
た

。

施
工

環
境

監
理

者
業

務
の

た
め

の
施

工
環

境
マ

ニ
ュ

ア
ル

,
2
0
0
5
.
6
,
（

社
）

全
国

漁
港

漁
場

協
会

,
p
.
2
-
3

エ
ゾ

バ
フ

ン
ウ

ニ
、

キ
タ

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

空
隙

1
3
9

港
湾

港
湾

整
備

護
岸

工
（

基
礎

工
）

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

海
域

の
保

全
・

創
出

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
堤

体
の

施
工

に
当

た
り

、
水

質
汚

濁
防

止
に

配
慮

し
た

。
・

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
型

枠
は

、
防

錆
の

た
め

に
グ

リ
ー

ス
系

の
剥

離
剤

を
使

用
し

て
い

た
が

、
ス

テ
ン

レ
ス

製
型

枠
を

使
用

し
、

油
脂

類
の

使
用

を
止

め
た

。
・

レ
イ

タ
ン

ス
等

は
、

海
面

に
こ

ぼ
れ

な
い

よ
う

に
型

枠
上

面
か

ら
汲

み
取

り
処

理
し

た
。

施
工

環
境

監
理

者
業

務
の

た
め

の
施

工
環

境
マ

ニ
ュ

ア
ル

,
2
0
0
5
.
6
,
（

社
）

全
国

漁
港

漁
場

協
会

,
p
.
2
-
8

－
施

工
配

慮

1
4
0

海
岸

海
岸

整
備

養
浜

海
岸

土
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
の

多
様

性
の

確
保

ヘ
ド

ロ
が

た
ま

っ
た

海
底

に
き

れ
い

な
砂

を
入

れ
て

浅
場

を
広

げ
、

水
が

き
れ

い
に

な
り

生
き

物
た

ち
が

す
み

つ
く

か
を

調
査

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
5

－
潮

間
帯

、
タ

イ
ド

プ
ー

ル
、

緩
傾

斜

1
4
1

海
岸

海
岸

整
備

養
浜

海
岸

土
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
ヘ

ド
ロ

が
た

ま
っ

た
海

底
に

き
れ

い
な

砂
を

入
れ

て
浅

場
を

広
げ

、
水

が
き

れ
い

に
な

り
生

き
物

た
ち

が
す

み
つ

く
か

を
調

査
し

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
5

－
潮

間
帯

、
タ

イ
ド

プ
ー

ル
、

緩
傾

斜

1
4
2

海
岸

海
岸

維
持

修
繕

海
岸

維
持

－
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
海

域
の

保
全

・
創

出
淡

水
流

入
域

の
変

更
の

防
止

干
潟

へ
の

負
荷

削
減

の
た

め
干

潟
部

の
橋

脚
が

な
い

設
計

と
し

た
。

台
船

施
工

方
式

の
採

用
に

よ
り

、
干

潟
へ

の
立

ち
入

り
を

少
な

く
し

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
0

－
汽

水
域

、
干

潟

1
4
3

海
岸

海
岸

整
備

堤
防

・
護

岸
護

岸
工

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

稀
少

植
物

の
育

成
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

創
出

及
び

移
植

方
法

の
検

討
工

事
区

域
内

で
確

認
さ

れ
た

希
少

種
を

工
事

区
域

外
に

移
植

し
た

。
育

成
環

境
の

整
備

の
た

め
、

移
植

周
辺

の
清

掃
と

雑
草

除
去

を
実

施
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
1

ス
ナ

ビ
キ

ソ
ウ

移
植

、
育

成
環

境
整

備

1
4
4

海
岸

海
岸

整
備

堤
防

・
護

岸
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

稀
少

植
物

の
育

成
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

創
出

及
び

移
植

方
法

の
検

討
工

事
区

域
内

で
確

認
さ

れ
た

希
少

種
を

工
事

区
域

外
に

移
植

し
た

。
育

成
環

境
の

整
備

の
た

め
、

移
植

周
辺

の
清

掃
と

雑
草

除
去

を
実

施
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
1

ス
ナ

ビ
キ

ソ
ウ

移
植

、
育

成
環

境
整

備
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
4
5

海
岸

海
岸

整
備

堤
防

・
護

岸
(
公

園
整

備
)

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

稀
少

植
物

の
育

成
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

創
出

及
び

移
植

方
法

の
検

討
多

目
的

広
場

の
整

備
箇

所
に

コ
ア

ジ
サ

シ
が

営
巣

活
動

を
行

っ
て

い
た

。
繁

殖
時

期
を

考
慮

し
た

着
工

時
期

の
変

更
、

人
の

立
ち

入
り

制
御

や
営

巣
エ

リ
ア

の
確

保
を

実
施

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
3

コ
ア

ジ
サ

シ
繁

殖
時

期
、

立
ち

入
り

制
限

1
4
6

海
岸

海
岸

整
備

堤
防

・
護

岸
(
公

園
整

備
)

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

営
巣

環
境

の
保

全
、

生
物

の
繁

殖
時

期
の

工
事

内
容

の
検

討
多

目
的

広
場

の
整

備
箇

所
に

コ
ア

ジ
サ

シ
が

営
巣

活
動

を
行

っ
て

い
た

。
繁

殖
時

期
を

考
慮

し
た

着
工

時
期

の
変

更
、

人
の

立
ち

入
り

制
御

や
低

騒
音

・
低

震
動

の
重

機
を

使
用

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
5

コ
ア

ジ
サ

シ
繁

殖
時

期
、

立
ち

入
り

制
限

、
低

騒
音

・
低

震
動

1
4
7

海
岸

海
岸

整
備

堤
防

・
護

岸
(
公

園
整

備
)

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
騒

音
な

ど
の

防
止

営
巣

環
境

の
保

全
、

生
物

の
繁

殖
時

期
の

工
事

内
容

の
検

討
多

目
的

広
場

の
整

備
箇

所
に

コ
ア

ジ
サ

シ
が

営
巣

活
動

を
行

っ
て

い
た

。
繁

殖
時

期
を

考
慮

し
た

着
工

時
期

の
変

更
、

人
の

立
ち

入
り

制
御

や
低

騒
音

・
低

震
動

の
重

機
を

使
用

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
1
5

コ
ア

ジ
サ

シ
繁

殖
時

期
、

立
ち

入
り

制
限

、
低

騒
音

・
低

震
動

1
4
8

海
岸

海
岸

維
持

修
繕

海
岸

維
持

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
沿

岸
域

の
湿

地
や

塩
水

性
沼

沢
、

干
潟

、
浅

場
な

ど
の

保
全

・
創

出
海

底
面

に
き

れ
い

な
砂

で
浅

場
の

造
成

を
お

こ
な

っ
た

。
干

潟
内

の
潮

汐
作

用
に

よ
る

海
水

交
換

が
可

能
な

構
造

を
採

用
し

た
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
1

－
浅

場
、

干
潟

、
海

水
交

換

1
4
9

海
岸

海
岸

整
備

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

増
殖

場
・

人
工

漁
礁

の
設

置
浚

渫
工

事
で

発
生

し
た

岩
砕

を
海

中
に

投
入

し
て

魚
礁

を
造

成
し

た
。

事
前

・
事

後
調

査
の

結
果

、
底

魚
の

棲
息

場
や

餌
場

の
効

果
を

確
認

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
4

－
増

殖
場

、
魚

礁

1
5
0

海
岸

海
岸

維
持

修
繕

海
岸

維
持

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
砂

浜
の

保
全

養
浜

を
行

っ
た

後
に

養
浜

前
浜

を
レ

キ
浜

、
玉

石
、

砂
と

採
石

の
混

合
な

ど
の

異
な

っ
た

環
境

で
整

備
し

た
。

ス
ロ

ー
プ

の
採

用
の

よ
り

後
背

地
と

の
連

絡
性

を
確

保
し

て
い

る
。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
5

ア
カ

ウ
ミ

ガ
メ

養
浜

、
後

背
地

と
の

連
絡

性

1
5
1

海
岸

海
岸

整
備

突
堤

・
人

工
岬

消
波

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

空
隙

の
多

い
環

境
の

保
全

人
工

リ
ー

フ
の

設
置

冬
季

波
浪

に
よ

る
浸

食
が

著
し

い
砂

浜
に

人
工

リ
ー

フ
を

設
置

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
6

－
人

工
リ

ー
フ

、
海

岸
浸

食

1
5
2

海
岸

海
岸

整
備

－
－

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

緑
化

で
の

郷
土

種
の

植
栽

植
栽

計
画

で
は

周
辺

地
域

の
植

生
を

モ
デ

ル
と

し
、

遺
伝

子
の

多
様

性
を

配
慮

し
、

地
元

産
の

種
子

に
よ

る
苗

木
を

植
栽

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
8

－
郷

土
種

、
遺

伝
子

1
5
3

海
岸

海
岸

整
備

－
－

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

緑
化

で
の

郷
土

種
の

植
栽

植
栽

計
画

で
は

周
辺

地
域

の
植

生
を

モ
デ

ル
と

し
、

遺
伝

子
の

多
様

性
を

配
慮

し
、

地
元

産
の

種
子

に
よ

る
苗

木
を

植
栽

し
た

。

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
8

－
郷

土
種

、
遺

伝
子
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
5
4

海
岸

海
岸

整
備

－
海

岸
土

工
遺

伝
子

擾
乱

要
因

へ
の

対
処

人
為

的
な

生
物

移
動

の
抑

制
使

用
す

る
重

機
や

作
業

員
の

長
靴

の
洗

浄
・

消
毒

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
9

－
洗

浄
・

消
毒

1
5
5

海
岸

海
岸

整
備

－
海

岸
土

工
侵

略
的

外
来

生
物

へ
の

対
処

侵
略

的
外

来
生

物
の

侵
入

・
拡

散
防

止
使

用
す

る
重

機
や

作
業

員
の

長
靴

の
洗

浄
・

消
毒

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
港

湾
・

海
岸

）
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
9

－
洗

浄
・

消
毒

1
5
6

海
岸

海
岸

整
備

海
岸

維
持

、 海
岸

修
繕

覆
砂

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

海
域

の
保

全
・

創
出

中
海

浄
化

覆
砂

工
事

で
、

高
炉

水
砕

ス
ラ

グ
を

海
底

覆
砂

材
と

し
て

使
用

。
富

栄
養

化
や

青
潮

の
原

因
と

な
る

物
質

(
リ

ン
酸

塩
、

窒
素

化
合

物
、

硫
化

水
素

な
ど

)
の

海
底

か
ら

の
溶

出
を

防
止

水
環

境
改

善
技

術
集

、
H
1
9
年

3
月

、
関

東
経

済
産

業
局

、
p
p
.
3
1
～

3
2

魚
類

・
貝

類
中

海
（

島
根

県
）

の
浄

化

1
5
7

海
岸

海
岸

整
備

海
岸

維
持

、 海
岸

修
繕

藻
場

造
成

礁
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
海

域
の

保
全

・
創

出
藻

場
造

成
礁

（
J
F
E
ス

チ
ー

ル
㈱

）
を

設
置

し
て

海
藻

群
の

形
成

を
促

し
海

域
環

境
の

保
全

を
図

る

水
環

境
改

善
技

術
集

、
H
1
9
年

3
月

、
関

東
経

済
産

業
局

、
p
p
.
3
9
～

4
0

魚
類

・
貝

類
藻

場
造

成
礁

1
5
8

海
岸

海
岸

整
備

海
岸

維
持

、 海
岸

修
繕

人
工

干
潟

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

海
域

の
保

全
・

創
出

海
水

補
給

対
策

お
よ

び
細

粒
分

供
給

対
策

に
よ

る
人

工
干

潟
の

再
生

整
備

水
環

境
改

善
技

術
集

、
H
1
9
年

3
月

、
関

東
経

済
産

業
局

、
p
p
.
5
0
～

5
2

－
大

森
ふ

る
さ

と
の

浜
辺

造
成

事
業

（
東

京
都

）

1
5
9

海
岸

海
岸

整
備

堤
防

・
護

岸
護

岸
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

海
域

の
保

全
・

創
出

生
物

共
生

型
護

岸
（

干
潟

台
付

護
岸

、
カ

ニ
護

岸
等

）
の

設
置

水
環

境
改

善
技

術
集

、
H
1
9
年

3
月

、
関

東
経

済
産

業
局

、
p
p
.
6
5
～

6
8

－
－

1
6
0

海
岸

海
岸

整
備

養
浜

砂
止

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
海

域
の

保
全

・
創

出
離

岸
堤

に
よ

る
砂

浜
の

造
成

（
皆

生
海

岸
）

「
皆

生
海

岸
の

離
岸

堤
に

つ
い

て
」

第
1
8
回

水
工

学
に

関
す

る
夏

季
研

修
会

講
義

集
（

昭
和

5
7
年

、
p
p
.
B
7
.
1
～

B
7
.
1
7
）

－
皆

生
海

岸
（

鳥
取

県
）

1
6
1

森
林

林
道

道
路

土
工

掘
削

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
の

確
保

地
形

・
植

生
改

変
に

当
た

っ
て

の
可

能
な

限
り

の
現

地
形

の
維

持
・

復
元

・
創

出
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

森
林

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
6
～

7
－

－

1
6
2

森
林

林
道

道
路

土
工

掘
削

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
生

息
・

生
育

環
境

の
改

変
を

最
小

限
に

留
め

る
ル

ー
ト

（
ま

た
は

改
変

範
囲

の
）

選
定

や
工

法
、

構
造

の
採

用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
森

林
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
4

ト
チ

ノ
キ

ス
ダ

ジ
イ

ク
ロ

セ
ン

ブ
リ

－

1
6
3

森
林

林
道

法
面

保
護

工
植

栽
工

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

動
物

の
生

息
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
息

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
森

林
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
6

ウ
ス

イ
ロ

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
モ

ド
キ 、

キ
ツ

ツ
キ

－

1
6
4

森
林

林
道

道
路

土
工

掘
削

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
生

息
・

生
育

環
境

の
改

変
を

最
小

限
に

留
め

る
ル

ー
ト

（
ま

た
は

改
変

範
囲

の
）

選
定

や
工

法
、

構
造

の
採

用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
森

林
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
4

ト
チ

ノ
キ

、
ス

ダ
ジ

イ
、

ク
ロ

セ
ン

ブ
リ

－

1
6
5

森
林

林
道

法
面

保
護

工
護

岸
工

根
固

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
護

岸
や

根
固

め
工

で
の

網
柵

な
ど

を
用

い
た

植
生

護
岸

や
空

隙
の

あ
る

材
料

の
使

用
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

森
林

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
,
p
p
.
3
6
～

3
7

－
－

1
6
6

森
林

林
道

溝
渠

工
排

水
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
騒

音
な

ど
の

防
止

生
物

の
繁

殖
時

期
や

集
団

渡
来

時
の

工
事

内
容

の
検

討
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

森
林

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
8
～

4
0

ク
マ

タ
カ

－

1
6
7

森
林

林
道

溝
渠

工
排

水
工

野
生

生
物

の
移

動
阻

害
要

素
の

排
除

・
抑

制
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
小

動
物

の
脱

出
・

移
動

可
能

な
側

溝
な

ど
に

よ
る

脱
出

・
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

森
林

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
4
1

－
ス

ロ
ー

プ
付

き
集

水
升

移
動

ル
ー

ト

1
6
8

森
林

林
道

法
面

保
護

工
植

栽
工

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

公
共

工
事

に
お

け
る

外
来

植
物

の
適

正
管

理
・

利
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
森

林
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
4
4
～

4
5

－
緑

化
用

種
子



資料-1 

 

 

資-19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
6
9

森
林

林
道

法
面

保
護

工
植

栽
工

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

公
共

工
事

に
お

け
る

外
来

植
物

の
適

正
管

理
・

利
用

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

緑
化

工
法

施
工

事
例

集
,

2
0
0
8
.
0
3
,

兵
庫

県
立

農
林

水
産

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

森
林

林
業

技
術

セ
ン

タ
ー

兵
庫

県
但

馬
高

原
林

道
建

設
事

務
所

－
侵

略
的

外
来

生
物

1
7
0

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

基
盤

整
備

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

動
物

の
生

息
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
息

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
（

尼
崎

市
・

武
庫

川
河

口
、

コ
ア

ジ
サ

シ
営

巣
地

の
保

護
、

工
事

時
期

の
調

整
、

計
画

変
更

な
ど

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
港

湾
・

海
岸

)
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
4

コ
ア

ジ
サ

シ
兵

庫
県

尼
崎

市

1
7
1

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

植
栽

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
育

環
境

へ
の

適
合

性
や

周
辺

植
生

と
の

調
和

に
配

慮
し

た
植

栽
の

実
施

（
尼

崎
市

・
尼

崎
の

森
中

央
緑

地
、

周
辺

の
植

生
を

モ
デ

ル
に

計
画

、
地

元
産

の
苗

木
使

用
な

ど
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
港

湾
・

海
岸

)
、

平
成

2
2
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
7
～

1
8

－
兵

庫
県

尼
崎

市
　

尼
崎

の
森

中
央

緑
地

1
7
2

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

間
伐

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

土
壌

の
保

全
・

創
出

樹
林

の
林

床
植

生
の

多
様

化
に

よ
る

表
土

流
亡

の
防

止
、

樹
林

の
整

備
・

管
理

に
よ

る
多

様
な

植
生

の
回

復

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
8

－
人

工
林

1
7
3

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

ネ
ッ

ト
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
希

少
種

の
生

息
・

生
育

地
の

保
護

、
防

護
柵

の
設

置
に

よ
る

被
害

の
防

止
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
7
～

1
8

台
場

ク
ヌ

ギ
シ

カ

1
7
4

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

伐
採

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

管
理

に
よ

る
希

少
種

の
生

息
・

生
育

環
境

の
維

持
・

創
出

、
周

辺
樹

林
の

伐
採

や
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
る

管
理

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
0

－
兵

庫
県

　
丸

山
湿

原

1
7
5

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

自
然

育
成

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

樹
林

の
整

備
・

管
理

に
よ

る
多

様
な

植
生

の
回

復
（

加
古

川
市

里
山

ふ
れ

あ
い

森
づ

く
り

、
防

竹
シ

ー
ト

ほ
か

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
1

植
生

兵
庫

県
加

古
川

市
平

荘
町

、
防

竹
シ

ー
ト

1
7
6

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

除
伐

、
間

伐
、

刈
り

取
り

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

樹
林

の
整

備
・

管
理

に
よ

る
多

様
な

植
生

の
回

復
、

里
山

林
の

再
生

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
2

－
里

山
放

置
林

管
理

1
7
7

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

伐
採

、
植

栽
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
樹

林
の

整
備

・
管

理
に

よ
る

多
様

な
植

生
の

回
復

、
人

工
林

か
ら

落
葉

広
葉

樹
林

へ
の

林
相

転
換

、
コ

ナ
ラ

、
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

等
の

植
樹

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
3
～

2
4

樹
林

林
相

転
換

1
7
8

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

植
栽

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

多
様

な
樹

林
の

整
備

に
よ

る
野

生
動

物
の

生
息

環
境

の
回

復
、

ネ
ザ

サ
等

の
刈

り
取

り
後

に
植

樹

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
5
～

2
6

－
兵

庫
県

神
戸

市
東

灘
区

　
金

鳥
山

1
7
9

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

刈
り

取
り

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

管
理

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
（

草
地

等
）

の
維

持
・

創
出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
7
～

2
8

－
神

戸
市

灘
区

・
芦

屋
市

　
東

お
多

福
山

長
野

県
安

曇
郡

堀
金

村

1
8
0

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

植
栽

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

管
理

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

維
持

・
創

出
、

地
域

種
の

育
成

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
9
～

3
0

－
兵

庫
県

尼
崎

市
　

尼
崎

の
森

中
央

緑
地

1
8
1

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

自
然

育
成

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

管
理

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

維
持

・
創

出
、

地
域

種
の

育
成

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
9
～

3
0

－
兵

庫
県

尼
崎

市
　

尼
崎

の
森

中
央

緑
地

1
8
2

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

ビ
オ

ト
ー

プ
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
地

域
の

協
働

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

維
持

・
創

出
、

樹
林

、
湿

地
ビ

オ
ト

ー
プ

な
ど

（
三

木
市

ミ
ツ

カ
ン

よ
か

わ
ビ

オ
ト

ー
プ

な
ど

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

(
森

林
)
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
2

樹
木

、
生

物
兵

庫
県

三
木

市
吉

川
町

　
ミ

ツ
カ

ン
よ

わ
ビ

オ
ト

ー
プ
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
8
3

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

自
然

育
成

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
希

少
種

の
保

全
特

定
の

生
物

種
(
群

)
の

保
全

・
再

生
・

創
出

を
目

的
と

し
た

整
備

や
維

持
管

理
を

行
っ

て
い

る
取

り
組

み
事

例
1
4
件

国
土

交
通

省
「

都
市

の
緑

地
等

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

事
例

」
①

-
1
～

5
－

ビ
オ

ト
ー

プ
、

公
園

な
ど

1
8
4

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

自
然

育
成

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
ビ

オ
ト

ー
プ

、
公

園
等

、
一

定
の

生
態

系
の

環
境

を
整

備
、

維
持

管
理

し
て

い
る

取
り

組
み

事
例

2
3
件

国
土

交
通

省
「

都
市

の
緑

地
等

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

事
例

」
②

～
④

－
ビ

オ
ト

ー
プ

、
公

園
な

ど

1
8
5

森
林

公
園

公
園

緑
地

整
備

・
改

修

ビ
オ

ト
ー

プ
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
環

境
保

全
、

ビ
オ

ト
ー

プ
な

ど
民

間
企

業
の

取
組

み
事

例
（

工
場

等
に

加
え

、
都

市
部

の
建

築
物

も
含

む
）

S
E
G
E
S
「

生
物

多
様

性
保

全
に

つ
な

が
る

企
業

の
み

ど
り

1
0
0
選

」
(
2
0
1
0
)

－
ビ

オ
ト

ー
プ

、
里

山
公

園
、

建
築

緑
化

（
屋

上
庭

園
な

ど
）

1
8
6

森
林

砂
防

砂
防

・
地

す
べ

り
対

策

砂
防

堰
堤

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
・

ツ
ル

が
安

心
し

て
水

辺
へ

近
づ

け
る

空
間

の
確

保
・

ツ
ル

の
生

態
的

特
徴

を
把

握
し

、
工

法
、

施
工

時
期

に
配

慮
・

ツ
ル

の
生

息
環

境
の

保
護

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
6
7

ナ
ベ

ツ
ル

・
法

面
及

び
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
表

面
処

理
法

：
白

く
照

り
返

し
の

あ
る

も
の

に
つ

い
て

警
戒

・
ツ

ル
の

飛
来

期
で

あ
る

1
0
月

～
3
月

は
工

事
を

行
わ

な
い

。
砂

防
ダ

ム
：

本
堤

全
面

を
覆

土
し

、
丈

の
低

い
草

木
で

緑
化

、
水

通
し

部
は

照
り

返
し

を
抑

え
る

た
め

化
粧

型
枠

を
使

用
し

、
表

面
を

着
色

し
周

囲
の

景
観

に
馴

染
ま

せ
る

。

1
8
7

森
林

砂
防

砂
防

・
地

す
べ

り
対

策

流
路

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
・

ツ
ル

が
安

心
し

て
水

辺
へ

近
づ

け
る

空
間

の
確

保
・

ツ
ル

の
生

態
的

特
徴

を
把

握
し

、
工

法
、

施
工

時
期

に
配

慮
・

ツ
ル

の
生

息
環

境
の

保
護

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
6
7

ナ
ベ

ツ
ル

・
護

岸
工

：
緑

化
ブ

ロ
ッ

ク
や

化
粧

型
枠

を
使

用
し

、
護

岸
表

面
の

照
り

返
し

を
抑

え
、

表
面

を
着

色
し

周
囲

の
景

観
に

馴
染

ま
せ

る
。

・
ツ

ル
の

警
戒

心
を

和
ら

げ
、

当
地

区
に

近
づ

き
や

す
い

工
法

を
採

用

1
8
8

森
林

砂
防

砂
防

え
ん

堤
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

魚
道

の
設

置
な

ど
、

河
川

や
渓

流
、

周
辺

水
路

、
止

水
域

、
河

口
ま

で
の

連
続

性
の

確
保

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
森

林
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
4
2
～

4
3

水
生

生
物

兵
庫

県
宍

粟
市

一
宮

町
　

戸
谷

川
兵

庫
県

多
可

郡
多

可
町

　
三

谷
谷

川

1
8
9

農
用

地
ほ

場
整

備
整

地
工

整
地

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
の

確
保

地
形

改
変

面
積

縮
小

、
河

畔
林

や
草

木
の

保
全

、
河

床
形

状
に

変
化

を
持

た
せ

水
生

植
物

群
落

の
形

成
促

進
、

護
岸

・
床

止
め

範
囲

の
削

減

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
6
～

7
全

般
樹

林
地

・
湿

地
（

農
地

）
・

た
め

池

1
9
0

農
用

地
ほ

場
整

備
整

地
工

整
地

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
の

確
保

長
大

支
間

化
、

台
船

施
工

方
式

に
よ

る
干

潟
の

保
全

、
段

階
施

工
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
8

全
般

樹
林

地
・

湿
地

（
農

地
）

・
た

め
池

1
9
1

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
（

開
水

路
）

用
水

路
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

配
慮

Ｕ
字

溝
に

蓋
、

暗
渠

化
に

よ
り

生
息

環
境

の
分

断
防

止
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
0

カ
エ

ル
類

（
ニ

ホ
ン

ア
カ

ガ
エ

ル
）

、
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

類

排
水

溝

1
9
2

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
（

開
水

路
）

用
水

路
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

配
慮

魚
道

の
設

置
な

ど
、

河
川

や
渓

流
、

周
辺

水
路

、
止

水
域

、
河

口
ま

で
の

連
続

性
の

確
保

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
2

魚
類

落
差

工
、

急
流

工

1
9
3

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
（

開
水

路
）

用
水

路
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

配
慮

水
田

魚
道

な
ど

の
設

置
に

よ
る

水
域

と
陸

域
、

異
な

る
水

域
間

で
の

連
続

性
の

確
保

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
6

コ
ウ

ノ
ト

リ
、

フ
ナ

、
タ

ナ
ゴ

、
ド

ジ
ョ

ウ
、

タ
モ

ロ
コ

落
差

工
、

魚
道

1
9
4

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
（

開
水

路
）

用
水

路
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
○

植
物

の
自

然
発

生
が

望
め

、
水

生
動

物
が

生
息

で
き

る
護

岸
と

し
て

ブ
ロ

ッ
ク

マ
ッ

ト
宮

城
県

農
林

水
産

部
農

村
振

興
課

、
環

境
調

和
に

配
慮

し
た

事
業

実
施

事
例

一
覧

、
平

成
1
6
年

2
月

、
事

例
0
1

魚
類

、
水

生
動

物
、

水
生

植
物

排
水

路
、

ほ
場

整
備

事
業

（
担

い
手

育
成

型
）

[
区

画
整

理
]
 
円

田
２

期
地

区
（

工
期

：
Ｈ

１
１

～
Ｈ

１
９

）

1
9
5

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
（

開
水

路
）

用
水

路
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
○

護
岸

に
魚

巣
ブ

ロ
ッ

ク
を

２
段

○
底

盤
部

は
餌

場
の

確
保

の
た

め
，

木
工

沈
床

と
玉

石
詰

め

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
2

魚
類

、
水

生
動

物
、

水
生

植
物

排
水

路
、

県
営

ほ
場

整
備

事
業

　
千

石
地

区
（

工
期

：
Ｈ

６
～

Ｈ
１

３
）
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

1
9
6

農
用

地
ほ

場
整

備
用

排
水

路
工

、
た

め
池

用
水

路
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

配
慮

エ
コ

コ
リ

ド
ー

と
し

て
の

道
路

法
面

の
緑

化
や

河
川

（
水

域
）

の
連

続
性

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
7
～

1
8

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
、

カ
エ

ル
類

、
魚

類
（

ド
ジ

ョ
ウ

、
ギ

ン
ブ

ナ
等

）
、

カ
メ

類

水
田

、
水

路
、

た
め

池
、

水
辺

の
連

続
性

1
9
7

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

護
岸

整
備

工
用

水
路

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
エ

コ
ト

ー
ン

へ
の

配
慮

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
、

工
法

の
工

夫
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出
、

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
、

護
岸

や
根

固
め

工
で

の
網

柵
な

ど
を

用
い

た
植

生
護

岸
や

空
隙

の
あ

る
材

料
の

使
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

イ
バ

ラ
ト

ミ
ヨ

（
魚

類
）

水
路

構
造

1
9
8

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

護
岸

整
備

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
水

域
と

陸
域

の
接

点
の

多
様

性
の

確
保

、
工

法
の

工
夫

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

創
出

、
自

然
石

な
ど

自
然

の
材

料
の

使
用

、
護

岸
や

根
固

め
工

で
の

網
柵

な
ど

を
用

い
た

植
生

護
岸

や
空

隙
の

あ
る

材
料

の
使

用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

イ
バ

ラ
ト

ミ
ヨ

（
魚

類
）

水
路

構
造

1
9
9

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

護
岸

整
備

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

空
隙

の
多

い
環

境
の

保
全

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
、

工
法

の
工

夫
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出
、

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
、

護
岸

や
根

固
め

工
で

の
網

柵
な

ど
を

用
い

た
植

生
護

岸
や

空
隙

の
あ

る
材

料
の

使
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

イ
バ

ラ
ト

ミ
ヨ

（
魚

類
）

水
路

構
造

2
0
0

農
用

地
ほ

場
整

備
整

地
工

整
地

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
土

壌
の

保
全

・
創

出
化

学
肥

料
の

適
正

使
用

（
低

減
）

に
よ

る
土

壌
の

保
全

・
局

所
施

肥
技

術
・

肥
効

調
節

型
肥

料
施

用
技

術
・

有
機

質
肥

料
施

用
技

術

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
2
～

2
3

土
壌

微
生

物
、

昆
虫

類
肥

料
施

用
技

術
、

環
境

負
荷

低
減

2
0
1

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
生

息
・

生
育

環
境

の
改

変
を

最
小

限
に

留
め

る
ル

ー
ト

（
ま

た
は

改
変

範
囲

の
）

選
定

や
工

法
、

構
造

の
採

用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
4
～

2
5

魚
類

、
両

生
は

虫
類

、
水

生
植

物
―

2
0
2

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
生

息
・

生
育

環
境

の
改

変
を

最
小

限
に

留
め

る
ル

ー
ト

（
ま

た
は

改
変

範
囲

の
）

選
定

や
工

法
、

構
造

の
採

用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
4
～

2
5

魚
類

、
両

生
は

虫
類

、
水

生
植

物
―

2
0
3

農
用

地
ほ

場
整

備
整

地
工

整
地

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
希

少
植

物
の

生
育

環
境

や
生

活
史

な
ど

を
踏

ま
え

た
生

育
環

境
の

保
全

・
復

元
・

創
出

及
び

移
植

方
法

の
検

討
・

保
全

対
象

生
物

の
生

活
史

に
応

じ
た

、
影

響
の

少
な

い
時

期
で

の
施

工
時

期
の

設
定

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
6

ア
カ

ガ
エ

ル
類

―

2
0
4

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
排

水
路

工
自

然
環

境
保

全
希

少
種

の
保

全
、

環
境

配
慮

魚
巣

ブ
ロ

ッ
ク

、
産

卵
場

、
ス

ロ
ー

プ
の

設
置 現

況
河

川
の

保
存

工
事

箇
所

の
生

物
の

一
時

避
難

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
0
0
～

2
0
1

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
、

魚
類

生
態

系
配

慮
、

フ
ト

ン
篭

護
岸

水
路

2
0
5

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
護

岸
工

自
然

環
境

保
全

希
少

種
の

保
全

、
環

境
配

慮
ほ

場
整

備
事

業
整

地
時

に
出

た
石

礫
を

利
用

し
た

水
路

護
岸

山
際

へ
の

水
路

配
置

と
蛇

行
従

来
の

河
川

放
流

口
の

利
用

に
よ

る
連

続
性

確
保

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
0
2
～

2
0
3

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
、

ヤ
マ

メ
等

魚
類

、
ホ

タ
ル

―
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
0
6

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
排

水
路

工
自

然
環

境
保

全
景

観
配

慮
、

親
水

性
配

慮
自

然
石

に
よ

る
石

積
護

岸
：

一
部

に
石

積
み

遊
水

池
設

置
、

ほ
場

整
備

地
区

内
か

ら
発

生
し

た
玉

石
利

用

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
0
4
～

2
0
5

水
生

生
物

（
ホ

タ
ル

等
）

、
カ

ワ
ム

ツ
等

魚
類

田
ん

ぼ
の

生
き

物
調

査

2
0
7

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
護

岸
工

自
然

環
境

保
全

生
態

系
配

慮
、

親
水

性
配

慮
自

然
石

に
よ

る
石

積
護

岸
水

路
、

沈
砂

池
兼

低
水

敷
を

要
所

に
設

置
水

路
周

辺
へ

の
植

栽
橋

梁
等

構
造

物
の

自
然

石
に

よ
る

被
覆

カ
ワ

ニ
ナ

の
引

越
し

（
一

時
避

難
）

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
0
6
～

2
0
7

ホ
タ

ル
等

水
生

生
物

、
小

型
魚

類
水

生
生

物
学

習
会

2
0
8

農
用

地
用

水
環

境
整

備
事

業
た

め
池

整
備

植
生

工
自

然
環

境
と

調
和

し
た

環
境

整
備

親
水

空
間

の
創

出
湿

生
植

物
園

の
整

備
：

カ
キ

ツ
バ

タ
、

菖
蒲

の
植

栽
、

遊
歩

デ
ッ

キ
の

設
置

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
0
8
～

2
0
9

湿
生

植
物

―

2
0
9

農
用

地
農

村
統

合
整

備
モ

デ
ル

事
業

（
ほ

場
整

備
）

用
水

路
工

用
水

路
工

農
村

環
境

整
備

、
景

観
保

全
・

整
備

水
辺

景
観

の
形

成
、

生
態

系
保

全
、

多
面

的
機

能
発

揮

「
田

ん
ぼ

の
詩

ふ
れ

あ
い

整
備

事
業

」
に

よ
る

農
村

環
境

保
全

、
景

観
配

慮
（

車
道

と
歩

道
の

間
に

茶
の

木
等

の
垣

根
）

親
水

水
路

、
水

路
へ

の
玉

石
の

敷
き

詰
め

と
水

辺
植

物
の

植
栽

、
水

生
生

物
や

川
魚

の
生

息
場

等
生

態
系

配
慮

構
造

環
境

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

－
広

島
県

環
境

配
慮

推
進

要
綱

の
手

引
き

－
 
平

成
1
6
年

3
月

、
p
p
.
2
1
0
～

2
1
1

水
生

生
物

、
魚

類
、

水
辺

植
物

農
道

、
水

路
へ

の
愛

称
つ

け

2
1
0

農
用

地
ほ

場
整

備
整

地
工

暗
渠

排
水

工
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

に
よ

る
希

少
種

の
保

全
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
3

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ギ

バ
チ

、
ハ

ッ
チ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
、

メ
ダ

カ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

保
全

対
象

生
物

の
設

定
環

境
機

盤
の

変
化

維
持

管
理

の
変

化
状

況

2
1
1

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
植

生
工

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
に

よ
る

希
少

種
の

保
全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
3

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ギ

バ
チ

、
ハ

ッ
チ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
、

メ
ダ

カ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

保
全

対
象

生
物

の
設

定
環

境
機

盤
の

変
化

維
持

管
理

の
変

化
状

況

2
1
2

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
植

生
工

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
に

よ
る

希
少

種
の

保
全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
1
～

3
3

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ギ

バ
チ

、
ハ

ッ
チ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
、

メ
ダ

カ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

保
全

対
象

生
物

の
設

定
環

境
機

盤
の

変
化

維
持

管
理

の
変

化
状

況

2
1
3

農
用

地
水

路
工

事
法

面
工

植
生

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
緑

地
な

ど
の

保
全

・
創

出
管

理
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
維

持
・

創
出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
4

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

畦
畔

草
地

の
維

持
多

年
生

植
物

の
抑

制
在

来
植

生
の

回
復

外
来

種
の

除
去

2
1
4

農
用

地
水

路
工

事
土

工
掘

削
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
息

・
生

育
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

ル
ー

ト
（

ま
た

は
改

変
範

囲
の

）
選

定
や

工
法

、
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
4
～

2
5

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

現
況

水
路

の
保

全
利

用
路

線
の

迂
回

バ
イ

パ
ス

水
路

暗
渠

水
路

2
1
5

農
用

地
水

路
工

事
暗

渠
工

現
場

打
暗

渠
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
息

・
生

育
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

ル
ー

ト
（

ま
た

は
改

変
範

囲
の

）
選

定
や

工
法

、
構

造
の

採
用

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
4
～

2
5

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

現
況

水
路

の
保

全
利

用
路

線
の

迂
回

バ
イ

パ
ス

水
路

暗
渠

水
路
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
1
6

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
羽

口
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

鳥
類

ふ
と

ん
篭

・
蛇

篭
木

工
・

そ
だ

沈
床

置
き

石
・

浮
き

石
石

積
み

護
岸

（
空

石
積

み
）

杭
・

柵

2
1
7

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

の
多

様
性

の
確

保
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

爬
虫

類
両

生
類

水
生

動
物

水
生

植
物

鳥
類

ふ
と

ん
篭

・
蛇

篭
木

工
・

そ
だ

沈
床

置
き

石
・

浮
き

石
石

積
み

護
岸

（
空

石
積

み
）

杭
・

柵

2
1
8

農
用

地
ほ

場
整

備
排

水
路

工
植

生
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

幹
線

水
路

（
県

営
圃

場
整

備
事

業
）

の
機

能
を

有
す

る
と

と
も

に
、

国
の

特
別

天
然

記
念

物
「

ナ
ベ

ツ
ル

」
の

生
息

活
動

場
所

と
し

て
の

役
割

も
果

た
し

て
お

り
、

ツ
ル

の
生

態
系

や
環

境
等

に
配

慮

山
口

県
環

境
生

活
部

環
境

政
策

課
,
「

山
口

県
環

境
配

慮
事

例
集

（
増

補
版

）
」

平
成

1
5
年

2
月

、
p
.
6
7

ナ
ベ

ツ
ル

・
「

ツ
ル

と
人

間
と

の
共

存
」

に
よ

る
地

域
の

活
性

化
、

里
づ

く
り

の
推

進
・

排
水

路
を

フ
リ

ー
ロ

ッ
ク

工
法

で
整

備
し

、
ツ

ル
の

活
動

や
集

落
の

環
境

に
配

慮
・

美
し

い
農

村
景

観
の

構
築

（
農

道
の

舗
装

＋
法

面
植

栽
）

・
農

地
や

農
業

用
施

設
の

法
面

緑
化

2
1
9

農
用

地
農

用
地

造
成

工
事

ほ
場

内
沈

砂
池

工
じ

ゃ
か

ご
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
景

観
及

び
生

物
の

生
息

区
域

に
配

慮
宮

城
県

農
林

水
産

部
農

村
振

興
課

、
環

境
調

和
に

配
慮

し
た

事
業

実
施

事
例

一
覧

、
平

成
1
6
年

2
月

、
事

例
0
5

魚
類

水
生

動
物

水
生

植
物

・
堤

体
法

面
護

岸
工

法
従

来
：

平
板

ブ
ロ

ッ
ク

工
法

改
良

点
→

カ
ゴ

マ
ッ

ト
工

（
蓋

な
し

）
・

た
め

池
等

整
備

事
業

2
2
0

農
用

地
水

路
工

事
擁

壁
工

石
積

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
・

集
落

の
環

境
整

備
　

県
営

中
山

間
地

域
総

合
　

整
備

事
業

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
6

魚
類

水
生

動
物

水
生

植
物

・
宅

地
と

町
道

間
の

現
況

水
路

構
造

を
景

観
に

配
慮

し
た

石
積

護
岸

・
「

川
端

」
（

か
ば

た
）

と
称

す
る

洗
い

場
の

設
置

2
2
1

農
用

地
ほ

場
整

備
工

事
用

水
路

工

排
水

路
工

植
生

工

植
生

工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
辺

に
木

陰
を

作
る

樹
林

・
樹

木
な

ど
の

河
畔

林
・

魚
付

き
林

の
保

全
と

創
出

○
用

水
路

沿
い

の
樹

林
の

保
存

、
樹

木
の

植
栽

に
よ

る
生

息
環

境
の

提
供

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

2
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
5

昆
虫

類
・

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

・
カ

ワ
ニ

ナ
魚

類
鳥

類

既
存

樹
木

の
保

存
、

樹
木

の
植

栽

2
2
2

農
用

地
水

路
工

事
法

面
工

植
生

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
水

辺
に

木
陰

を
作

る
樹

林
・

樹
木

な
ど

の
河

畔
林

・
魚

付
き

林
の

保
全

と
創

出

○
用

水
路

沿
い

の
樹

林
の

保
存

、
樹

木
の

植
栽

に
よ

る
生

息
環

境
の

提
供

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

2
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
5

昆
虫

類
・

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

・
カ

ワ
ニ

ナ
魚

類
鳥

類

既
存

樹
木

の
保

存
、

樹
木

の
植

栽

2
2
3

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
辺

に
木

陰
を

作
る

樹
林

・
樹

木
な

ど
の

河
畔

林
・

魚
付

き
林

の
保

全
と

創
出

○
粗

朶
柵

工
及

び
石

積
み

を
用

い
た

護
岸

工
法

と
し

て
多

孔
質

空
間

を
創

出

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

2
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
5

昆
虫

類
・

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

・
カ

ワ
ニ

ナ
魚

類
鳥

類

粗
朶

柵
工

、
連

柴
柵

工

2
2
4

農
用

地
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

工
事

に
よ

る
土

砂
流

出
・

堆
積

、
濁

水
の

防
止

策
の

実
施

○
水

田
か

ら
濁

水
流

出
を

防
止

す
る

た
め

、
排

水
止

水
板

の
設

置
、

代
掻

き
の

か
け

流
し

抑
制

、
無

代
掻

き
栽

培
の

実
施

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
3
6

魚
類

排
水

止
水

板
、

代
掻

き
の

か
け

流
し

抑
制

、
無

代
掻

き
栽

培
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
2
5

農
用

地
水

路
工

事
落

差
工

落
差

工
生

物
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
生

物
生

息
空

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
配

慮
エ

コ
コ

リ
ド

ー
と

し
て

の
道

路
法

面
の

緑
化

や
河

川
（

水
域

）
の

連
続

性
の

確
保

水
域

と
陸

域
、

異
な

る
水

域
間

で
の

連
続

性
の

確
保

○
田

面
と

排
水

路
の

落
差

解
消

：
魚

道
の

設
置

・
管

理

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
6

魚
類

・
フ

ナ
・

タ
ナ

ゴ
・

ド
ジ

ョ
ウ

水
田

魚
道

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
魚

道
、

丸
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道
、

Ｕ
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道

2
2
6

農
用

地
ほ

場
整

備
工

事
用

水
路

工
(
開

水
路

)

排
水

路
工

用
水

路
工

排
水

路
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

コ
リ

ド
ー

と
し

て
の

道
路

法
面

の
緑

化
や

河
川

（
水

域
）

の
連

続
性

の
確

保
水

域
と

陸
域

、
異

な
る

水
域

間
で

の
連

続
性

の
確

保

○
田

面
と

排
水

路
の

落
差

解
消

：
魚

道
の

設
置

・
管

理

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
3
～

1
6

魚
類

・
フ

ナ
・

タ
ナ

ゴ
・

ド
ジ

ョ
ウ

水
田

魚
道

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
魚

道
、

丸
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道
、

Ｕ
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
魚

道

2
2
7

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

、
異

な
る

水
域

間
で

の
連

続
性

の
確

保
工

法
の

工
夫

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

創
出

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
護

岸
や

根
固

め
工

で
の

網
柵

な
ど

を
用

い
た

植
生

護
岸

や
空

隙
の

あ
る

材
料

の
使

用

○
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

、
そ

だ
沈

床
、

敷
石

、
石

積
護

岸
等

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

・
イ

バ
ラ

ト
ミ

ヨ
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

木
工

・
そ

だ
沈

床
置

き
石

・
浮

き
石

石
積

み
護

岸
（

空
石

積
み

）
杭

・
柵

2
2
8

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
、

異
な

る
水

域
間

で
の

連
続

性
の

確
保

工
法

の
工

夫
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出
自

然
石

な
ど

自
然

の
材

料
の

使
用

護
岸

や
根

固
め

工
で

の
網

柵
な

ど
を

用
い

た
植

生
護

岸
や

空
隙

の
あ

る
材

料
の

使
用

○
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

、
そ

だ
沈

床
、

敷
石

、
石

積
護

岸
等

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

・
イ

バ
ラ

ト
ミ

ヨ
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

木
工

・
そ

だ
沈

床
置

き
石

・
浮

き
石

石
積

み
護

岸
（

空
石

積
み

）
杭

・
柵

2
2
9

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

法
覆

護
岸

工
多

自
然

型
護

岸
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

、
異

な
る

水
域

間
で

の
連

続
性

の
確

保
工

法
の

工
夫

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

創
出

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
護

岸
や

根
固

め
工

で
の

網
柵

な
ど

を
用

い
た

植
生

護
岸

や
空

隙
の

あ
る

材
料

の
使

用

○
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

、
そ

だ
沈

床
、

敷
石

、
石

積
護

岸
等

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
1

魚
類

・
イ

バ
ラ

ト
ミ

ヨ
ふ

と
ん

篭
・

蛇
篭

木
工

・
そ

だ
沈

床
置

き
石

・
浮

き
石

石
積

み
護

岸
（

空
石

積
み

）
杭

・
柵

2
3
0

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

土
工

掘
削

工
盛

土
工

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

工
法

の
工

夫
に

よ
る

多
様

な
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出

○
水

路
の

年
間

を
通

し
た

流
量

状
況

を
確

認
し

、
最

大
流

量
や

最
少

流
量

等
に

つ
い

て
、

生
物

の
生

育
・

生
息

に
適

し
た

水
深

・
流

速
を

確
保

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
7
～

3
8

農
用

地
：

農
2
(
2
)
②

1
5
-
2

魚
類

両
生

類
・

カ
エ

ル

瀬
や

淵
の

形
成

ワ
ン

ド
の

形
成
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
3
1

農
用

地
河

川
及

び
排

水
路

工
事

－
－

周
辺

環
境

と
の

調
和

景
観

の
配

慮
排

水
路

の
水

辺
空

間
の

整
備

○
遊

歩
道

の
脇

に
土

塀
を

め
ぐ

ら
し

周
辺

の
景

観
に

配
慮

○
親

水
テ

ラ
ス

を
設

け
、

水
に

ち
か

づ
け

る
配

慮

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
7

－
管

理
利

用
施

設
保

全
（

管
理

道
路

・
安

全
施

設
・

階
段

工
・

ベ
ン

チ
・

管
理

歩
道

橋
）

亘
理

地
区

（
Ｈ

６
～

Ｈ
１

１
）

2
3
2

農
用

地
ほ

場
整

備
－

－
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

植
生

の
保

全
揚

水
機

場
の

調
整

池
護

岸
及

び
周

辺
の

植
樹

○
調

整
池

護
岸

を
化

粧
ブ

ロ
ッ

ク
○

シ
ダ

レ
ザ

ク
ラ

の
植

樹

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
8

シ
ダ

レ
ザ

ク
ラ

第
三

揚
水

機
場

千
石

地
区

（
Ｈ

６
～

Ｈ
１

３
）

2
3
3

農
用

地
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

新
し

い
生

息
・

生
育

環
境

の
創

出
（

冬
期

湛
水

に
よ

る
鳥

類
等

の
生

育
環

境
の

創
出

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
4
1
～

4
2

鳥
類

コ
ウ

ノ
ト

リ
を

育
む

農
法

兵
庫

県
豊

岡
農

業
改

良
普

及
セ

ン
タ

ー

2
3
4

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

空
隙

の
多

い
環

境
の

保
全

自
然

石
な

ど
自

然
の

材
料

の
使

用
（

接
合

剤
を

用
い

な
い

空
石

積
み

）
生

物
多

様
性

配
慮

指
針

事
例

集
（

農
用

地
）

、
平

成
2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
0

魚
類

接
着

剤
を

用
い

な
い

空
石

積
み

で
隙

間
に

土
が

堆
積

し
て

植
物

が
成

長
し

多
様

な
生

態
系

を
つ

く
る

2
3
5

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

空
隙

の
多

い
環

境
の

保
全

護
岸

や
根

固
め

工
で

の
網

柵
な

ど
を

用
い

た
植

生
護

岸
や

空
隙

の
あ

る
材

料
の

使
用

（
そ

だ
を

巻
き

つ
け

た
柵

、
詰

杭
で

つ
な

ぎ
裏

側
に

土
や

栗
石

、
砂

利
を

つ
め

る
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
9
～

2
0

魚
類

多
孔

質
材

料
を

使
用

し
、

水
路

の
構

造
を

工
夫

ふ
と

ん
籠

、
蛇

籠
、

木
工

そ
だ

沈
床

、
置

石
、

浮
石

、
杭

、
柵

事
例

：
秋

田
県

駒
場

北
地

区
　

イ
バ

ラ
ト

ミ
ヨ

2
3
6

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

小
動

物
の

脱
出

・
移

動
可

能
な

側
溝

な
ど

に
よ

る
脱

出
・

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

（
水

路
蓋

、
水

路
か

ら
の

脱
出

施
設

、
二

段
式

排
水

路
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
4
3
-
4
4

爬
虫

類
両

生
類

水
路

蓋
、

脱
出

施
設

、
二

段
式

排
水

路
事

例
：

栃
木

県
鬼

怒
川

地
区

　
カ

エ
ル

の
脱

出
施

設

2
3
7

農
用

地
ほ

場
整

備
用

水
路

工
用

水
路

工
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

魚
道

の
設

置
な

ど
、

河
川

や
渓

流
、

周
辺

水
路

、
止

水
域

、
河

口
ま

で
の

連
続

性
の

確
保

（
階

段
式

落
差

工
、

粗
石

付
き

急
流

工
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
農

用
地

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
,
p
p
.
6
～

1
1

魚
類

階
段

式
落

差
工

、
粗

石
付

き
急

流
工

2
3
8

農
用

地
水

路
土

工
整

地
仕

上
げ

工
野

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

多
様

な
水

辺
環

境
の

保
全

・
創

出
調

整
池

護
岸

お
よ

び
周

辺
整

備
事

業
で

、
町

、
土

地
改

良
区

、
地

域
住

民
の

代
表

者
と

話
し

合
い

、
蓮

が
植

栽
さ

れ
た

景
観

に
配

慮
し

、
か

つ
コ

ス
ト

を
抑

え
た

計
画

と
し

た

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
0
9

水
生

植
物

ハ
ス

宮
城

県
遠

田
郡

　
木

間
塚

地
区

調
整

池

2
3
9

農
用

地
農

道
法

面
工

植
栽

工
野

生
生

物
の

移
動

阻
害

要
素

の
排

除
・

抑
制

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
に

登
録

さ
れ

て
い

る
伊

豆
沼

に
接

す
る

自
然

保
護

を
尊

重
さ

れ
た

地
域

で
、

野
鳥

か
ら

見
え

る
終

点
部

に
つ

い
て

、
景

観
に

配
慮

し
た

工
事

を
行

っ
た

宮
城

県
農

林
水

産
部

農
村

振
興

課
、

環
境

調
和

に
配

慮
し

た
事

業
実

施
事

例
一

覧
、

平
成

1
6
年

2
月

、
事

例
1
0

鳥
類

宮
城

県
若

柳
町

　
志

波
姫

地
区

高
木

低
木

の
配

置
に

工
夫

2
4
0

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
変

化
に

富
ん

だ
地

形
の

保
全

・
形

成
・

凹
凸

に
富

む
曲

線
の

水
際

を
つ

く
る

・
池

の
底

面
に

凹
凸

を
も

た
せ

る
・

水
際

を
緩

勾
配

に
し

て
、

水
深

に
変

化
を

も
た

せ
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
5

－
大

阪
府

2
4
1

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

変
化

に
富

ん
だ

地
形

の
保

全
・

形
成

・
凹

凸
に

富
む

曲
線

の
水

際
を

つ
く

る
・

池
の

底
面

に
凹

凸
を

も
た

せ
る

・
水

際
を

緩
勾

配
に

し
て

、
水

深
に

変
化

を
も

た
せ

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
5

－
大

阪
府
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
4
2

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

生
息

空
間

の
確

保
た

め
池

と
連

続
し

た
樹

林
の

現
況

保
全

・
ゾ

ー
ニ

ン
グ

の
際

、
た

め
池

に
樹

林
が

隣
接

し
て

い
る

部
分

は
「

樹
林

保
全

エ
リ

ア
」

と
し

て
現

況
の

保
全

に
努

め
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
6

－
－

2
4
3

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

の
生

息
･
生

育
空

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
エ

コ
コ

リ
ド

ー
と

し
て

の
道

路
法

面
の

緑
化

や
河

川
（

水
域

）
の

連
続

性
の

確
保

（
中

山
間

部
の

谷
地

の
場

合
）

[
堤

体
護

岸
]
浸

食
防

止
・

経
済

性
等

か
ら

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

張
工

[
堤

体
の

下
流

法
面

]
再

来
種

の
植

物
に

よ
る

緑
化

[
堤

体
以

外
の

水
際

]
極

力
、

現
況

の
ま

ま
の

水
際

環
境

を
保

全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
7
～

8
－

大
分

県
丸

山
た

め
池

兵
庫

県
加

古
大

池

2
4
4

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

生
物

の
生

息
･
生

育
空

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
エ

コ
コ

リ
ド

ー
と

し
て

の
道

路
法

面
の

緑
化

や
河

川
（

水
域

）
の

連
続

性
の

確
保

（
平

野
部

の
皿

池
の

場
合

）
[
堤

体
護

岸
]
生

物
の

生
息

・
生

息
環

境
を

確
保

す
る

エ
リ

ア
を

設
け

、
生

態
系

に
配

慮
し

た
護

岸
工

法
を

採
用

し
、

そ
の

他
は

浸
食

防
止

・
経

済
性

等
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
張

工
[
堤

体
の

下
流

法
面

]
再

来
種

の
植

物
に

よ
る

緑
化

[
堤

体
以

外
の

水
際

]
中

島
の

設
置

、
ヨ

シ
等

の
水

生
植

物
の

保
全

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
7
～

8
－

大
分

県
丸

山
た

め
池

兵
庫

県
加

古
大

池

2
4
5

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
後

背
地

と
の

連
続

性
の

確
保

・
た

め
池

の
岸

辺
の

湿
地

や
流

入
部

の
沿

岸
域

は
そ

の
環

境
を

で
き

る
だ

け
保

全
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
0

カ
ス

ミ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
4
6

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

後
背

地
と

の
連

続
性

の
確

保
水

際
の

緩
傾

斜
化

・
た

め
池

と
後

背
地

を
移

動
す

る
小

動
物

に
配

慮
し

て
、

水
際

を
緩

緩
傾

斜
と

す
る

・
緩

傾
斜

に
出

来
な

い
場

合
に

は
、

護
岸

の
一

部
に

小
動

物
が

移
動

可
能

な
ス

ロ
ー

プ
を

設
置

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
0

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
4
7

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
移

動
阻

害
要

素
の

排
除

・
抑

制
移

動
ル

ー
ト

の
確

保
後

背
地

と
の

連
続

性
の

確
保

管
理

道
路

・
側

溝
の

工
夫

・
管

理
用

道
路

の
未

舗
装

、
又

は
生

態
系

に
配

慮
し

た
舗

装
材

料
の

使
用

・
側

溝
を

小
動

物
が

落
ち

な
い

構
造

と
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
9
～

1
0

ク
サ

ガ
メ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
4
8

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

工
（

魚
類

等
配

慮
タ

イ
プ

）
・

水
中

に
捨

石
を

配
置

、
ヨ

シ
等

の
抽

水
植

物
の

植
栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
4
9

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
既

存
の

護
岸

が
あ

る
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

急
斜

面
の

水
際

）
捨

石
工

（
魚

類
等

配
慮

タ
イ

プ
）

・
水

中
に

捨
石

を
配

置
、

ヨ
シ

等
の

抽
水

植
物

の
植

栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
0

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

工
（

魚
類

等
配

慮
タ

イ
プ

）
・

水
中

に
捨

石
を

配
置

、
ヨ

シ
等

の
抽

水
植

物
の

植
栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
1

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

捨
石

で
緩

傾
斜

を
つ

く
り

、
ヨ

シ
等

の
群

落
を

形
成

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
2

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
既

存
の

護
岸

が
あ

る
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

急
斜

面
の

水
際

）
捨

石
に

よ
る

緩
傾

斜
護

岸
工

・
既

存
護

岸
の

前
面

に
捨

石
で

緩
傾

斜
を

つ
く

り
、

ヨ
シ

等
の

群
落

を
形

成
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
3

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

捨
石

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

捨
石

で
緩

傾
斜

を
つ

く
り

、
ヨ

シ
等

の
群

落
を

形
成

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
4

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

荒
木

田
等

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

荒
木

田
な

ど
の

土
で

緩
傾

斜
を

つ
く

り
、

捨
石

や
乱

杭
な

ど
で

土
留

し
、

植
栽

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
5
5

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
既

存
の

護
岸

が
あ

る
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

急
斜

面
の

水
際

）
荒

木
田

等
に

よ
る

緩
傾

斜
護

岸
工

・
既

存
護

岸
の

前
面

に
荒

木
田

な
ど

の
土

で
緩

傾
斜

を
つ

く
り

、
捨

石
や

乱
杭

な
ど

で
土

留
し

、
植

栽
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
5
6

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

既
存

の
護

岸
が

あ
る

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
急

斜
面

の
水

際
）

荒
木

田
等

に
よ

る
緩

傾
斜

護
岸

工
・

既
存

護
岸

の
前

面
に

荒
木

田
な

ど
の

土
で

緩
傾

斜
を

つ
く

り
、

捨
石

や
乱

杭
な

ど
で

土
留

し
、

植
栽

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
5
7

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

護
岸

さ
れ

て
い

な
い

法
面

の
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

緩
斜

面
の

水
際

）
捨

石
＋

植
栽

工
・

緩
傾

斜
の

水
際

に
捨

石
を

配
置

し
、

ヨ
シ

等
を

植
栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
8

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
護

岸
さ

れ
て

い
な

い
法

面
の

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
緩

斜
面

の
水

際
）

捨
石

＋
植

栽
工

・
緩

傾
斜

の
水

際
に

捨
石

を
配

置
し

、
ヨ

シ
等

を
植

栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
5
9

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

護
岸

さ
れ

て
い

な
い

法
面

の
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

緩
斜

面
の

水
際

）
捨

石
＋

植
栽

工
・

緩
傾

斜
の

水
際

に
捨

石
を

配
置

し
、

ヨ
シ

等
を

植
栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
6
0

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

護
岸

さ
れ

て
い

な
い

法
面

の
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

緩
斜

面
の

水
際

）
蛇

籠
工

・
流

入
部

な
ど

流
れ

の
あ

る
場

所
で

は
、

蛇
籠

に
よ

り
護

岸
し

、
捨

石
や

植
栽

を
行

う

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
6
1

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
護

岸
さ

れ
て

い
な

い
法

面
の

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
緩

斜
面

の
水

際
）

蛇
籠

工
・

流
入

部
な

ど
流

れ
の

あ
る

場
所

で
は

、
蛇

籠
に

よ
り

護
岸

し
、

捨
石

や
植

栽
を

行
う

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
6
2

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

護
岸

さ
れ

て
い

な
い

法
面

の
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

緩
斜

面
の

水
際

）
蛇

籠
工

・
流

入
部

な
ど

流
れ

の
あ

る
場

所
で

は
、

蛇
籠

に
よ

り
護

岸
し

、
捨

石
や

植
栽

を
行

う

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

－
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
6
3

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

エ
コ

ト
ー

ン
へ

の
配

慮
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

護
岸

さ
れ

て
い

な
い

法
面

の
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

緩
斜

面
の

水
際

）
木

柵
護

岸
工

・
木

杭
と

丸
太

に
よ

る
木

柵
で

護
岸

し
、

木
柵

の
間

に
ヨ

シ
等

を
植

栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
6
4

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

水
域

と
陸

域
の

接
点

で
の

多
様

性
の

確
保

（
護

岸
さ

れ
て

い
な

い
法

面
の

場
合

の
工

法
：

堤
体

以
外

の
緩

斜
面

の
水

際
）

木
柵

護
岸

工
・

木
杭

と
丸

太
に

よ
る

木
柵

で
護

岸
し

、
木

柵
の

間
に

ヨ
シ

等
を

植
栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池

2
6
5

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
空

隙
の

多
い

環
境

の
保

全
水

域
と

陸
域

の
接

点
で

の
多

様
性

の
確

保
（

護
岸

さ
れ

て
い

な
い

法
面

の
場

合
の

工
法

：
堤

体
以

外
の

緩
斜

面
の

水
際

）
木

柵
護

岸
工

・
木

杭
と

丸
太

に
よ

る
木

柵
で

護
岸

し
、

木
柵

の
間

に
ヨ

シ
等

を
植

栽

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
1
～

1
4

ヨ
シ

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
6
6

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

土
壌

の
保

全
・

創
出

地
域

の
植

生
の

復
元

表
土

の
貼

り
付

け
・

郷
土

種
の

種
子

を
多

く
含

む
堤

体
表

土
を

築
堤

後
に

貼
り

付
け

、
在

来
種

に
よ

る
植

生
を

再
生

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
6
7

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

地
域

の
植

生
の

復
元

表
土

の
貼

り
付

け
・

郷
土

種
の

種
子

を
多

く
含

む
堤

体
表

土
を

築
堤

後
に

貼
り

付
け

、
在

来
種

に
よ

る
植

生
を

再
生

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
6
8

た
め

池
－

－
－

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

地
域

の
植

生
の

復
元

表
土

の
貼

り
付

け
・

郷
土

種
の

種
子

を
多

く
含

む
堤

体
表

土
を

築
堤

後
に

貼
り

付
け

、
在

来
種

に
よ

る
植

生
を

再
生

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
6
9

た
め

池
－

－
－

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

地
域

の
植

生
の

復
元

表
土

の
貼

り
付

け
・

郷
土

種
の

種
子

を
多

く
含

む
堤

体
表

土
を

築
堤

後
に

貼
り

付
け

、
在

来
種

に
よ

る
植

生
を

再
生

す
る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
0

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

土
壌

の
保

全
・

創
出

地
域

の
植

生
の

復
元

在
来

種
の

チ
ガ

ヤ
の

植
え

付
け

・
表

土
の

貼
り

付
け

が
出

来
な

い
箇

所
は

、
他

種
と

の
共

生
関

係
が

良
好

な
在

来
種

の
チ

ガ
ヤ

を
植

栽
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

チ
ガ

ヤ
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
1

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

地
域

の
植

生
の

復
元

在
来

種
の

チ
ガ

ヤ
の

植
え

付
け

・
表

土
の

貼
り

付
け

が
出

来
な

い
箇

所
は

、
他

種
と

の
共

生
関

係
が

良
好

な
在

来
種

の
チ

ガ
ヤ

を
植

栽
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

チ
ガ

ヤ
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
2

た
め

池
－

－
－

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

地
域

の
植

生
の

復
元

在
来

種
の

チ
ガ

ヤ
の

植
え

付
け

・
表

土
の

貼
り

付
け

が
出

来
な

い
箇

所
は

、
他

種
と

の
共

生
関

係
が

良
好

な
在

来
種

の
チ

ガ
ヤ

を
植

栽
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

チ
ガ

ヤ
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
3

た
め

池
－

－
－

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

地
域

の
植

生
の

復
元

在
来

種
の

チ
ガ

ヤ
の

植
え

付
け

・
表

土
の

貼
り

付
け

が
出

来
な

い
箇

所
は

、
他

種
と

の
共

生
関

係
が

良
好

な
在

来
種

の
チ

ガ
ヤ

を
植

栽
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

チ
ガ

ヤ
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
4

た
め

池
－

－
－

生
物

生
息

環
境

の
保

全
・

創
出

土
壌

の
保

全
・

創
出

（
地

域
の

植
生

の
復

元
）

多
孔

質
型

ブ
ロ

ッ
ク

と
池

底
土

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
の

植
生

回
復

・
満

水
位

以
下

に
多

孔
質

型
ブ

ロ
ッ

ク
を

配
置

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
5

た
め

池
－

－
－

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

（
地

域
の

植
生

の
復

元
）

多
孔

質
型

ブ
ロ

ッ
ク

と
池

底
土

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
の

植
生

回
復

・
満

水
位

以
下

に
多

孔
質

型
ブ

ロ
ッ

ク
を

配
置

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
7
6

た
め

池
－

－
－

遺
伝

子
擾

乱
要

因
へ

の
対

処
人

為
的

な
生

物
移

動
の

抑
制

（
地

域
の

植
生

の
復

元
）

多
孔

質
型

ブ
ロ

ッ
ク

と
池

底
土

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
の

植
生

回
復

・
満

水
位

以
下

に
多

孔
質

型
ブ

ロ
ッ

ク
を

配
置

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
7

た
め

池
－

－
－

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
侵

入
・

拡
散

防
止

（
地

域
の

植
生

の
復

元
）

多
孔

質
型

ブ
ロ

ッ
ク

と
池

底
土

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
護

岸
の

植
生

回
復

・
満

水
位

以
下

に
多

孔
質

型
ブ

ロ
ッ

ク
を

配
置

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
1
5
～

1
8

－
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧
地

区
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池

2
7
8

た
め

池
改

修
工

事
－

－
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
改

修
工

事
に

よ
る

た
め

池
底

土
の

乾
燥

防
止

・
減

水
後

、
池

底
に

こ
も

を
敷

い
て

乾
燥

を
防

止
す

る

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
ｐ

.
1
9

－
新

潟
県

中
魚

沼
郡

「
義

ノ
窪

池
」

整
備

事
業

2
7
9

た
め

池
改

修
工

事
－

－
野

生
生

物
の

保
護

・
保

全
希

少
種

の
保

全
改

修
工

事
に

よ
る

た
め

池
底

土
の

乾
燥

防
止

・
源

頭
部

や
湧

水
が

さ
す

部
分

で
は

、
水

が
広

範
囲

に
行

き
渡

る
よ

う
に

澪
筋

を
広

げ
て

、
底

土
の

乾
燥

を
防

ぐ

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
ｐ

.
1
9

－
新

潟
県

中
魚

沼
郡

「
義

ノ
窪

池
」

整
備

事
業

2
8
0

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

植
物

の
生

育
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

（
小

規
模

た
め

池
で

の
岸

辺
の

樹
木

の
部

分
伐

採
お

よ
び

ス
ス

キ
、

チ
ガ

ヤ
等

の
土

手
植

栽
の

定
期

的
な

刈
り

払
い

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
2

雑
木

林
ス

ス
キ

、
チ

ガ
ヤ

、
キ

キ
ョ

ウ
、

ワ
レ

モ
コ

ウ

兵
庫

県
加

古
郡

稲
美

町
天

満
大

池

2
8
1

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

植
物

の
生

育
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

（
水

田
放

棄
に

よ
り

使
用

さ
れ

な
く

な
っ

た
谷

戸
た

め
池

の
ハ

ン
ノ

キ
林

・
湿

地
と

し
て

の
保

全
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
2

ハ
ン

ノ
キ

、
湿

生
植

物
兵

庫
県

加
古

郡
稲

美
町

天
満

大
池

2
8
2

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

植
物

の
生

育
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

（
浚

渫
に

よ
る

泥
質

の
除

去
に

よ
る

富
栄

養
化

の
防

止
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
2

オ
ニ

バ
ス

明
石

市
大

久
保

町
西

島

2
8
3

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

植
物

の
生

育
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
育

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

（
整

備
工

事
期

間
中

の
希

少
植

物
の

移
植

と
工

事
完

了
後

の
再

植
え

付
け

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
0
～

2
2

ア
サ

ザ
兵

庫
県

加
古

郡
稲

美
町

天
満

大
池

2
8
4

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
保

護
・

保
全

希
少

種
の

保
全

希
少

動
物

の
生

育
環

境
や

生
活

史
な

ど
を

踏
ま

え
た

生
息

環
境

の
保

全
・

復
元

・
創

出
及

び
移

植
方

法
の

検
討

（
希

少
動

物
の

生
息

地
へ

の
影

響
が

不
可

避
の

場
合

の
代

替
生

息
地

の
確

保
な

ど
に

よ
る

影
響

の
最

小
化

。
日

数
を

か
け

た
減

水
、

う
わ

水
排

水
に

よ
る

卵
等

の
保

護
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
3
～

2
4

ク
サ

ガ
メ

魚
類

、
水

生
生

物
兵

庫
県

加
古

川
市

寺
田

池
,

新
潟

県
中

魚
沼

郡
義

ノ
窪

池

2
8
5

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

生
息

・
生

育
環

境
の

改
変

を
最

小
限

に
留

め
る

ル
ー

ト
選

定
や

工
法

、
構

造
の

採
用

（
表

土
保

護
の

た
め

の
改

修
範

囲
の

最
小

化
、

堤
体

表
土

の
移

植
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
.
2
5

魚
類

、
水

生
生

物
新

潟
県

中
魚

沼
郡

義
ノ

窪
池
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N
o
.

事
業

分
野

事
業

区
分

工
事

区
分

工
種

配
慮

項
目

配
慮

事
項

配
慮

事
例

出
典

等
(
文

献
･
論

文
･
U
R
L
等

)
対

象
生

物
そ

の
他

2
8
6

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

緑
地

な
ど

の
保

全
・

創
出

管
理

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

維
持

・
創

出
（

堤
体

の
草

刈
、

水
位

管
理

、
池

干
し

等
の

た
め

池
の

伝
統

的
管

理
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
6
～

2
7

た
め

池
の

生
物

全
般

兵
庫

県
東

播
磨

地
域

2
8
7

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

管
理

に
よ

る
多

様
な

生
息

・
生

育
環

境
の

維
持

・
創

出
（

堤
体

の
草

刈
、

水
位

管
理

、
池

干
し

等
の

た
め

池
の

伝
統

的
管

理
。

た
め

池
の

栄
養

分
を

海
に

送
る

こ
と

で
豊

か
な

海
の

再
生

を
図

る
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
6
～

2
7

た
め

池
の

生
物

全
般

兵
庫

県
東

播
磨

地
域

2
8
8

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

野
生

生
物

の
生

息
環

境
の

保
全

・
創

出
多

様
な

水
辺

環
境

の
保

全
・

創
出

地
域

の
協

働
に

よ
る

多
様

な
水

辺
環

境
の

維
持

・
創

出
（

計
画

・
環

境
影

響
調

査
か

ら
維

持
管

理
段

階
に

お
け

る
地

域
住

民
と

の
合

意
形

成
と

事
業

主
体

と
の

一
体

と
な

っ
た

調
査

・
保

全
活

動
）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

業
例

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
2
8
～

2
9

在
来

植
物

チ
ガ

ヤ
兵

庫
県

加
古

川
市

志
方

町
西

牧

2
8
9

た
め

池
農

用
地

ほ
場

整
備

用
水

路
工

、
た

め
池

侵
略

的
外

来
生

物
へ

の
対

処
侵

略
的

外
来

生
物

の
駆

除
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

確
認

さ
れ

た
侵

略
的

外
来

生
物

の
駆

除
（

た
め

池
改

修
に

合
わ

せ
た

保
護

す
べ

き
在

来
種

の
保

護
と

ブ
ラ

ッ
ク

バ
ス

、
ブ

ル
ー

ギ
ル

等
の

外
来

種
を

捕
獲

・
処

分
。

）

生
物

多
様

性
配

慮
指

針
事

例
集

（
た

め
池

）
、

平
成

2
3
年

3
月

、
兵

庫
県

、
p
p
.
3
0
～

3
1

　
在

来
種

兵
庫

県
加

古
川

市
犬

立
池

、
兎

ケ
池

、
姥

ケ
池

、
片

山
池

、
辻

堂
池

兵
庫

県
加

古
川

市
寺

田
池
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【引用文献】 

 

刊行物： 

・自然と生物にやさしい海域環境創造事例集、1999.11、（財）港湾空間高度化センター 

・施工環境監理者業務のための施工環境マニュアル、2005.6、（社）全国漁港漁場協会 

 

ＵＲＬ（平成 25年 1月 調査）： 

・生物多様性配慮指針 兵庫県  

http://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/JPN/apr/topics/biodiversity/030_biotic_info/sub02

.html 

・国総研資料 第 393-395 号別冊 

道路環境影響評価の技術手法（別冊事例集 動物、植物、生態系） 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0393_0395.htm 

・山口県環境配慮事例集（増補版） 

http://eco.pref.yamaguchi.jp/policy/assessment/pdfs/kankyojirei.pdf 

・環境配慮ガイドライン－広島県環境配慮推進要綱の手引き－ 平成 16年 3 月 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/eco/h-h2-gaidorain-index.html 

・水環境改善技術集 関東経済産業局 

http://www.kanto.meti.go.jp/tokei/hokoku/data/18sankou/18tokyobay_tech.pdf 

・生物多様性に配慮した緑化工法 施工事例集 兵庫県立農林水産技術総合センター・森林林業

技術センター、兵庫県但馬高原林道建設事務所 

http://hyogo-nourinsuisangc.jp/sinrin/images/diversity2007.pdf 

・都市の緑地等における生物多様性保全の取組事例 国土交通省 

http://www.mlit.go.jp/toshi/park/crd_parkgreen_tk_000005.html 

・SEGES生物多様性保全につながる企業のみどり 100選 特別認定サイト 

http://seges.jp/site/site_2010tayouseinintei.html 

・宮城県農林水産部農村振興課 環境調和に配慮した事業実施事例一覧 

http://www.pref.miyagi.jp/nosonshin/gijutukanri/kankyou/kankyoujirei.html 

 

学会誌等： 

・標津川下流域で行った試験的な川の再蛇行化に伴う魚類と生息環境の変化 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ece/7/2/7_2_187/_pdf 

・水工学に関する夏期研修会講義集 1982年-PageNo.1 皆生海岸の離岸堤について 

http://www.jsce.or.jp/library/open/proc/maglist2/00027/1982/mg01.htm 



N
o.

建
築

土
木

事
業

分
野

構
築

物
要

求
事

項
（入

札
時

）
要

求
事

項
（受

注
後

）

1
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

特
記

仕
様

書
[環

境
保

全
に

関
す

る
事

項
－

希
少

動
植

物
の

保
護

]
当

工
事

箇
所

近
傍

に
は

、
希

少
動

植
物

が
生

息
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

動
植

物
に

影
響

を
与

え
な

い
よ

う
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
、

監
督

員
が

動
植

物
の

調
査

・保
全

対
策

を
指

示
し

た
場

合
、

乙
は

そ
の

指
示

に
従

う
も

の
と

す
る

。

－

2
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

－
・ト

ン
ネ

ル
坑

口
付

近
に

猛
禽

類
（ハ

イ
タ

カ
）の

巣
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

今
後

の
生

態
調

査
で

活
動

が
確

認
さ

れ
た

場
合

、
４

月
～

６
月

の
営

巣
期

間
は

配
慮

（工
事

施
工

を
中

断
）す

る
可

能
性

が
あ

る
。

・工
事

箇
所

付
近

に
貴

重
生

物
（エ

ビ
ネ

、
ナ

ベ
ク

ラ
ザ

ゼ
ン

ソ
ウ

）の
生

育
実

績
が

あ
り

、
移

植
の

必
要

性
が

あ
る

。

3
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

発
注

図
書

（特
記

仕
様

書
）抜

粋
第

16
章

　
環

境
影

響
評

価
書

に
お

け
る

保
全

対
策

第
12

0
条

　
施

工
計

画
の

作
成

に
あ

た
っ

て
は

、
別

途
貸

与
す

る
「高

規
格

幹
線

道
路

○
○

線
環

境
影

響
評

価
書

」の
う

ち
工

事
に

関
す

る
部

分
の

評
価

項
目

に
つ

い
て

は
、

施
工

計
画

に
反

映
さ

せ
る

も
の

と
す

る
。

－

4
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

特
記

仕
様

書
　

「自
然

環
境

の
保

全
」

貴
重

動
植

物
に

工
事

現
場

で
遭

遇
ま

た
は

発
見

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

の
記

載
が

あ
る

の
み

。

左
記

の
特

記
仕

様
書

の
条

文
は

変
わ

ら
ず

に
明

記
さ

れ
て

い
る

。
監

督
職

員
か

ら
の

以
下

の
口

頭
要

求
事

項
が

あ
っ

た
。

・ト
ン

ネ
ル

掘
削

ず
り

を
土

地
改

良
区

の
耕

土
と

し
て

再
利

用
す

る
に

当
た

り
、

農
耕

作
物

の
生

育
を

阻
害

す
る

ヤ
ブ

カ
ラ

シ
(つ

る
植

物
)の

掘
削

ず
り

へ
の

混
入

が
な

い
か

を
確

認
す

る
。

5
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

・
発

注
時

、
特

記
仕

様
書

記
載

事
項

　
猛

禽
類

等
、

貴
重

又
は

重
要

な
動

植
物

は
保

護
の

必
要

が
あ

る
た

め
、

発
見

の
際

は
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

を
行

い
、

そ
の

指
示

に
よ

り
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。

・別
途

発
注

で
、

ク
マ

タ
カ

の
調

査
業

務
が

あ
っ

た
。

・ク
マ

タ
カ

の
産

卵
期

に
、

発
破

等
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

場
合

は
、

防
音

扉
の

設
置

な
ど

を
考

慮
す

る
よ

う
指

示
を

受
け

た
。

6
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル
－

起
点

側
坑

口
予

定
地

（山
林

）に
お

い
て

希
少

種
鳥

類
（サ

シ
バ

）の
生

息
調

査
が

実
施

と
な

り
、

調
査

期
間

中
の

当
該

箇
所

へ
の

立
入

禁
止

を
監

督
職

員
よ

り
口

頭
で

要
請

さ
れ

た
。

7
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

入
札

時
の

技
術

提
案

で
、

以
下

の
よ

う
な

所
見

を
求

め
ら

れ
た

。
「
○

○
ト

ン
ネ

ル
周

辺
に

は
、

国
指

定
の

天
然

記
念

物
で

あ
る

ノ
グ

チ
ゲ

ラ
や

ヤ
ン

バ
ル

ク
イ

ナ
・オ

オ
ガ

ニ
並

び
に

多
種

の
絶

滅
危

惧
種

が
生

息
し

て
い

る
。

ま
た

、
近

く
の

砂
浜

で
は

、
ウ

ミ
ガ

メ
の

産
卵

が
確

認
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

ト
ン

ネ
ル

施
工

時
お

よ
び

ず
り

運
搬

時
の

振
動

、
騒

音
が

そ
れ

ら
の

貴
重

種
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
る

が
、

一
般

的
な

機
械

掘
削

の
範

囲
内

で
影

響
の

低
減

を
図

る
創

意
工

夫
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

対
策

を
実

施
す

る
か

所
見

を
求

め
る

。
　

※
オ

オ
ガ

ニ
の

保
全

対
策

に
つ

い
て

は
必

須
と

す
る

。
」

－

8
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

「
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
報

告
書

」に
は

、
希

少
動

植
物

が
生

息
し

て
い

る
こ

と
は

記
述

さ
れ

て
い

た
が

、
発

注
時

の
工

事
内

容
に

は
、

対
策

は
含

ま
れ

て
い

な
い

。
ト

ン
ネ

ル
ル

ー
ト

の
途

中
で

低
土

被
り

沢
の

下
を

通
過

す
る

が
、

沢
水

が
減

少
・枯

渇
し

た
場

合
、

水
棲

生
物

へ
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
た

た
め

、
発

注
者

よ
り

以
下

の
要

求
が

あ
り

、
対

策
を

実
施

し
た

。
生

物
の

種
類

：両
生

類
（タ

ゴ
ガ

エ
ル

、
ヤ

マ
ア

カ
ガ

エ
ル

、
ア

カ
ガ

エ
ル

）、
昆

虫
（ヒ

メ
サ

ナ
エ

、
ゲ

ン
ジ

ボ
タ

ル
）、

水
生

生
物

（ム
カ

シ
ト

ン
ボ

、
ク

ロ
サ

ナ
エ

、
オ

ジ
ロ

サ
ナ

エ
、

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
（い

ず
れ

も
幼

虫
））

、
魚

類
（ア

ブ
ラ

ハ
ヤ

、
ホ

ト
ケ

ド
ジ

ョ
ウ

、
カ

ジ
カ

）
恒

久
対

策
：沢

下
を

通
過

す
る

区
間

お
よ

び
そ

の
前

後
を

ウ
ォ

ー
タ

ー
タ

イ
ト

構
造

と
し

、
ト

ン
ネ

ル
の

二
次

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

完
了

後
は

、
地

下
水

位
、

沢
水

が
回

復
す

る
よ

う
に

し
た

。
掘

削
中

の
対

策
：ト

ン
ネ

ル
が

通
過

す
る

箇
所

の
流

路
を

パ
イ

プ
に

切
替

え
て

、
沢

を
締

め
切

り
、

す
べ

て
の

生
物

を
捕

獲
し

て
、

流
水

の
あ

る
区

間
に

逃
が

し
た

。
二

次
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

完
成

し
た

後
、

沢
水

を
復

旧
し

た
。

道
路

本
線

上
お

よ
び

切
土

・盛
土

の
範

囲
に

貴
重

植
物

種
が

あ
り

、
発

注
者

要
求

に
よ

り
、

以
下

の
保

全
移

植
お

よ
び

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

移
植

対
象

種
：ラ

ン
ヨ

ウ
ア

オ
イ

（乱
葉

葵
）、

タ
マ

ノ
カ

ン
ア

オ
イ

（多
摩

の
寒

葵
）、

キ
ジ

ョ
ラ

ン
（鬼

女
蘭

）、
シ

ョ
ウ

ブ
(菖

蒲
）、

エ
ビ

ネ
（海

老
根

）、
サ

イ
ハ

イ
ラ

ン
（采

配
蘭

）、
シ

ュ
ン

ラ
ン

（春
蘭

）、
キ

ン
ラ

ン
（金

蘭
）

移
植

地
選

定
の

ポ
イ

ン
ト

　
・可

能
な

限
り

元
の

生
育

地
の

生
育

環
境

に
類

似
し

た
地

点
を

選
定

　
・将

来
の

環
境

変
化

に
よ

る
消

失
リ

ス
ク

を
分

散
す

る
た

め
複

数
の

サ
イ

ト
に

小
分

け
（隣

接
す

る
○

○
大

学
の

敷
地

内
な

ど
に

移
植

）
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
：継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

（3
年

間
）

要
求

事
項

の
具

体
例

資料-2

資-33



N
o.

建
築

土
木

事
業

分
野

構
築

物
要

求
事

項
（入

札
時

）
要

求
事

項
（受

注
後

）

9
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

特
記

仕
様

書
本

工
事

箇
所

は
別

途
発

注
の

環
境

影
響

調
査

（
猛

禽
類

調
査

）の
対

象
区

域
で

あ
る

為
、

調
査

（３
月

～
８

月
）に

よ
り

営
巣

が
確

認
さ

れ
、

工
事

が
繁

殖
活

動
に

影
響

を
及

ぼ
す

と
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

工
事

を
中

止
す

る
こ

と
が

あ
る

。
な

お
、

詳
細

に
つ

い
て

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

－

10
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル
－

ク
マ

タ
カ

が
特

に
敏

感
と

な
る

、
４

月
の

抱
卵

期
前

後
に

お
い

て
は

、
ト

ン
ネ

ル
貫

通
後

に
坑

口
か

ら
漏

れ
る

『光
り

』と
『工

事
音

』に
よ

る
影

響
を

低
減

す
る

こ
と

。

11
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

入
札

説
明

書
総

合
評

価
に

関
す

る
事

項
等

社
会

的
要

請
に

関
す

る
事

項
⑤

 環
境

の
維

持
：１

４
点

・
ト

ン
ネ

ル
掘

削
等

で
発

生
す

る
工

事
排

水
は

、
内

水
面

漁
協

（○
○

川
漁

協
）が

あ
る

二
級

河
川

○
○

川
に

そ
そ

ぐ
沢

に
排

出
す

る
。

こ
の

た
め

漁
協

か
ら

濁
水

処
理

の
申

入
れ

が
あ

り
、

水
質

汚
濁

対
策

が
必

要
で

あ
る

。

－

12
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル
－

ト
ン

ネ
ル

坑
口

予
定

地
付

近
に

お
い

て
、

サ
シ

バ
（絶

滅
危

惧
種

Ⅱ
類

）の
営

巣
が

確
認

さ
れ

た
た

め
、

発
破

騒
音

の
測

定
管

理
、

低
減

対
策

等
、

騒
音

に
配

慮
し

た
工

事
実

施
計

画
が

求
め

ら
れ

た
。

13
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

２
 「

周
辺

環
境

へ
配

慮
し

た
濁

水
対

策
」
に

関
す

る
技

術
等

提
案

発
生

源
対

策
、

抑
制

対
策

、
処

理
水

の
水

質
管

理
方

法
に

つ
い

て
、

最
低

限
の

要
求

要
件

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

濁
水

処
理

設
備

の
処

理
水

の
排

水
管

理
値

S
S
（浮

遊
物

質
量

）を
日

平
均

25
m

g／
㍑

以
下

pH
（
水

素
イ

オ
ン

濃
度

）
を

6.
5
～

8.
5

※
た

だ
し

、
処

理
水

の
目

標
値

を
厳

し
く
す

る
こ

と
に

伴
う

薬
剤

金
額

の
増

加
は

設
計

変
更

の
対

象
と

し
な

い
。

な
お

、
本

工
事

で
の

原
水

、
排

水
は

以
下

を
想

定
し

て
い

る
。

ト
ン

ネ
ル

部
の

原
水

S
S
 が

3,
0
00

pp
m

 を
想

定
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト
プ

ラ
ン

ト
か

ら
の

排
水

pH
 が

1
1 

を
想

定
[参

考
]掘

削
に

伴
う

湧
水

は
、

濁
水

処
理

後
に

○
○

川
へ

放
流

す
る

計
画

と
し

て
い

る
が

、
○

○
川

で
は

、
放

流
地

点
の

下
流

域
に

お
い

て
、

バ
イ

カ
モ

（
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
の

水
中

生
多

年
草

、
○

○
県

版
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

：Ｂ
ラ

ン
ク

）
の

自
生

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

－

14
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

－
（追

加
特

記
）

交
差

す
る

○
○

隧
道

の
掘

削
に

お
い

て
は

、
○

○
隧

道
に

生
息

し
て

い
る

コ
ウ

モ
リ

へ
の

影
響

を
考

慮
し

、
コ

ウ
モ

リ
の

繁
殖

期
及

び
冬

眠
期

を
避

け
て

施
工

す
る

こ
と

。
な

お
、

詳
細

は
別

途
指

示
す

る
。

15
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

・
工

事
全

般
の

施
工

計
画

（周
辺

環
境

（
ホ

タ
ル

の
生

息
）に

与
え

る
影

響
を

最
小

限
に

抑
え

る
た

め
の

具
体

的
配

慮
事

項
に

つ
い

て
）

・
河

川
へ

の
排

水
は

S
S
≦

25

・ト
ン

ネ
ル

用
地

内
の

照
明

、
濁

水
処

理
設

備
等

の
計

器
盤

の
照

明
も

可
能

な
限

り
消

灯
又

は
黒

い
シ

ー
ト

等
で

覆
う

。
・ホ

タ
ル

祭
り

準
備

期
間

中
（約

１
か

月
）の

作
業

時
間

は
7：

00
～

16
：0

0と
す

る
。

・ホ
タ

ル
観

賞
の

支
障

と
な

ら
な

い
様

、
事

務
所

内
作

業
は

20
：0

0ま
で

と
し

、
事

務
所

周
辺

が
暗

く
な

る
様

配
慮

す
る

。
・ホ

タ
ル

本
祭

り
は

全
休

と
す

る
。

16
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

特
記

仕
様

書
当

工
事

箇
所

近
傍

に
は

、
希

少
動

植
物

が
生

息
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

動
植

物
に

工
事

に
よ

る
影

響
を

与
え

な
い

よ
う

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お

、
監

督
員

が
動

植
物

の
調

査
・保

全
対

策
、

共
通

仕
様

書
1
-3

6に
規

定
す

る
工

事
の

一
時

中
止

等
を

指
示

し
た

場
合

、
乙

は
そ

の
指

示
に

従
う

も
の

と
す

る
。

こ
れ

ら
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
は

監
督

員
と

乙
と

で
協

議
し

定
め

る
も

の
と

す
る

。

－

17
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

－
特

記
仕

様
書

オ
ジ

ロ
ワ

シ
が

生
息

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
騒

音
・振

動
に

係
わ

る
設

備
は

設
計

変
更

と
す

る
当

該
工

事
箇

所
に

は
貴

重
植

物
が

生
息

し
て

い
る

。
自

然
環

境
の

保
全

に
努

め
る

こ
と

仕
様

書
の

補
足

概
要

ト
ン

ネ
ル

坑
口

か
ら

70
0m

地
点

に
オ

ジ
ロ

ワ
シ

の
営

巣
地

が
あ

り
、

近
傍

の
河

川
を

餌
場

に
し

て
い

る
。

坑
口

か
ら

餌
場

ま
で

は
40

0m
で

あ
り

、
昼

夜
間

で
の

騒
音

・振
動

を
低

減
す

る
た

め
、

そ
の

方
法

お
よ

び
設

備
に

つ
い

て
協

議
を

求
め

ら
れ

た
。

18
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル
－

発
注

時
の

設
計

図
の

護
岸

は
、

通
常

の
ブ

ロ
ッ

ク
護

岸
で

あ
っ

た
が

、
地

元
の

要
望

を
発

注
者

が
受

け
、

協
議

に
よ

っ
て

よ
り

生
態

系
に

配
慮

し
た

ホ
タ

ル
護

岸
へ

の
変

更
と

な
っ

た
。
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19
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

特
記

仕
様

書
に

お
い

て
、

現
場

近
傍

に
生

息
す

る
希

少
動

植
物

（指
定

な
し

）に
対

し
、

工
事

に
よ

る
影

響
を

与
え

な
い

よ
う

内
容

に
留

意
す

る
旨

が
指

定
さ

れ
て

い
る

。
工

事
で

付
け

替
え

る
河

川
に

つ
い

て
、

希
少

種
で

あ
る

ア
マ

ゴ
な

ど
の

生
息

に
配

慮
し

、
３

面
張

り
構

造
か

ら
自

然
石

を
利

用
し

た
親

水
護

岸
構

造
に

変
更

。
新

設
す

る
盛

土
場

で
は

、
近

傍
に

営
巣

す
る

猛
禽

類
（サ

シ
バ

）に
配

慮
し

、
最

近
接

地
点

の
施

工
時

期
を

巣
立

ち
の

時
期

（夏
季

）以
降

に
調

整
。

ナ
ガ

レ
ホ

ト
ケ

ド
ジ

ョ
ウ

が
生

息
す

る
沢

部
上

流
で

の
施

工
に

つ
い

て
、

土
砂

流
出

防
止

対
策

や
ア

ル
カ

リ
水

流
出

防
止

対
策

を
追

加
。

20
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

－
オ

オ
タ

カ
の

巣
上

に
設

置
し

て
い

る
カ

メ
ラ

の
画

像
を

ネ
ッ

ト
配

信
に

よ
り

監
視

担
当

者
（建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

会
社

）に
よ

り
、

オ
オ

タ
カ

の
挙

動
を

継
続

監
視

し
た

。
広

域
に

亘
っ

た
工

事
区

域
の

中
で

、
オ

オ
タ

カ
の

巣
か

ら
の

距
離

４
０

０
ｍ

以
内

の
土

工
事

、
及

び
躯

体
工

事
等

全
て

の
作

業
を

対
象

に
、

上
記

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
連

動
し

て
の

作
業

の
遂

行
管

理
を

行
い

な
が

ら
施

工
す

る
よ

う
指

示
を

受
け

た
。

21
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル
本

工
事

は
、

ク
マ

タ
カ

の
生

息
地

域
で

あ
る

た
め

、
保

全
対

策
等

に
つ

い
て

配
慮

す
る

こ
と

。
保

全
対

策
等

が
必

要
な

場
合

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

こ
と

。
－

22
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル
－

オ
オ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
速

や
か

に
主

任
監

督
員

に
報

告
し

指
示

を
受

け
る

こ
と

。

23
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

当
該

現
場

は
、

希
少

猛
禽

類
の

存
在

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

本
工

事
箇

所
周

辺
の

猛
禽

類
の

繁
殖

状
況

に
よ

り
、

工
事

を
中

止
す

る
こ

と
が

あ
る

。
猛

禽
類

の
営

巣
が

確
認

さ
れ

た
た

め
、

下
記

の
期

間
で

全
工

事
中

止
又

は
一

部
工

事
中

止
と

な
っ

た
。

①
H

19
.4

.1
8～

9.
13

②
H

21
.5

.1
～

6.
3

④
H

24
.5

.1
～

5.
17

24
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

当
該

工
事

は
、

工
事

施
工

範
囲

の
近

傍
に

希
少

猛
禽

類
が

生
息

し
て

お
り

、
工

事
施

工
期

間
が

繁
殖

期
に

お
け

る
過

敏
期

（
12

月
～

7月
）と

重
な

る
た

め
、

希
少

猛
禽

類
の

繁
殖

に
影

響
の

あ
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

保
護

対
策

を
実

施
す

る
。

保
護

対
策

の
内

容
①

工
事

工
程

の
調

整
・
工

事
工

程
の

調
整

工
事

中
に

希
少

猛
禽

類
に

工
事

の
影

響
に

よ
る

も
の

と
見

ら
れ

る
異

変
が

発
生

し
た

場
合

に
は

、
工

事
工

程
を

変
更

す
る

場
合

が
あ

る
。

２
．

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
の

実
施

・
希

少
猛

禽
類

が
生

息
地

近
傍

で
工

事
実

施
に

よ
る

環
境

の
変

化
に

順
応

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
本

工
事

着
手

・重
機

の
搬

入
等

は
段

階
的

に
行

な
う

こ
と

。
③

工
事

従
事

者
の

教
育

・
請

負
者

は
希

少
猛

禽
類

の
基

礎
的

な
知

識
及

び
工

事
施

工
時

の
留

意
点

に
つ

い
て

、
工

事
従

事
者

に
対

し
て

教
育

を
実

施
す

る
こ

と
。

な
お

、
教

育
を

実
施

す
る

た
め

の
資

料
等

に
つ

い
て

は
発

注
者

か
ら

提
供

す
る

。
④

緊
急

連
絡

体
制

の
確

立
・
希

少
猛

禽
類

に
異

変
が

生
じ

た
場

合
に

即
時

対
応

で
き

る
よ

う
、

希
少

猛
禽

類
対

策
と

し
て

の
緊

急
連

絡
体

制
を

確
立

す
る

こ
と

。
（モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
実

施
者

と
の

緊
急

連
絡

網
の

整
備

）

終
点

側
　

坑
口

部
周

辺
工

事
に

つ
い

て
・工

事
実

施
に

よ
る

環
境

の
変

化
に

順
応

で
き

る
よ

う
に

務
め

る
こ

と
1.

施
工

前
に

重
機

・ユ
ニ

ッ
ク

(ブ
ー

ム
を

伸
ば

す
)を

見
え

る
位

置
に

配
置

す
る

(稼
動

な
し

)
2.

日
ご

と
に

稼
動

時
間

を
増

や
す

(１
時

間
/日

→
3時

間
/日

→
5時

間
/日

　
等

 )

25
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

1
.　

「標
準

型
総

合
評

価
方

式
実

施
要

領
」
、

[落
札

者
決

定
基

準
]の

中
で

技
術

提
案

8項
目

の
内

の
1つ

に
以

下
記

載
。

評
価

項
目

：　
「
ウ

ォ
ー

タ
ー

タ
イ

ト
区

間
に

お
け

る
止

水
性

能
の

向
上

、
止

水
性

能
の

向
上

に
資

す
る

施
工

方
法

等
に

関
す

る
提

案
」

提
案

要
領

：　
「
ウ

ォ
ー

タ
ー

タ
イ

ト
区

間
に

お
け

る
止

水
性

の
本

工
事

で
施

工
す

る
Ｄ

Ⅱ
-パ

タ
ー

ン
部

の
止

水
は

、
現

場
に

隣
接

す
る

○
○

洞
窟

内
に

群
生

す
る

ヒ
カ

リ
ゴ

ケ
へ

の
影

響
を

軽
減

さ
せ

る
た

め
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
止

水
性

の
向

上
（耐

久
性

の
向

上
及

び
施

工
方

法
の

工
夫

）に
関

す
る

具
体

的
な

技
術

提
案

を
求

め
る

。
」

2
.　

「標
準

型
総

合
評

価
方

式
実

施
要

領
」
、

[落
札

者
決

定
基

準
]の

中
で

技
術

提
案

8項
目

の
内

の
1つ

に
以

下
記

載
。

指
定

生
物

は
無

し
。

評
価

項
目

：　
「
周

辺
環

境
（自

然
環

境
や

住
環

境
）
の

維
持

、
施

工
方

法
等

に
関

す
る

提
案

」
提

案
要

領
：　

「
本

工
事

で
施

工
す

る
ト

ン
ネ

ル
の

周
辺

環
境

（自
然

環
境

、
住

環
境

）の
維

持
に

関
す

る
具

体
的

な
技

術
提

案
を

求
め

る
。

」

ヒ
カ

リ
ゴ

ケ
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（毎
日

）
シ

マ
フ

ク
ロ

ウ
営

巣
地

に
近

付
か

な
い

坑
口

か
ら

30
ｍ

ま
で

は
、

夜
間

作
業

の
禁

止
照

明
は

ル
ー

バ
ー

付
き

ズ
リ

ヤ
ー

ド
は

防
音

ハ
ウ

ス
屋

根
付

き
水

槽
類

に
は

蓋
を

掛
け

る
と

ま
り

場
と

な
る

よ
う

な
工

作
物

の
設

置
を

禁
止

ク
レ

ー
ン

の
先

端
に

は
目

印
の

旗
ゴ

ミ
の

始
末

低
騒

音
型

機
械

の
使

用
濁

水
処

理
管

理
基

準
の

上
乗

せ
（基

準
値

：2
5m

g/
m

3）
幼

鳥
の

飛
来

時
に

は
作

業
の

中
止

希
少

種
の

死
骸

等
を

発
見

し
た

場
合

の
通

報
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26
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

1
.　

「入
札

説
明

書
」、

[総
合

評
価

に
関

す
る

事
項

]の
中

で
技

術
提

案
11

項
目

の
内

の
1つ

に
以

下
記

載
。

指
定

生
物

は
無

し
。

評
価

項
目

：　
「
安

全
性

の
向

上
と

環
境

の
維

持
に

関
す

る
特

別
な

施
工

計
画

」
評

価
の

着
眼

点
：　

「坑
外

環
境

の
維

持
に

関
す

る
事

項
」

1.
　

「特
記

仕
様

書
」に

以
下

記
載

。
「当

地
域

は
猛

禽
類

の
営

巣
地

域
で

あ
り

、
猛

禽
類

の
営

巣
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
営

巣
地

域
か

ら
半

径
50

0m
以

内
の

立
入

り
を

禁
止

す
る

。
工

事
区

間
に

営
巣

し
た

場
合

は
工

事
を

中
止

す
る

こ
と

が
あ

る
。

」
生

息
す

る
猛

禽
類

：　
オ

ジ
ロ

ワ
シ

、
ク

マ
タ

カ
、

オ
オ

タ
カ

、
ハ

イ
タ

カ
、

シ
マ

フ
ク

ロ
ウ

2.
　

「特
記

仕
様

書
」に

以
下

記
載

。
「特

定
外

来
生

物
（植

物
）に

つ
い

て
」

『工
事

区
域

に
つ

い
て

、
事

前
に

特
定

外
来

生
物

（植
物

）の
生

育
に

つ
い

て
調

査
し

、
特

定
外

来
生

物
（植

物
）の

有
無

に
つ

い
て

、
監

督
職

員
へ

報
告

す
る

こ
と

。
工

事
区

域
内

に
特

定
外

来
生

物
（植

物
）が

有
り

、
「特

定
外

来
生

物
（植

物
）の

防
除

」
に

該
当

す
る

場
合

は
、

以
下

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

「防
除

」と
は

、
「採

取
又

は
処

分
、

被
害

防
止

措
置

」等
を

言
い

、
「防

除
」を

以
っ

て
、

法
の

禁
止

行
為

（飼
養

等
）が

除
外

さ
れ

る
。

防
除

の
方

法
は

、
①

一
般

廃
棄

物
処

分
場

へ
搬

出
、

②
育

つ
こ

と
が

出
来

な
い

状
態

と
し

て
処

分
（土

砂
20

cm
以

上
の

被
覆

に
よ

る
埋

め
立

て
、

焼
却

等
）、

④
刈

り
っ

ぱ
な

し
の

除
草

、
⑤

繁
殖

地
が

拡
大

し
な

い
範

囲
で

の
す

き
取

り
土

の
緑

化
再

利
用

等
に

よ
り

実
施

す
る

も
の

と
し

、
監

督
職

員
と

協
議

し
指

示
に

よ
る

こ
と

。
』

種
名

：オ
オ

キ
ン

ケ
イ

ギ
ク

、
オ

オ
ハ

ン
ゴ

ン
ソ

ウ
、

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
、

ア
レ

チ
ウ

リ
、

オ
オ

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
、

ナ
ガ

エ
ツ

ル
ノ

ゲ
イ

ト
ウ

、
ブ

ラ
ジ

ル
チ

ド
メ

グ
サ

、
ボ

タ
ン

ウ
キ

ク
サ

、
ア

ゾ
ル

ラ
・ク

リ
ス

タ
ー

タ
、

ミ
ズ

ヒ
マ

ワ
リ

、
オ

オ
フ

サ
モ

、
ス

パ
ル

テ
ィ

ナ
・ア

ン
グ

リ
カ

27
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル

－
本

工
事

の
一

環
と

し
て

河
川

工
事

（○
○

川
）が

あ
る

が
、

○
○

川
に

は
た

く
さ

ん
の

ホ
タ

ル
が

生
息

し
て

い
る

。
設

計
で

は
、

ポ
ー

ラ
ス

ブ
ロ

ッ
ク

を
積

む
こ

と
に

な
っ

て
い

た
が

、
通

常
の

ポ
ー

ラ
ス

ブ
ロ

ッ
ク

で
は

ホ
タ

ル
が

産
卵

で
き

ず
ホ

タ
ル

が
全

滅
す

る
可

能
性

が
あ

っ
た

。
以

上
の

こ
と

を
発

注
者

に
相

談
、

協
議

を
行

い
、

ホ
タ

ル
の

産
卵

に
適

し
た

ブ
ロ

ッ
ク

の
採

用
を

決
め

た
（設

計
変

更
）。

28
土

木
道

路
ト

ン
ネ

ル
－

ト
ン

ネ
ル

仮
設

ヤ
ー

ド
内

の
現

場
事

務
所

の
照

明
に

低
誘

虫
灯

を
使

用
し

、
必

要
以

上
に

周
囲

に
光

源
が

広
が

ら
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

で
誘

虫
作

用
を

低
く
し

昆
虫

類
の

保
護

に
努

め
た

。

29
土

木
道

路
道

路

(貴
重

動
植

物
）

ク
マ

タ
カ

・猛
禽

類
等

、
重

要
な

動
植

物
は

保
護

の
必

要
が

あ
る

た
め

、
発

見
の

際
は

速
や

か
に

監
督

職
員

に
報

告
を

行
い

、
そ

の
指

示
に

よ
り

処
理

す
る

も
の

と
す

る
。

民
間

調
査

機
関

が
実

施
す

る
工

事
中

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

協
力

。
工

事
中

に
猛

禽
類

の
異

常
行

動
等

が
確

認
さ

れ
た

場
合

の
緊

急
連

絡
体

制
の

確
保

徹
底

。

30
土

木
道

路
道

路
水

質
汚

濁
防

止
(特

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
時

）の
た

め
に

濁
水

処
理

設
備

を
設

置
－

31
土

木
道

路
道

路

環
境

影
響

調
査

（特
記

仕
様

書
　

第
２

６
条

）
本

工
事

箇
所

は
別

途
発

注
の

環
境

影
響

調
査

（
猛

禽
類

調
査

）の
対

象
区

域
で

あ
る

為
、

調
査

（３
月

～
８

月
）に

よ
り

営
巣

が
確

認
さ

れ
、

工
事

が
繁

殖
活

動
に

影
響

を
及

ぼ
す

と
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

工
事

を
中

止
す

る
こ

と
が

あ
る

。
な

お
、

詳
細

に
つ

い
て

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

－

32
土

木
道

路
道

路
－

工
区

終
点

下
流

域
に

ｵ
ｵ

ｻ
ﾝ
ｼ
ｮｳ

ｳ
ｵ

が
生

息
し

て
い

る
の

で
、

流
末

処
理

（土
砂

流
出

・濁
水

等
）対

策
（沈

砂
池

・濾
過

ﾌ
ｨﾙ

ﾀ
-

設
備

等
）を

確
実

に
実

施
す

る
こ

と
。

33
土

木
道

路
道

路
－

希
少

植
物

（ナ
ガ

バ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ソ
ウ

）群
生

の
保

護
、

移
植

34
土

木
道

路
道

路

技
術

提
案

項
目

環
境

対
策

に
関

す
る

こ
と

。
（
ダ

ム
湖

内
の

濁
水

及
び

周
辺

の
貴

重
猛

禽
類

等
へ

の
対

策
に

関
す

る
こ

と
。

）

－

35
土

木
道

路
道

路
現

場
内

に
生

息
す

る
猛

禽
類

（ハ
チ

ク
マ

、
サ

シ
バ

等
）
の

営
巣

期
に

お
い

て
の

伐
採

時
期

制
限

有
り

。
場

内
の

伐
採

可
能

時
期

を
非

営
巣

期
（
1
月

1日
～

3月
3
1
日

、
9月

1日
～

12
月

31
日

）と
す

る
。

－
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36
土

木
道

路
道

路

－
＜

サ
シ

バ
＞

低
中

木
（在

来
種

）や
草

本
類

の
植

栽
、

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
の

実
施

、
低

騒
音

・低
振

動
型

重
機

の
使

用
、

営
巣

地
へ

の
立

入
禁

止
、

工
事

従
事

者
へ

の
注

意
喚

起
教

育
＜

ニ
ホ

ン
ジ

カ
・イ

ノ
シ

シ
・タ

ヌ
キ

＞
高

さ
2.

5ｍ
の

進
入

防
止

柵
の

設
置

、
パ

イ
プ

カ
ル

バ
ー

ト
管

内
へ

犬
走

り
の

設
置

＜
カ

ヤ
ネ

ズ
ミ

＞
草

本
類

の
植

栽
＜

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

＞
オ

イ
ル

ト
ラ

ッ
プ

の
設

置
、

沈
砂

池
の

設
置

、
工

事
用

照
明

の
配

慮
、

現
場

事
務

所
光

漏
れ

へ
の

配
慮

（ブ
ラ

イ
ン

ド
設

置
等

）
＜

ニ
ホ

ン
ヒ

キ
ガ

エ
ル

・ヤ
マ

ア
カ

ガ
エ

ル
＞

落
下

し
た

小
動

物
が

自
力

で
脱

出
可

能
な

側
溝

・桝
の

設
置

、
パ

イ
プ

カ
ル

バ
ー

ト
管

内
へ

犬
走

り
の

設
置

＜
リ

ン
ド

ウ
・オ

モ
ト

＞
事

業
地

内
植

栽
（法

面
　

休
憩

施
設

等
）

37
土

木
道

路
道

路

特
記

仕
様

書
そ

の
他

７
．

貴
重

動
植

物
・周

辺
環

境
本

工
事

区
間

内
に

は
、

貴
重

又
は

重
要

な
動

植
物

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
生

育
（生

息
）箇

所
に

つ
い

て
事

前
に

監
督

職
員

か
ら

情
報

の
提

供
を

受
け

る
と

と
も

に
、

発
見

の
際

は
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

を
行

い
、

そ
の

指
示

に
よ

り
移

植
・捕

獲
等

の
処

置
に

協
力

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

本
工

事
の

下
流

部
に

は
た

め
池

が
存

在
し

、
水

田
の

灌
漑

に
利

用
さ

れ
て

い
る

の
み

な
ら

ず
、

希
少

動
物

（鳥
類

）の
飛

来
が

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

く
れ

ぐ
れ

も
濁

水
の

防
止

に
留

意
の

こ
と

。

－

38
土

木
道

路
道

路

特
記

仕
様

書
1
4.

環
境

保
全

に
関

す
る

事
項

1
4-

1　
貴

重
動

植
物

の
保

護
当

工
事

箇
所

近
傍

に
は

、
貴

重
動

植
物

が
生

息
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

動
植

物
に

工
事

に
よ

る
影

響
を

与
え

な
い

よ
う

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
な

お
、

監
督

職
員

が
動

植
物

の
調

査
・保

全
対

策
・共

通
仕

様
書

1-
3
6に

規
定

す
る

工
事

の
一

時
中

止
等

を
指

示
し

た
場

合
、

乙
は

そ
の

指
示

に
従

う
も

の
と

す
る

。
こ

れ
ら

に
要

す
る

費
用

に
つ

い
て

は
、

監
督

員
と

乙
で

協
議

し
定

め
る

も
の

と
す

る
。

－

39
土

木
道

路
道

路

－
工

区
内

に
オ

オ
ム

ラ
サ

キ
が

生
息

し
て

お
り

、
環

境
コ

ン
サ

ル
・発

注
者

か
ら

オ
オ

ム
ラ

サ
キ

の
幼

虫
移

設
の

協
力

依
頼

が
あ

っ
た

。
そ

れ
に

応
え

幼
虫

の
移

設
を

行
っ

た
。

そ
の

他
、

地
元

住
民

、
町

役
場

か
ら

の
要

望
で

、
現

場
内

の
サ

カ
キ

、
ウ

ス
ズ

ミ
サ

ク
ラ

に
つ

い
て

、
伐

採
す

る
の

で
は

な
く
、

移
設

を
望

ま
れ

た
た

め
、

移
設

場
所

を
検

討
の

上
、

実
施

し
た

。

40
土

木
道

路
道

路

土
砂

流
出

防
止

及
び

河
川

、
た

め
池

等
の

汚
濁

防
止

受
注

者
は

、
工

事
箇

所
か

ら
隣

接
地

、
河

川
、

た
め

池
、

一
般

道
路

等
へ

の
土

砂
流

出
や

汚
濁

防
止

の
為

、
土

の
う

・土
砂

流
出

防
止

柵
・
沈

殿
池

等
を

設
置

し
、

環
境

保
全

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
○

○
池

付
近

の
橋

梁
下

部
工

、
排

水
工

及
び

擁
壁

等
の

施
工

に
当

っ
て

は
、

た
め

池
以

外
か

ら
施

工
す

る
も

の
と

し
、

工
事

に
伴

う
汚

濁
水

は
た

め
池

内
に

流
出

さ
せ

て
は

な
ら

な
い

。
※

上
記

に
対

す
る

技
術

提
案

要
求

項
目

①
河

川
内

及
び

た
め

池
近

傍
施

工
時

に
お

け
る

環
境

対
策

（
土

砂
流

出
・濁

水
）

②
工

事
区

間
沿

線
に

近
接

し
た

宅
地

、
耕

作
地

、
養

鶏
場

及
び

養
鯉

場
へ

の
環

境
対

策
（騒

音
・振

動
・砂

塵
・土

砂
流

出
・
濁

水
）

－

41
土

木
道

路
道

路

当
該

工
事

箇
所

近
傍

に
は

希
少

動
植

物
が

生
息

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
ら

の
動

植
物

に
工

事
に

よ
る

影
響

を
与

え
な

い
よ

う
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
な

お
、

監
督

員
が

希
少

動
植

物
の

調
査

、
保

全
対

策
を

指
示

し
た

場
合

、
乙

は
そ

の
指

示
に

従
う

も
の

と
す

る
。

こ
れ

ら
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
は

監
督

員
と

乙
と

で
協

議
し

定
め

る
も

の
と

す
る

。

－
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42
土

木
道

路
道

路

当
工

事
箇

所
近

傍
に

は
貴

重
動

植
物

が
生

息
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

動
植

物
に

工
事

に
よ

る
影

響
を

与
え

な
い

よ
う

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お

、
監

督
員

が
動

植
物

の
調

査
、

保
全

対
策

、
共

通
仕

様
書

1-
36

に
規

定
す

る
工

事
の

一
時

中
止

・対
策

工
事

を
指

示
し

た
場

合
、

乙
は

そ
の

指
示

に
従

う
も

の
と

す
る

。
こ

れ
ら

に
要

す
る

費
用

に
つ

い
て

は
監

督
員

と
乙

と
で

協
議

し
定

め
る

も
の

と
す

る
。

－

43
土

木
道

路
道

路
ヒ

メ
ボ

タ
ル

生
息

地
へ

の
配

慮

44
土

木
道

路
ダ

ム

特
記

仕
様

書
自

然
環

境
の

保
全

１
．

工
事

区
域

外
の

地
形

を
み

だ
り

に
乱

し
て

は
な

ら
な

い
。

又
、

借
地

等
を

行
い

仮
設

備
を

行
う

場
合

は
極

力
、

樹
木

の
伐

採
を

少
な

く
す

る
よ

う
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
２

．
工

事
車

輌
等

に
よ

る
粉

塵
の

発
生

を
防

止
す

る
と

共
に

、
河

川
や

工
事

区
域

外
に

土
砂

や
濁

水
が

流
出

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
施

工
に

努
め

る
こ

と
と

す
る

。
３

．
貴

重
動

植
物

に
工

事
現

場
で

遭
遇

又
は

発
見

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

左
記

に
同

じ
。

45
土

木
道

路
ダ

ム

１
．

○
○

島
の

希
少

な
動

植
物

に
対

す
る

対
応

１
）工

事
施

工
に

当
り

、
○

○
農

政
局

○
○

用
水

農
業

水
利

事
業

所
作

成
｢○

○
島

の
希

少
な

動
物

た
ち

｣に
掲

載
さ

れ
て

い
る

希
少

動
物

の
生

息
の

確
認

を
行

う
こ

と
。

特
に

鳥
類

の
繁

殖
期

に
は

注
意

し
、

動
植

物
を

採
取

し
た

り
し

な
い

。
２

）野
生

動
物

を
発

見
し

た
時

は
、

動
物

が
自

分
で

動
け

る
場

合
は

、
作

業
範

囲
外

に
移

動
す

る
ま

で
作

業
を

中
断

す
る

。
動

物
が

自
力

で
移

動
困

難
な

場
合

や
死

骸
を

発
見

し
た

場
合

は
、

作
業

を
中

断
し

、
監

督
職

員
に

連
絡

し
て

指
示

を
仰

ぐ
。

２
．

希
少

植
物

移
植

工
１

）移
植

対
象

と
な

る
木

本
・草

本
類

を
確

認
し

た
場

合
は

監
督

職
員

に
連

絡
。

２
）移

植
を

行
う

木
本

・草
本

類
は

シ
マ

カ
ナ

メ
モ

チ
、

タ
イ

ワ
ン

ル
リ

ミ
ノ

キ
。

３
）移

植
を

行
う

着
生

ラ
ン

は
ナ

ゴ
ラ

ン
、

カ
シ

ノ
キ

ラ
ン

、
フ

ウ
ラ

ン
、

ヘ
ツ

カ
ラ

ン
、

シ
コ

ウ
ラ

ン
、

ク
ス

ク
ス

ラ
ン

、
シ

シ
ン

ラ
ン

。

－

46
土

木
道

路
空

港

1
.　

「入
札

の
広

告
」、

[落
札

者
決

定
基

準
の

説
明

]の
中

で
簡

易
な

施
工

計
画

3項
目

の
内

の
1つ

に
以

下
記

載
。

評
価

項
目

：　
「
施

工
上

の
対

処
す

べ
き

技
術

的
所

見
」

求
め

る
内

容
：　

「周
辺

環
境

へ
の

配
慮

に
つ

い
て

」
具

体
的

内
容

：　
「
周

辺
環

境
へ

の
配

慮
に

つ
い

て
、

現
地

状
況

の
把

握
、

施
工

前
、

施
工

中
、

異
常

気
象

や
緊

急
時

の
対

応
に

関
す

る
技

術
的

所
見

（創
意

・工
夫

）
に

つ
い

て
記

述
す

る
。

－

47
土

木
道

路
橋

梁
上

部

特
記

仕
様

書
、

　
自

然
環

境
の

保
全

１
．

工
事

区
域

外
の

地
形

を
み

だ
り

に
乱

し
て

は
な

ら
な

い
。

又
、

借
地

等
を

行
い

仮
設

備
を

行
う

場
合

は
極

力
、

樹
木

の
伐

採
を

少
な

く
す

る
よ

う
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
２

．
工

事
車

輌
等

に
よ

る
粉

塵
の

発
生

を
防

止
す

る
と

共
に

、
河

川
や

工
事

区
域

外
に

土
砂

や
濁

水
が

流
出

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
施

工
に

努
め

る
こ

と
と

す
る

。
３

．
貴

重
動

植
物

に
工

事
現

場
で

遭
遇

又
は

発
見

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

左
記

に
同

じ
。

48
土

木
道

路
橋

梁
下

部

特
記

仕
様

書
本

工
事

に
お

い
て

、
現

場
内

に
貴

重
種

で
あ

る
ウ

ラ
ジ

ロ
ガ

シ
が

生
育

し
て

お
り

、
近

接
施

工
と

な
る

部
分

に
あ

た
っ

て
は

慎
重

に
施

工
す

る
も

の
と

す
る

。

－

49
土

木
道

路
橋

梁
下

部
仮

設
道

路
や

施
工

ヤ
ー

ド
の

配
置

は
そ

の
生

育
箇

所
を

避
け

た
所

で
検

討
す

る
こ

と
。

－

50
土

木
道

路
橋

梁

・
発

注
時

、
特

記
仕

様
書

記
載

事
項

　
昆

虫
類

等
、

貴
重

又
は

重
要

な
動

植
物

は
保

護
の

必
要

が
あ

る
た

め
、

発
見

の
際

は
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

を
行

い
、

そ
の

指
示

に
よ

り
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。

－
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51
土

木
道

路
橋

梁

・
発

注
時

、
特

記
仕

様
書

記
載

事
項

　
ウ

マ
ノ

ス
ズ

ク
サ

等
、

貴
重

又
は

重
要

な
動

植
物

は
保

護
の

必
要

が
あ

る
た

め
、

発
見

の
際

は
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

を
行

い
、

そ
の

指
示

に
よ

り
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。

－

52
土

木
道

路
橋

梁
－

希
少

植
物

（コ
ケ

類
）移

植
先

エ
リ

ア
の

保
護

（工
事

着
工

前
に

移
植

済
み

）、
立

ち
入

り
禁

止
等

53
土

木
道

路
橋

梁

特
記

仕
様

書
に

お
い

て
、

｢当
工

事
箇

所
に

は
、

稀
生

動
植

物
が

生
息

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
ら

の
動

植
物

に
工

事
に

よ
る

影
響

を
与

え
な

い
よ

う
に

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

」と
記

載
。

技
術

提
案

に
お

い
て

、
「施

工
前

や
施

工
中

に
は

調
査

を
実

施
し

て
現

状
把

握
し

、
必

要
に

応
じ

て
希

少
動

植
物

を
保

全
す

る
。

」事
を

提
案

。

－

54
土

木
道

路
橋

梁

特
別

仕
様

書
（
５

）環
境

対
策

２
）本

工
事

周
辺

に
は

、
希

少
動

植
物

等
が

生
息

、
生

育
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

以
下

の
内

容
に

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お

、
そ

れ
以

外
に

つ
い

て
も

施
工

前
に

監
督

職
員

が
指

示
す

る
場

合
が

あ
る

。
①

夜
間

の
照

明
を

設
置

す
る

場
合

は
、

集
光

性
ラ

ン
プ

及
び

ナ
ト

リ
ウ

ム
ラ

ン
プ

等
を

使
用

し
、

極
力

減
光

に
務

め
る

。
②

伐
開

し
た

樹
木

に
樹

洞
が

あ
る

場
合

は
、

ヤ
マ

ネ
等

の
生

息
を

調
査

し
こ

れ
を

確
認

し
た

場
合

は
、

搬
出

前
に

監
督

職
員

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
④

施
工

範
囲

外
の

樹
林

地
に

む
や

み
に

立
ち

入
ら

な
い

も
の

と
す

る
。

⑤
動

植
物

等
は

捕
獲

、
殺

傷
及

び
採

取
し

な
い

も
の

と
す

る
。

⑥
別

途
配

布
す

る
冊

子
に

示
す

動
物

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

そ
の

指
示

内
容

に
基

づ
く
も

の
と

す
る

。
⑦

ゴ
ミ

等
の

野
外

放
置

を
禁

止
（
カ

ラ
ス

対
策

）す
る

と
と

も
に

、
工

事
関

係
者

へ
の

環
境

保
全

教
育

を
徹

底
す

る
も

の
と

す
る

。

－

55
土

木
河

川
樋

門

－
1.

　
「特

記
仕

様
書

」に
以

下
記

載
。

「特
定

外
来

生
物

（植
物

）に
つ

い
て

」
『工

事
区

域
に

つ
い

て
、

事
前

に
特

定
外

来
生

物
（植

物
）の

生
育

に
つ

い
て

調
査

し
、

特
定

外
来

生
物

（植
物

）の
有

無
に

つ
い

て
、

監
督

職
員

へ
報

告
す

る
こ

と
。

工
事

区
域

内
に

特
定

外
来

生
物

（植
物

）が
有

り
、

「特
定

外
来

生
物

（植
物

）の
防

除
」

に
該

当
す

る
場

合
は

、
以

下
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
「防

除
」と

は
、

「採
取

又
は

処
分

、
被

害
防

止
措

置
」等

を
言

い
、

「防
除

」を
以

っ
て

、
法

の
禁

止
行

為
（飼

養
等

）が
除

外
さ

れ
る

。
防

除
の

方
法

は
、

①
一

般
廃

棄
物

処
分

場
へ

搬
出

、
②

育
つ

こ
と

が
出

来
な

い
状

態
と

し
て

処
分

（土
砂

20
cm

以
上

の
被

覆
に

よ
る

埋
め

立
て

、
焼

却
等

）、
④

刈
り

っ
ぱ

な
し

の
除

草
、

⑤
繁

殖
地

が
拡

大
し

な
い

範
囲

で
の

す
き

取
り

土
の

緑
化

再
利

用
等

に
よ

り
実

施
す

る
も

の
と

し
、

監
督

職
員

と
協

議
し

指
示

に
よ

る
こ

と
。

』
種

名
：オ

オ
キ

ン
ケ

イ
ギ

ク
、

オ
オ

ハ
ン

ゴ
ン

ソ
ウ

、
ナ

ル
ト

サ
ワ

ギ
ク

、
ア

レ
チ

ウ
リ

、
オ

オ
カ

ワ
ヂ

シ
ャ

、
ナ

ガ
エ

ツ
ル

ノ
ゲ

イ
ト

ウ
、

ブ
ラ

ジ
ル

チ
ド

メ
グ

サ
、

ボ
タ

ン
ウ

キ
ク

サ
、

ア
ゾ

ル
ラ

・ク
リ

ス
タ

ー
タ

、
ミ

ズ
ヒ

マ
ワ

リ
、

オ
オ

フ
サ

モ
、

ス
パ

ル
テ

ィ
ナ

・ア
ン

グ
リ

カ
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56
土

木
河

川
農

地

－
保

全
対

象
種

に
つ

い
て

（ウ
ナ

ギ
、

ヤ
リ

タ
ナ

ゴ
、

カ
ネ

ヒ
ラ

、
カ

ゼ
ト

ゲ
タ

ナ
ゴ

、
セ

ボ
シ

タ
ビ

ラ
、

ニ
ッ

ポ
ン

バ
ラ

タ
ナ

ゴ
、

メ
ダ

カ
、

ナ
マ

ズ
、

ト
ウ

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
、

ミ
ズ

ゴ
マ

ツ
ボ

、
ク

ル
マ

ヒ
ラ

マ
キ

ガ
イ

、
ド

ブ
ガ

イ
、

ト
ン

ガ
リ

サ
サ

ノ
ハ

ガ
イ

、
イ

シ
ガ

イ
、

ベ
ン

ケ
イ

ガ
ニ

、
ト

ン
ボ

類
、

ク
サ

ガ
メ

、
ス

ッ
ポ

ン
）

１
）周

辺
環

境
へ

の
配

慮
・工

事
で

使
用

す
る

重
機

は
、

低
騒

音
型

、
低

振
動

型
、

排
出

ガ
ス

対
策

型
の

も
の

と
す

る
。

・散
水

を
行

う
等

に
よ

り
、

砂
塵

対
策

を
行

う
も

の
と

す
る

。
2）

水
質

保
全

に
対

す
る

配
慮

・工
事

中
の

土
砂

、
濁

水
を

抑
制

す
る

た
め

、
濁

水
流

出
防

止
対

策
を

行
う

も
の

と
す

る
。

3）
廃

棄
物

の
低

減
に

対
す

る
配

慮
・コ

ス
ト

縮
減

と
な

る
リ

サ
イ

ク
ル

方
法

を
検

討
し

、
再

資
源

化
、

縮
減

に
努

め
る

。
・建

設
発

生
土

等
は

、
で

き
る

限
り

現
場

内
で

再
利

用
す

る
も

の
と

す
る

。

"特
定

外
来

種
に

つ
い

て
（オ

オ
ク

チ
バ

ス
、

ブ
ル

ー
ギ

ル
、

カ
ダ

ヤ
シ

、
ウ

シ
ガ

エ
ル

、
ア

レ
チ

ウ
リ

、
ブ

ラ
ジ

ル
チ

ド
メ

グ
サ

、
ミ

ズ
ヒ

マ
ワ

リ
、

ボ
タ

ン
ウ

キ
ク

サ
）

特
定

外
来

生
物

の
防

除
に

つ
い

て
魚

　
類

：
そ

の
場

で
殺

処
分

せ
ず

捕
獲

し
た

個
体

に
つ

い
て

は
、

防
除

実
施

者
の

責
任

の
下

、
焼

却
、

埋
却

、
飼

肥
料

へ
の

加
工

等
適

切
に

処
分

す
る

も
の

と
す

る
。

（抜
粋

）
両

生
類

：
捕

獲
個

体
は

防
除

実
施

者
の

責
任

の
下

、
適

切
に

処
分

す
る

こ
と

と
し

、
従

事
者

等
に

よ
る

個
人

的
な

持
ち

帰
り

及
び

野
外

へ
の

放
置

の
な

い
も

の
と

す
る

。
（抜

粋
）

植
　

物
：

採
取

等
（採

取
し

、
又

は
枯

死
さ

せ
る

こ
と

を
い

う
。

）し
た

個
体

は
防

除
実

施
者

の
責

任
の

下
、

運
搬

又
は

保
管

時
に

逸
出

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
適

切
に

処
分

す
る

こ
と

と
し

、
従

事
者

等
に

よ
る

個
人

的
な

持
ち

帰
り

及
び

野
外

へ
の

放
置

の
な

い
も

の
と

す
る

。
（抜

粋
）

57
土

木
河

川
ト

ン
ネ

ル

－
モ

リ
ア

ブ
ラ

コ
ウ

モ
リ

が
○

○
ダ

ム
付

近
に

生
息

し
て

い
る

。
ト

ン
ネ

ル
完

成
後

ト
ン

ネ
ル

内
に

コ
ウ

モ
リ

が
生

息
で

き
る

環
境

が
出

来
な

い
か

要
求

さ
れ

た
。

ベ
ニ

モ
ン

マ
ダ

ラ
が

工
事

用
道

路
入

口
の

木
に

生
息

し
て

い
る

。
伐

採
等

を
行

わ
な

い
こ

と
。

ア
ツ

モ
リ

ソ
ウ

が
工

事
用

道
路

付
近

に
繁

殖
し

て
い

る
の

で
、

工
事

用
道

路
除

草
時

注
意

す
る

よ
う

要
求

さ
れ

た
。

58
土

木
河

川
ト

ン
ネ

ル

・
周

辺
の

対
象

生
物

の
保

全
の

必
要

性
を

鑑
み

、
発

注
者

が
別

途
実

施
す

る
環

境
調

査
に

お
け

る
生

息
・繁

殖
状

況
に

よ
っ

て
は

、
工

事
工

程
等

を
変

更
す

る
場

合
が

あ
る

。
・
工

事
現

場
内

外
に

生
息

す
る

動
植

物
を

み
だ

り
に

捕
獲

・採
取

し
て

は
な

ら
な

い
。

・工
事

受
注

後
、

施
工

者
と

し
て

自
主

的
に

生
態

系
へ

の
配

慮
に

つ
い

て
、

発
注

者
か

ら
の

指
示

も
あ

り
工

事
従

事
者

へ
の

教
育

を
お

こ
な

っ
た

。

59
土

木
河

川
導

水
管

特
記

仕
様

書
請

負
者

は
、

本
工

事
の

施
工

中
、

○
○

ダ
ム

工
事

事
務

所
編

集
「貴

重
動

植
物

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」を
常

に
携

帯
し

、
当

該
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

記
載

さ
れ

て
い

る
貴

重
動

植
物

に
遭

遇
し

た
場

合
は

、
貴

重
種

発
見

報
告

書
に

よ
り

、
速

や
か

に
監

督
職

員
に

報
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

－

60
土

木
河

川
頭

首
工

濁
水

処
理

対
策

：
・
本

工
事

の
施

工
に

伴
い

発
生

す
る

汚
濁

水
は

、
汚

濁
水

拡
散

防
止

フ
ェ

ン
ス

及
び

濁
水

処
理

設
備

に
よ

り
適

切
な

処
理

を
行

い
、

河
川

へ
の

流
出

防
止

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

保
全

対
策

：
・
河

川
内

工
事

の
施

工
に

当
た

り
、

締
切

内
に

取
り

残
さ

れ
た

魚
類

等
の

水
性

生
物

に
つ

い
て

は
、

タ
モ

網
等

で
採

捕
し

速
や

か
に

河
川

に
放

流
す

る
も

の
と

す
る

。

－

61
土

木
河

川
堤

防

－
環

境
省

の
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

で
準

絶
滅

危
惧

種
（N

T
)に

指
定

さ
れ

て
い

る
ウ

ミ
ホ

ソ
チ

ビ
ゴ

ミ
ム

シ
が

現
場

の
下

流
側

近
く

で
生

息
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

河
口

付
近

の
生

息
環

境
変

化
に

よ
り

絶
滅

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
濁

水
管

理
の

徹
底

と
近

く
に

む
や

み
に

立
ち

入
ら

な
い

よ
う

要
求

さ
れ

た
。

ま
た

、
河

口
付

近
は

シ
ラ

ス
ウ

ナ
ギ

の
漁

場
（１

２
月

～
３

月
）に

な
っ

て
お

り
、

濁
水

管
理

、
振

動
騒

音
管

理
を

求
め

ら
れ

た
。

現
場

で
は

水
質

観
測

と
し

て
pH

、
濁

度
、

透
明

度
を

測
定

す
る

と
と

も
に

、
水

際
で

の
振

動
、

騒
音

調
査

を
実

施
し

な
が

ら
作

業
を

実
施

し
た

。
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62
土

木
河

川
調

整
池

当
工

事
付

近
は

、
○

○
県

立
自

然
公

園
指

定
地

域
で

あ
り

、
動

植
物

類
（タ

コ
ノ

ア
シ

、
ア

カ
ガ

エ
ル

等
）の

生
息

が
想

定
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

本
工

事
に

て
移

植
池

を
造

成
し

移
植

を
行

う
。

ダ
ム

の
完

成
に

伴
い

水
没

す
る

タ
コ

ノ
ア

シ
の

保
全

　
仮

移
植

池
に

て
約

1年
間

タ
コ

ノ
ア

シ
を

保
護

　
堤

体
完

成
後

に
移

植
池

を
造

成
し

、
タ

コ
ノ

ア
シ

の
株

（根
）と

種
子

を
移

植

63
土

木
河

川
ダ

ム

受
注

時
特

記
仕

様
書

（
環

境
影

響
評

価
法

に
つ

い
て

）
（
第

２
１

条
）　

○
○

川
総

合
開

発
事

業
環

境
影

響
評

価
書

を
遵

守
す

る
こ

と
。

≪
○

○
川

総
合

開
発

事
業

環
境

影
響

評
価

書
よ

り
≫

　
抜

粋
【
植

物
へ

の
環

境
保

全
措

置
】

a)
 土

地
の

改
変

に
よ

る
生

育
地

の
改

変
予

測
及

び
評

価
の

結
果

、
事

業
の

実
施

に
よ

る
環

境
影

響
の

程
度

が
極

め
て

小
さ

い
と

は
判

断
さ

れ
な

い
こ

と
か

ら
、

以
下

に
示

す
と

お
り

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

。
i)
 重

要
な

種
の

移
植

　
 改

変
区

域
内

の
生

育
個

体
が

消
失

す
る

６
種

（
ｼ
ﾏ
ｶ
ﾅ

ﾒﾓ
ﾁ
等

）に
つ

い
て

、
工

事
着

工
前

に
生

育
環

境
に

適
し

た
土

地
へ

移
植

す
る

。
ii)

 造
成

工
事

に
伴

う
伐

採
時

に
は

、
残

存
樹

林
に

テ
ー

プ
等

を
張

る
な

ど
し

て
、

施
工

区
域

と
残

存
樹

林
区

域
を

明
確

に
し

、
無

用
な

伐
採

に
伴

う
植

生
の

消
失

を
防

止
す

る
。

iii
) 

残
存

植
生

へ
の

損
傷

を
防

ぐ
た

め
、

資
材

置
場

や
機

材
運

搬
経

路
に

は
十

分
配

慮
す

る
。

ま
た

、
作

業
員

等
の

無
用

な
立

ち
入

り
の

制
限

を
行

う
。

iv
) 

造
成

施
工

区
と

残
存

緑
地

の
境

界
に

は
、

土
砂

流
出

防
止

柵
等

を
設

置
し

、
緑

地
へ

の
土

砂
流

出
を

防
ぐ

。

－

64
土

木
河

川
ダ

ム

発
注

者
標

準
案

1
.｢

ダ
ム

周
辺

の
重

要
な

動
植

物
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
｣を

作
業

員
が

携
帯

し
重

要
種

の
保

護
に

努
め

る
。

2
.ダ

ム
土

工
、

堤
体

工
等

で
使

用
す

る
仮

設
備

に
、

動
植

物
が

警
戒

し
な

い
よ

う
に

、
動

物
が

警
戒

し
な

い
よ

う
な

配
色

の
採

用
。

3
.照

明
設

備
は

、
必

要
な

時
間

帯
及

び
範

囲
の

み
を

照
ら

し
、

周
辺

の
山

林
等

に
光

が
漏

れ
な

い
よ

う
に

配
慮

。

・サ
シ

バ
営

巣
時

の
作

業
の

一
時

中
止

。

65
土

木
河

川
ダ

ム

県
が

事
前

に
実

施
し

た
環

境
調

査
お

よ
び

環
境

評
価

報
告

書
に

お
い

て
、

当
該

施
工

区
域

に
お

い
て

、
貴

重
種

と
し

て
「カ

ス
ミ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
」と

「
イ

モ
リ

（
ア

カ
ハ

ラ
イ

モ
リ

）」
の

生
息

が
確

認
さ

れ
、

工
事

中
な

ら
び

に
ダ

ム
竣

工
後

に
お

い
て

、
そ

れ
ら

の
保

全
対

策
が

必
要

で
あ

る
と

の
報

告
書

が
発

行
さ

れ
て

い
る

。
と

く
に

、
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

や
イ

モ
リ

に
つ

い
て

は
、

施
工

区
域

外
に

ビ
オ

ト
ー

プ
な

ど
を

つ
く
っ

て
、

保
全

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
な

ど
を

具
体

的
な

提
案

が
示

さ
れ

て
い

る
。

－
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66
土

木
河

川
ダ

ム

自
然

環
境

へ
の

配
慮

（
周

辺
自

然
環

境
へ

の
影

響
軽

減
対

策
）

工
事

の
施

工
に

伴
う

周
辺

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
対

策
に

つ
い

て
、

現
場

条
件

等
を

踏
ま

え
た

効
果

的
で

実
現

可
能

な
施

工
方

法
を

創
意

工
夫

を
も

っ
て

提
案

し
て

い
る

場
合

に
、

そ
の

内
容

に
応

じ
て

評
価

す
る

。
設

計
図

書
に

示
す

も
の

と
同

等
以

上
の

効
果

の
あ

る
施

工
方

法
で

あ
る

こ
と

。
提

案
内

容
は

具
体

的
か

つ
適

切
で

あ
る

こ
と

。
現

地
調

査
等

で
以

下
の

種
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

（
基

本
設

計
会

議
資

料
作

成
業

務
報

告
書

 H
22

年
3月

環
境

部
会

に
関

す
る

報
告

 よ
り

）
・
植

物
相

：1
25

科
69

4種
確

認
。

貴
重

種
は

、
ヒ

ナ
ノ

シ
ャ

ク
ジ

ョ
ウ

、
キ

ン
ラ

ン
、

ミ
ズ

ニ
ラ

、
ミ

ズ
ワ

ラ
ビ

、
タ

ウ
コ

ギ
等

9
種

確
認

。
・
付

着
藻

類
：
貴

重
種

、
ア

シ
ツ

キ
を

確
認

。
・
哺

乳
類

：6
目

8科
9種

確
認

。
・
爬

虫
類

：2
目

6科
7種

確
認

。
貴

重
種

は
イ

シ
ガ

メ
を

確
認

。
・
両

生
類

：2
目

4科
9種

を
確

認
。

貴
重

種
は

、
ヤ

マ
ア

カ
ガ

エ
ル

、
モ

リ
ア

オ
ガ

エ
ル

、
イ

モ
リ

等
6種

を
確

認
。

・
鳥

類
：8

目
18

科
36

種
確

認
。

貴
重

種
は

、
サ

シ
バ

、
ハ

チ
ク

マ
、

オ
オ

タ
カ

、
ア

オ
ゲ

ラ
、

ア
オ

ジ
等

10
種

を
確

認
。

・
昆

虫
類

：1
8目

1
67

科
45

4
種

確
認

。
貴

重
種

は
コ

オ
イ

ム
シ

、
ヤ

ス
マ

ツ
ト

ビ
ナ

ナ
フ

シ
、

等
5種

確
認

。
・
魚

類
：4

目
5科

1
1種

確
認

。
貴

重
種

は
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ナ

ガ
レ

ホ
ト

ケ
ド

ジ
ョ

ウ
、

カ
ジ

カ
、

ア
カ

ザ
の

4種
確

認
。

・
底

生
生

物
：
18

目
65

科
1
58

種
確

認
。

貴
重

種
は

、
コ

オ
イ

ム
シ

、
コ

エ
グ

リ
ト

ビ
ケ

ラ
、

ゲ
ン

ジ
ホ

タ
ル

の
3種

確
認

。
注

目
種

は
、

サ
シ

バ
、

ヒ
ナ

ノ
シ

ャ
ク

ジ
ョ

ウ
、

キ
ン

ラ
ン

、
ミ

ズ
ニ

ラ
、

ミ
ズ

ワ
ラ

ビ
、

タ
ウ

コ
ギ

な
ど

。

－

67
土

木
河

川
ダ

ム

自
然

環
境

へ
の

配
慮

（
周

辺
自

然
環

境
へ

の
影

響
軽

減
対

策
）

工
事

の
施

工
に

伴
う

周
辺

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
軽

減
す

る
対

策
に

つ
い

て
、

現
場

条
件

等
を

踏
ま

え
た

効
果

的
で

実
現

可
能

な
施

工
方

法
を

創
意

工
夫

を
も

っ
て

提
案

し
て

い
る

場
合

に
、

そ
の

内
容

に
応

じ
て

評
価

す
る

。
現

地
調

査
等

で
以

下
の

種
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

（
基

本
設

計
会

議
資

料
作

成
業

務
報

告
書

 H
21

年
3月

環
境

部
会

資
料

 よ
り

）
・
植

物
群

落
：
42

区
分

を
確

認
。

重
要

な
群

落
と

し
て

塩
基

性
岩

地
植

物
群

落
を

抽
出

。
・
植

物
相

：1
43

科
90

4種
確

認
。

重
要

種
と

し
て

、
キ

ク
ガ

ラ
ク

サ
、

オ
オ

ヒ
ナ

ノ
ウ

ス
ツ

ボ
、

ギ
ン

ラ
ン

な
ど

34
科

5
6種

を
抽

出
。

・
付

着
藻

類
：
8目

14
科

10
0種

確
認

。
重

要
種

は
特

に
な

し
。

・
哺

乳
類

：5
目

9科
12

種
確

認
。

重
要

種
と

し
て

ア
ナ

グ
マ

を
抽

出
。

・
爬

虫
類

：2
目

5科
11

種
確

認
。

重
要

種
と

し
て

、
イ

シ
ガ

メ
な

ど
2目

2科
4種

を
抽

出
。

・
両

生
類

：2
目

5科
13

種
を

確
認

。
重

要
種

と
し

て
、

ツ
チ

ガ
エ

ル
、

カ
ジ

カ
ガ

エ
ル

な
ど

2目
4科

9種
を

抽
出

。
・
鳥

類
（一

般
）：

1
4目

3
4科

87
種

確
認

。
重

要
種

と
し

て
、

カ
ワ

セ
ミ

、
カ

ワ
ガ

ラ
ス

な
ど

11
目

19
科

36
種

を
抽

出
。

・
鳥

類
（猛

禽
類

）：
1目

2科
8種

確
認

。
重

要
種

と
し

て
サ

シ
バ

な
ど

1目
2科

7種
を

抽
出

。
・
陸

上
昆

虫
類

：
18

目
17

0
科

84
9種

確
認

。
重

要
種

と
し

て
、

ミ
ヤ

マ
サ

ナ
エ

、
ヒ

メ
サ

ナ
エ

な
ど

5目
18

科
24

種
を

抽
出

。
・
魚

類
：6

目
12

科
36

種
確

認
。

重
要

種
と

し
て

、
ウ

ナ
ギ

、
ヤ

リ
タ

ナ
ゴ

、
ア

カ
ザ

、
オ

ヤ
ニ

ラ
ミ

な
ど

6目
7科

13
種

を
抽

出
。

・
底

生
動

物
：
24

目
92

科
2
37

種
確

認
。

重
要

種
と

し
て

、
ヒ

メ
サ

ナ
エ

な
ど

7目
10

科
12

種
を

抽
出

。

－

68
土

木
河

川
ダ

ム

ダ
ム

周
辺

動
植

物
の

保
全

に
対

す
る

配
慮

に
つ

い
て

の
提

案
・
ダ

ム
本

体
工

事
に

際
し

て
、

ダ
ム

周
辺

動
植

物
保

全
に

対
し

て
の

留
意

す
べ

き
点

及
び

工
夫

す
べ

き
点

を
求

め
る

。

－

資料-2

資-42



N
o.

建
築

土
木

事
業

分
野

構
築

物
要

求
事

項
（入

札
時

）
要

求
事

項
（受

注
後

）

69
土

木
河

川
ダ

ム

下
記

の
希

少
動

植
物

を
現

場
内

で
発

見
し

た
ら

、
ダ

ム
建

設
所

に
文

書
で

報
告

す
る

。
[哺

乳
類

]　
ｺ
ｷ

ｸ
ｶ
ﾞｼ

ﾗ
ｺ
ｳ

ﾓ
ﾘ
、

ｶ
ﾔ

ﾈ
ｽ

ﾞﾐ
、

ｱ
ﾅ

ｸ
ﾞﾏ

[両
生

類
]　

ﾌ
ﾟﾁ

ｻ
ﾝ
ｼ
ｮｳ

ｳ
ｵ

、
ﾆ
ﾎ

ﾝ
ﾋ
ｷ

ｶ
ﾞｴ

ﾙ
、

ﾄﾉ
ｻ

ﾏ
ｶ
ﾞｴ

ﾙ
[鳥

類
]　

ｵ
ｵ

ﾀ
ｶ
、

ﾂ
ﾐ、

ｻ
ｼ
ﾊ

ﾞ、
ﾔ

ﾏ
ﾄﾞ

ﾘ
、

ﾋ
ｸ
ｲ
ﾅ

、
ﾌ
ｸ
ﾛ
ｳ

、
ﾔ

ﾏ
ｾ

ﾐ、
ｻ

ﾝ
ｼ
ｮｳ

ｸ
ｲ
、

ﾎ
ｵ

ｱ
ｶ

[昆
虫

類
]　

ﾑ
ｶ
ｼ
ﾄﾝ

ﾎ
ﾞ、

ﾍ
ﾞﾆ

ﾂ
ﾁ
ｶ
ﾒﾑ

ｼ
、

ｵ
ｵ

ﾑ
ﾗ
ｻ

ｷ
、

ﾂ
ﾏ
ｸ
ﾞﾛ

ｷ
ﾁ
ｮｳ

、
ｸ
ﾛ
ﾊ

ﾞﾈ
ﾂ
ﾘ
ｱ

ﾌ
ﾞ、

ｱ
ｶ
ﾏ
ﾀ
ﾞﾗ

ｾ
ﾝ
ﾁ
ｺ
ｶ
ﾞﾈ

、
ﾋ
ﾒ
ﾎ

ﾀ
ﾙ

、
ｽ

ﾈ
ｹ

ﾌ
ﾞｶ

ﾋ
ﾛ
ｺ
ﾊ

ﾞﾈ
ｶ
ﾐｷ

ﾘ
、

ﾊ
ﾘ
ﾓ
ﾝ
ﾊ

ﾅ
ﾊ

ﾞﾁ
[種

子
植

物
]　

ｵ
ｵ

ﾋ
ﾒﾜ

ﾗ
ﾋ
ﾞﾓ

ﾄﾞ
ｷ

、
ｲ
ﾜ
ﾔ

ﾅ
ｷ

ﾞｼ
ﾀ
ﾞ、

ﾎ
ﾛ
ﾎ

ﾛ
ﾉｷ

、
ｵ

ｵ
ﾊ

ﾞﾔ
ﾄﾞ

ﾘ
ｷ

ﾞ、
ﾔ

ﾅ
ｷ

ﾞｲ
ﾉ
ｺ
ｽ

ﾁ
、

ｷ
ﾞﾝ

ﾊ
ﾞｿ

ｳ
、

そ
の

他
ﾗ
ﾝ

[蘚
苔

類
]　

ｶ
ﾋ
ﾞｺ

ﾞｹ

－

70
土

木
河

川
ダ

ム

特
記

仕
様

書
に

お
い

て
、

保
護

す
べ

き
貴

重
種

と
し

て
明

記
さ

れ
て

い
る

の
は

「ク
マ

タ
カ

」で
あ

る
。

詳
細

は
、

「○
○

ダ
ム

環
境

保
全

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」に
従

い
工

事
を

進
め

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

そ
の

他
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
中

で
工

事
を

進
め

て
行

く
な

か
で

配
慮

す
る

よ
う

求
め

ら
れ

て
い

る
重

要
種

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
植

物
・
カ

ラ
ク

サ
シ

ダ
、

ヒ
ロ

ハ
ヤ

ブ
ソ

テ
ツ

、
イ

ワ
ヤ

シ
ダ

、
ヒ

ヨ
ク

ソ
ウ

、
イ

ブ
キ

ト
リ

カ
ブ

ト
、

ト
ウ

サ
サ

ク
サ

、
ミ

ヤ
マ

ジ
ュ

ズ
ス

ゲ
　

な
ど

１
０

種
動

物
・
哺

乳
類

：　
ジ

ネ
ズ

ミ
、

キ
ク

ガ
シ

ラ
コ

ウ
モ

リ
、

ニ
ホ

ン
リ

ス
、

ツ
キ

ノ
ワ

グ
マ

・
鳥

類
：　

ク
マ

タ
カ

・
両

生
類

、
爬

虫
類

：　
オ

オ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

、
イ

モ
リ

、
タ

ゴ
ガ

エ
ル

、
シ

ュ
レ

ー
ゲ

ル
ア

オ
ガ

エ
ル

、
モ

リ
ア

オ
ガ

エ
ル

、
カ

ジ
カ

ガ
エ

ル
・
魚

類
：　

ア
マ

ゴ
、

ド
ジ

ョ
ウ

、
ホ

ト
ケ

ド
ジ

ョ
ウ

、
カ

ジ
カ

・
昆

虫
類

：　
ム

カ
シ

ト
ン

ボ
、

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

、
ミ

ヤ
マ

チ
ャ

バ
ネ

セ
セ

リ
、

ツ
マ

グ
ロ

キ
チ

ョ
ウ

・
底

生
動

物
：
　

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

、
ア

オ
ハ

ダ
ト

ン
ボ

、
ム

カ
シ

ト
ン

ボ
、

オ
ジ

ロ
サ

ナ
エ

、
ヒ

メ
サ

ナ
エ

－

71
土

木
河

川
ダ

ム
○

○
県

の
絶

滅
危

惧
種

が
指

定
さ

れ
、

発
注

者
発

行
の

環
境

保
全

手
帳

（植
物

編
、

動
物

編
）に

よ
り

保
全

種
が

あ
る

。
保

全
種

を
発

見
し

た
場

合
は

速
や

か
に

報
告

し
指

定
さ

れ
た

場
所

に
保

全
す

る
。

－

72
土

木
河

川
ダ

ム

(1
) 

環
境

へ
の

配
慮

・
当

工
事

は
「
環

境
配

慮
指

針
」
の

適
用

工
事

と
す

る
。

な
お

、
環

境
影

響
評

価
に

基
づ

く
配

慮
事

項
に

つ
い

て
は

、
特

記
仕

様
書

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
(2

) 
大

気
へ

の
配

慮
・
建

設
機

械
･設

備
等

は
、

排
出

ガ
ス

対
策

型
建

設
機

械
の

使
用

を
原

則
と

す
る

。
(3

) 
排

水
へ

の
対

応
・
本

工
事

施
工

に
伴

う
排

水
は

、
沈

殿
処

理
･Ｐ

h 
管

理
等

の
各

法
令

を
守

り
、

自
然

環
境

等
へ

悪
影

響
を

及
ぼ

す
事

の
な

い
よ

う
適

正
に

処
理

し
、

特
に

指
示

の
あ

る
場

合
を

除
き

近
傍

の
公

共
用

水
域

又
は

排
水

路
等

に
排

水
す

る
。

ま
た

、
排

水
路

等
は

、
常

に
適

切
な

維
持

管
理

を
行

い
、

従
前

の
機

能
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。
対

策
項

目
 処

理
施

設
 処

理
条

件
 特

記
事

項
　

濁
水

対
策

 濁
水

処
理

プ
ラ

ン
ト

S
 S

： 
2 

5 
m

 g
 /

 ℓ
、

P
 h

 ：
6
 .
 5

 ～
 8

 .
 5

設
計

図
書

、
特

記
仕

様
書

に
よ

る
。

湧
水

対
策

 排
水

ポ
ン

プ
 ダ

ム
基

礎
岩

盤
に

影
響

を
与

え
な

い
よ

う
、

速
や

か
に

排
水

処
理

す
る

掘
削

区
域

付
近

に
ツ

メ
レ

ン
ゲ

が
自

生
。

（発
注

者
に

よ
る

移
植

）
残

土
処

分
場

付
近

に
ク

マ
タ

カ
が

営
巣

。
（作

業
場

所
、

作
業

期
間

の
制

限
）
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73
土

木
河

川
送

水
路

(総
合

評
価

方
式

に
お

け
る

）環
境

の
維

持
に

関
す

る
特

別
な

施
工

計
画

環
境

維
持

に
関

す
る

特
別

な
施

工
計

画
に

対
す

る
技

術
的

所
見

の
作

成
に

当
た

っ
て

は
、

下
記

の
標

準
記

載
項

目
に

対
し

て
作

成
す

る
。

 〔
環

境
の

維
持

に
関

す
る

事
項

〕
１

．
計

画
路

線
の

高
水

敷
・低

水
敷

に
は

、
ケ

シ
ョ

ウ
ヤ

ナ
ギ

（Ｒ
Ｄ

Ｂ
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）や

、
低

水
路

に
は

エ
ゾ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
（留

意
種

）が
生

息
し

て
お

り
、

工
事

期
間

や
施

工
方

法
に

十
分

な
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

２
．

横
断

す
る

○
○

川
は

、
水

質
が

良
く
、

計
画

路
線

下
流

に
上

下
水

道
の

水
源

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

泥
水

処
理

や
滑

剤
使

用
量

に
十

分
な

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。

－

74
土

木
河

川
水

門

二
級

河
川

○
○

川
で

は
、

豊
か

な
自

然
環

境
の

も
と

、
多

く
の

動
植

物
が

生
息

し
て

い
る

。
工

事
箇

所
周

辺
で

は
、

冬
か

ら
春

に
か

け
、

シ
ロ

ウ
オ

(絶
滅

危
惧

種
１

A
類

）の
遡

上
及

び
降

下
が

行
わ

れ
る

ほ
か

、
直

上
流

に
あ

る
干

潟
に

お
い

て
は

、
チ

ワ
ラ

ス
ボ

（絶
滅

危
惧

種
Ⅱ

類
）の

生
息

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
本

工
事

に
お

い
て

は
、

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ

ﾄ打
設

・養
生

時
の

放
流

水
及

び
締

切
矢

板
撤

去
時

の
水

質
汚

濁
に

対
し

、
十

分
な

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。

施
工

時
に

お
け

る
河

川
へ

の
影

響
を

低
減

す
る

た
め

、
水

質
監

視
基

準
を

設
定

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
す

る
。

測
定

箇
所

及
び

水
質

監
視

基
準

の
設

定
に

当
っ

て
は

、
有

識
者

の
意

見
を

聴
取

す
る

こ
と

。

75
土

木
河

川
取

水
施

設

－
[魚

類
]

コ
イ

目
、

コ
イ

科
、

カ
マ

ツ
カ

亜
科

、
カ

マ
ツ

カ
は

、
○

○
県

の
河

川
に

多
く
生

息
し

て
い

た
が

、
近

年
、

急
速

に
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

工
事

中
に

発
見

し
た

場
合

は
、

連
絡

を
し

て
下

さ
い

。
[水

生
植

物
]

○
○

川
水

系
で

は
、

ア
ユ

が
放

流
さ

れ
て

お
り

、
苔

を
餌

と
し

て
成

長
す

る
こ

と
か

ら
、

工
事

範
囲

を
最

小
限

に
留

め
河

川
内

の
改

変
状

態
を

短
期

間
で

施
工

す
る

。

76
土

木
河

川
取

水
施

設

本
工

事
は

、
総

合
評

価
落

札
方

式
に

よ
る

技
術

提
案

型
で

あ
り

、
技

術
課

題
に

ワ
ン

ド
に

対
す

る
自

然
保

護
対

策
が

含
ま

れ
た

。
課

題
項

目
は

、
「河

川
生

物
(魚

類
、

貝
類

、
底

生
生

物
等

)の
保

全
に

関
す

る
創

意
工

夫
」で

あ
っ

た
。

【
補

足
】

○
○

川
流

域
に

は
、

貝
類

、
底

生
動

物
が

多
数

生
息

す
る

自
然

環
境

豊
か

な
”ワ

ン
ド

”と
呼

ば
れ

る
箇

所
が

多
く
存

在
す

る
。

本
工

事
で

新
設

す
る

浄
水

場
の

取
水

施
設

が
ワ

ン
ド

に
位

置
し

、
○

○
お

よ
び

環
境

省
の

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

に
登

録
さ

れ
て

い
る

貴
重

種
を

は
じ

め
と

す
る

多
く
の

魚
類

、
貝

類
、

底
生

生
物

等
の

河
川

生
物

が
生

息
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

環
境

保
全

対
策

が
必

要
と

な
っ

た
。

学
識

者
等

で
構

成
す

る
○

○
川

環
境

委
員

会
と

の
協

議
・調

整
。

77
土

木
河

川
護

岸

施
工

条
件

の
明

示
工

程
関

係
・
 産

卵
時

期
の

施
工

は
避

け
る

こ
と

。
　

公
害

対
策

関
係

　
・ 

河
川

の
汚

濁
防

止
に

努
め

る
こ

と
。

特
記

仕
様

書
（
適

用
等

）　
「○

○
流

域
水

循
環

健
全

化
計

画
（長

期
計

画
）
」及

び
発

注
者

の
示

す
方

針
に

従
い

、
良

好
な

施
工

に
努

め
る

こ
と

。
（
浚

渫
）　

余
水

に
よ

る
河

川
の

汚
濁

防
止

の
た

め
、

処
理

方
法

を
十

分
検

討
し

、
施

工
す

る
こ

と
。

緩
傾

斜
湖

岸
の

良
好

な
形

成
が

出
来

る
よ

う
施

工
方

法
に

十
分

配
慮

す
る

こ
と

。
（
仮

設
工

）　
汚

濁
防

止
フ

ェ
ン

ス
を

設
置

す
る

な
ど

し
、

河
川

の
汚

濁
防

止
に

努
め

る
こ

と
。

・○
○

漁
業

協
同

組
合

と
の

打
合

せ
を

行
い

、
稚

魚
の

養
殖

時
期

前
に

浚
渫

を
完

了
す

る
こ

と
。

・湖
水

の
汚

濁
管

理
を

十
分

行
う

こ
と

。
・浚

渫
土

に
よ

る
植

生
帯

の
形

成
に

つ
い

て
、

植
生

帯
と

し
て

適
し

た
（水

草
が

生
え

て
く
る

）基
準

高
及

び
緩

傾
斜

を
も

っ
て

排
土

、
敷

き
均

し
す

る
こ

と
。

78
土

木
河

川
護

岸

特
定

外
来

生
物

の
取

扱
い

(1
)本

契
約

の
履

行
場

所
に

お
い

て
、

オ
オ

キ
ン

ケ
イ

ギ
ク

、
オ

オ
ハ

ン
ゴ

ン
ソ

ウ
、

ナ
ル

ト
サ

ワ
ギ

ク
、

ア
レ

チ
ウ

リ
、

オ
オ

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
、

ミ
ズ

ヒ
マ

ワ
リ

、
オ

オ
フ

サ
モ

（「
特

定
外

来
生

物
に

よ
る

生
態

系
等

に
係

る
被

害
の

防
止

に
関

す
る

法
律

」に
よ

り
指

定
す

る
植

物
の

う
ち

、
○

○
が

防
除

の
申

請
を

行
い

確
認

を
受

け
た

種
を

い
う

。
）が

含
ま

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

場
合

に
は

、
放

置
乾

燥
、

焼
却

等
を

行
い

適
切

に
処

分
す

る
。

な
お

、
運

搬
に

当
た

っ
て

は
、

可
能

な
限

り
距

離
が

短
く
な

る
よ

う
努

め
る

（一
般

廃
棄

場
へ

の
運

搬
や

リ
サ

イ
ク

ル
の

取
組

み
と

し
て

運
搬

す
る

場
合

等
も

含
む

）
。

－
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79
土

木
河

川
橋

梁
上

部

技
術

提
案

評
価

項
目

環
境

対
策

：ホ
タ

ル
の

生
息

地
で

あ
る

○
○

川
へ

の
環

境
対

策
○

○
川

は
ゲ

ン
ジ

ボ
タ

ル
の

生
息

地
と

し
て

有
名

な
河

川
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

橋
梁

上
部

工
の

施
工

に
あ

た
り

、
生

息
環

境
を

維
持

す
る

た
め

の
環

境
対

策
に

つ
い

て
技

術
提

案
を

求
め

ら
れ

た
。

技
術

提
案

の
要

求
事

項
と

し
て

は
、

環
境

対
策

の
手

法
（
提

案
を

盛
り

込
ん

だ
環

境
対

策
の

手
法

（施
工

手
順

、
具

体
的

工
法

等
））

な
ら

び
に

環
境

上
留

意
す

べ
き

事
項

、
の

2
項

目
で

あ
っ

た
。

入
札

時
の

要
求

事
項

に
対

し
、

提
案

し
た

施
策

に
関

し
て

、
特

に
新

た
な

要
求

事
項

は
な

か
っ

た
が

、
当

地
域

の
ホ

タ
ル

保
全

に
つ

い
て

は
地

元
住

民
も

関
心

が
高

い
た

め
、

特
に

地
域

住
民

に
も

配
慮

し
な

が
ら

工
事

を
進

め
て

ほ
し

い
と

の
要

望
が

あ
っ

た
。

80
土

木
河

川
橋

梁
上

部

自
然

環
境

に
つ

い
て

本
工

事
に

お
い

て
は

事
業

地
及

び
○

○
川

周
辺

の
環

境
に

配
慮

を
し

つ
つ

、
施

工
を

す
す

め
て

い
く
も

の
と

す
る

。
環

境
保

護
の

意
識

を
向

上
さ

せ
る

看
板

等
を

現
場

内
の

保
護

対
象

地
等

に
設

置
し

、
監

督
員

の
指

導
の

も
と

、
積

極
的

に
環

境
を

保
護

す
る

。

(1
)猛

禽
類

保
護

に
つ

い
て

本
工

事
の

施
工

部
は

猛
禽

類
の

行
動

圏
内

に
位

置
す

る
。

こ
れ

に
と

も
な

っ
て

、
工

事
中

は
、

猛
禽

類
保

護
の

観
点

か
ら

、
騒

音
に

つ
い

て
十

分
に

配
慮

し
、

適
正

な
重

機
を

採
用

す
る

こ
と

。
特

に
重

機
（特

に
高

さ
の

高
い

機
械

等
に

つ
い

て
）
の

色
彩

（色
）
に

つ
い

て
は

、
警

戒
色

を
避

け
る

等
の

配
慮

を
す

る
こ

と
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

監
督

員
の

指
示

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。

自
然

環
境

に
つ

い
て

本
工

事
に

お
い

て
は

事
業

地
及

び
○

○
川

周
辺

の
環

境
に

配
慮

を
し

つ
つ

、
施

工
を

す
す

め
て

い
く
も

の
と

す
る

。
環

境
保

護
の

意
識

を
向

上
さ

せ
る

看
板

等
を

現
場

内
の

保
護

対
象

地
等

に
設

置
し

、
監

督
員

の
指

導
の

も
と

、
積

極
的

に
環

境
を

保
護

す
る

。
な

お
、

環
境

保
護

の
対

象
は

、
オ

オ
タ

カ
、

ホ
タ

ル
、

植
生

希
少

種
、

ヒ
バ

カ
リ

、
ト

ウ
キ

ョ
ウ

ダ
ル

マ
ガ

エ
ル

等
を

指
す

。

(1
)猛

禽
類

保
護

に
つ

い
て

本
工

事
の

施
工

部
は

猛
禽

類
の

行
動

圏
内

に
位

置
す

る
。

こ
れ

に
と

も
な

っ
て

、
工

事
中

は
、

猛
禽

類
保

護
の

観
点

か
ら

、
騒

音
に

つ
い

て
十

分
に

配
慮

し
、

適
正

な
重

機
を

採
用

す
る

こ
と

。
特

に
重

機
（特

に
高

さ
の

高
い

機
械

等
に

つ
い

て
）の

色
彩

（色
）に

つ
い

て
は

、
警

戒
色

を
避

け
る

等
の

配
慮

を
す

る
こ

と
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

監
督

員
の

指
示

を
受

け
る

も
の

と
す

る
。

（ク
レ

ー
ン

、
ポ

ン
プ

車
及

び
大

型
仮

設
機

材
）

ま
た

、
オ

オ
タ

カ
が

本
工

事
用

地
内

に
接

近
し

て
き

た
場

合
は

、
影

響
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
ク

レ
ー

ン
関

係
の

工
事

は
一

時
中

断
す

る
も

の
と

す
る

。

81
土

木
河

川
橋

梁
下

部

①
周

辺
環

境
へ

の
配

慮
と

し
て

、
○

○
川

放
水

路
内

の
ト

ビ
ハ

ゼ
護

岸
及

び
干

潟
を

避
け

て
の

施
工

と
な

る
た

め
、

陸
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

が
出

来
な

い
た

め
、

大
部

分
を

水
上

か
ら

の
施

工
で

行
う

こ
と

。
②

下
流

の
河

口
部

に
お

い
て

海
苔

の
養

殖
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

工
事

期
間

が
海

苔
生

産
時

期
（９

月
１

日
～

３
月

３
１

日
）と

重
な

る
た

め
、

工
事

実
施

に
伴

い
発

生
す

る
濁

り
等

の
河

川
へ

の
影

響
に

つ
い

て
水

質
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

。
ま

た
、

汚
濁

等
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
作

業
を

行
う

際
は

汚
濁

防
止

膜
を

設
置

す
る

こ
と

。

左
記

②
の

汚
濁

防
止

膜
に

あ
わ

せ
て

、
オ

イ
ル

フ
ェ

ン
ス

を
設

置
す

る
こ

と
。

82
土

木
河

川
橋

梁
下

部

環
境

保
全

に
関

す
る

事
項

動
植

物
の

保
護

へ
の

対
策

本
工

事
の

○
○

川
内

に
は

、
環

境
省

が
指

定
す

る
絶

滅
危

惧
種

Ⅱ
類

の
「コ

ア
ジ

サ
シ

」と
「ク

ロ
メ

ダ
カ

」、
準

絶
滅

危
惧

種
の

「タ
コ

ノ
ア

シ
」及

び
漁

場
と

し
て

の
「ア

ユ
」
、

河
川

内
植

物
の

種
子

保
全

の
た

め
、

下
記

に
よ

り
対

策
等

を
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。

河
川

内
で

油
類

、
濁

水
を

見
つ

け
た

際
、

河
川

管
理

者
お

よ
び

取
水

管
理

者
へ

の
通

報
・・

・・
・事

前
の

施
工

協
議

中
で

、
取

水
管

理
者

（○
○

県
　

企
業

庁
・○

○
市

水
道

局
）よ

り
要

望
が

あ
っ

た
。

（発
注

者
の

同
意

要
望

事
項

）場
合

に
よ

り
、

処
理

剤
や

オ
イ

ル
フ

ェ
ン

ス
等

で
の

処
置

を
実

施
。

83
土

木
河

川
橋

梁

－
希

少
動

植
物

の
調

査
お

よ
び

保
全

移
植

調
査

の
結

果
、

生
息

が
確

認
さ

れ
た

ヒ
メ

タ
イ

コ
ウ

チ
（カ

メ
ム

シ
目

　
タ

イ
コ

ウ
チ

科
）の

退
避

（ヒ
メ

タ
イ

コ
ウ

チ
：「

愛
知

県
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

」に
挙

げ
ら

れ
た

希
少

昆
虫

類
）

84
土

木
河

川
橋

梁
－

希
少

動
物

(ギ
フ

チ
ョ

ウ
)の

保
護

、
お

よ
び

産
卵

場
所

・食
草

と
な

る
希

少
植

物
（ヒ

メ
カ

ン
ア

オ
イ

）の
保

護
・移

設
オ

オ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

の
生

息
調

査
（学

識
経

験
者

に
よ

る
）へ

の
協

力
、

発
見

さ
れ

た
場

合
の

保
護

へ
の

協
力

85
土

木
河

川
橋

梁
－

河
川

瀬
替

え
施

工
時

の
汚

濁
水

を
極

力
抑

え
る

た
め

、
法

面
付

近
に

大
型

土
の

う
（１

ｔ）
を

設
置

す
る

。
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N
o.

建
築

土
木

事
業

分
野

構
築

物
要

求
事

項
（入

札
時

）
要

求
事

項
（受

注
後

）

86
土

木
河

川
橋

梁

特
記

仕
様

書
抜

粋
本

工
事

箇
所

は
、

別
途

発
注

の
猛

禽
類

調
査

の
対

象
地

区
で

あ
る

た
め

、
調

査
（3

月
～

8月
）に

よ
り

営
巣

が
確

認
さ

れ
、

工
事

が
繁

殖
活

動
に

影
響

が
お

よ
ぼ

す
と

認
め

ら
れ

る
場

合
に

は
、

工
事

を
中

止
す

る
こ

と
が

あ
る

。

－

87
土

木
港

湾
閘

門

・
特

記
仕

様
書

（
環

境
調

査
　

第
9
条

　
環

境
調

査
の

実
施

　
1
.一

般
事

項
）よ

り
本

工
事

区
域

は
、

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿

地
（
○

○
干

潟
）に

近
接

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
請

負
者

は
、

環
境

保
全

を
目

的
に

、
環

境
へ

の
負

荷
を

極
力

抑
え

る
よ

う
に

、
対

策
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
ま

た
、

環
境

保
全

を
目

的
に

し
た

、
打

合
せ

等
に

は
積

極
的

協
力

す
る

と
と

も
に

、
各

種
資

料
等

の
提

供
の

要
請

が
あ

っ
た

場
合

は
協

力
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

・
技

術
提

案
書

作
成

に
あ

た
っ

て
の

条
件

等
（
④

「基
礎

杭
及

び
鋼

矢
板

打
設

時
並

び
に

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

時
の

環
境

保
全

対
策

」）
よ

り
『
本

工
事

は
、

二
級

河
川

○
○

川
河

口
の

海
上

部
に

水
閘

門
本

体
を

構
築

す
る

工
事

で
あ

る
。

工
事

場
所

の
近

く
に

は
、

日
本

有
数

の
渡

り
鳥

渡
来

地
と

し
て

鳥
獣

保
護

区
に

指
定

さ
れ

、
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

に
登

録
さ

れ
た

○
○

干
潟

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

渡
り

鳥
や

干
潟

に
生

息
す

る
動

植
物

等
へ

の
環

境
保

全
対

策
が

重
要

な
課

題
で

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
本

技
術

提
案

で
は

、
上

記
の

趣
旨

に
着

目
し

た
水

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
時

の
水

質
汚

濁
防

止
対

策
と

、
基

礎
杭

工
又

は
鋼

矢
板

工
の

施
工

時
の

騒
音

・振
動

対
策

に
つ

い
て

提
案

を
求

め
る

も
の

で
あ

る
。

』

－

88
土

木
港

湾
防

波
堤

・
施

工
環

境
監

理
者

の
配

置
漁

港
整

備
事

業
を

実
施

す
る

際
に

、
周

辺
海

域
の

自
然

環
境

や
水

生
生

物
の

生
息

環
境

に
配

慮
し

た
施

工
を

監
理

す
る

者
（施

工
環

境
監

理
者

）
に

適
正

な
技

術
者

を
配

慮
す

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
保

全
に

配
慮

し
た

円
滑

な
施

工
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
・
施

工
環

境
監

理
者

の
業

務
（
１

）周
辺

海
域

の
自

然
環

境
に

対
す

る
検

討
（
２

）周
辺

海
域

の
水

生
植

物
の

生
息

環
境

に
対

す
る

検
討

（
３

）関
係

機
関

と
の

連
絡

調
整

な
お

、
具

体
的

業
務

に
つ

い
て

は
、

社
団

法
人

全
国

漁
港

漁
場

協
会

発
行

の
「施

工
環

境
監

理
者

業
務

の
た

め
の

施
工

環
境

マ
ニ

ュ
ア

ル
（平

成
17

年
6月

）
」
第

６
章

　
6
.2

漁
港

編
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（２
）防

波
堤

、
防

砂
堤

、
導

流
堤

を
参

考
と

し
、

完
成

検
査

時
○

○
に

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

提
出

す
る

と
と

も
に

、
業

務
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

確
認

で
き

る
書

類
（
写

真
、

状
況

報
告

書
等

）を
提

出
す

る
こ

と
。

詳
細

に
つ

い
て

は
、

監
督

員
と

協
議

す
る

こ
と

。

－

89
土

木
港

湾
浚

渫

特
記

仕
様

書
本

工
事

期
間

中
は

、
不

必
要

に
工

事
施

行
区

域
外

へ
の

鳥
類

生
息

域
及

び
ト

カ
ゲ

ハ
ゼ

生
息

地
に

立
ち

入
る

こ
と

を
厳

に
慎

む
ほ

か
、

飛
来

し
て

く
る

水
鳥

類
を

威
嚇

し
た

り
、

人
間

の
視

線
を

集
中

さ
せ

た
り

し
て

は
な

ら
な

い
。

－

90
土

木
港

湾
護

岸

1
.環

境
影

響
評

価
書

記
載

の
環

境
保

全
措

置
の

確
実

な
実

施
２

.貴
重

動
植

物
の

事
前

確
認

３
.貴

重
種

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
携

行
と

記
載

事
項

の
順

守
（
工

事
中

に
確

認
し

た
貴

重
な

動
植

物
に

対
す

る
適

切
な

対
応

）

－

91
土

木
港

湾
護

岸

１
.環

境
影

響
評

価
書

記
載

の
環

境
保

全
措

置
の

確
実

な
実

施
２

.貴
重

動
植

物
の

事
前

確
認

３
.貴

重
種

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
携

行
と

記
載

事
項

の
順

守
（
工

事
中

に
確

認
し

た
貴

重
な

動
植

物
に

対
す

る
適

切
な

対
応

）

・別
途

発
注

で
、

ク
マ

タ
カ

の
調

査
業

務
が

あ
っ

た
。

・ク
マ

タ
カ

の
産

卵
期

に
、

発
破

等
の

影
響

が
考

え
ら

れ
る

場
合

は
、

防
音

扉
の

設
置

な
ど

を
考

慮
す

る
よ

う
指

示
を

受
け

た
。

　
（調

査
の

結
果

、
防

音
対

策
は

必
要

な
か

っ
た

。
）

92
土

木
港

湾
港

湾

技
術

資
料

の
提

出
②

 施
工

上
の

課
題

に
関

わ
る

技
術

的
所

見
工

事
の

実
施

に
あ

た
り

、
現

場
条

件
を

踏
ま

え
、

施
工

上
の

課
題

へ
の

対
応

と
し

て
、

「漁
船

や
漁

港
利

用
者

等
に

対
す

る
安

全
対

策
、

水
生

生
物

に
対

す
る

環
境

対
策

」に
関

す
る

技
術

的
所

見
を

具
体

的
に

記
載

す
る

。

－
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93
土

木
港

湾
港

湾

特
記

仕
様

書
漁

港
漁

場
工

事
等

施
工

環
境

監
理

者
配

置
に

つ
い

て
１

 目
 的

こ
の

仕
様

書
は

、
当

工
事

を
行

う
場

合
、

周
辺

海
域

の
自

然
環

境
や

水
生

生
物

の
生

息
環

境
に

配
慮

し
た

施
工

を
監

理
す

る
者

（以
下

、
「施

工
環

境
監

理
者

」と
い

う
。

）
に

適
正

な
技

術
者

を
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
保

全
に

配
慮

し
た

円
滑

な
施

工
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
２

 施
工

環
境

監
理

者
の

業
務

施
工

環
境

監
理

者
は

、
次

の
業

務
を

行
う

も
の

を
い

う
。

（
１

）周
辺

海
域

の
自

然
環

境
に

対
す

る
検

討
（
２

） 
周

辺
海

域
の

水
生

生
物

の
生

息
環

境
に

対
す

る
検

討
（
３

） 
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
３

 施
工

環
境

監
理

者
の

配
置

請
負

者
は

、
技

術
士

若
し

く
は

技
術

士
補

の
う

ち
水

産
部

門
（水

産
土

木
）の

資
格

を
有

す
る

者
又

は
、

社
団

法
人

大
日

本
水

産
会

の
行

う
水

産
工

学
技

士
（
水

産
土

木
部

門
）認

定
試

験
に

合
格

し
、

水
産

工
学

技
士

と
し

て
登

録
し

た
者

を
施

工
環

境
監

理
者

と
し

て
配

置
す

る
も

の
と

す
る

。

水
産

工
学

技
士

を
配

置

94
土

木
港

湾
港

湾

－
・施

工
時

期
が

コ
ア

ジ
サ

シ
の

繁
殖

期
（５

～
８

月
）と

重
な

る
た

め
、

現
場

内
で

確
認

し
た

場
合

は
発

注
者

に
報

告
す

る
。

・コ
ア

ジ
サ

シ
が

寄
り

つ
か

な
く
す

る
た

め
に

カ
ラ

ス
の

模
型

の
設

置
な

ど
、

コ
ア

ジ
サ

シ
に

脅
威

を
与

え
る

行
動

は
慎

む
。

・コ
ア

ジ
サ

シ
の

集
団

繁
殖

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

繁
殖

期
間

中
の

作
業

を
一

時
中

止
す

る
場

合
が

あ
る

。

95
土

木
海

岸
発

電
所

共
通

仕
様

書
記

載
Ⅳ

．
環

境
保

全
対

策
1
)事

前
研

修
の

実
施

・
請

負
者

は
、

環
境

保
全

意
識

の
向

上
を

図
る

為
、

当
社

が
実

施
す

る
「事

前
研

修
、

環
境

教
育

」を
受

講
す

る
。

2
)環

境
保

全
・安

全
対

策
協

議
会

へ
の

参
加

・
請

負
者

は
、

環
境

保
全

、
安

全
衛

生
等

に
つ

い
て

、
当

社
と

請
負

者
と

の
連

携
強

化
と

専
門

的
な

分
野

の
情

報
交

換
を

図
る

と
と

も
に

、
工

事
現

場
の

環
境

・安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
等

に
よ

り
、

環
境

保
全

措
置

の
実

施
状

況
を

監
視

す
る

た
め

に
設

置
す

る
「
環

境
保

全
・
安

全
対

策
協

議
会

」に
参

加
・協

力
す

る
。

3
)貴

重
種

の
関

す
る

具
体

的
環

境
保

全
措

置
・
貴

重
種

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
携

帯
（
作

業
者

に
は

、
計

画
地

点
で

確
認

さ
れ

た
貴

重
な

動
植

物
等

の
概

要
と

注
意

事
項

を
記

載
し

た
「貴

重
種

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」を
携

帯
さ

せ
る

。
・
貴

重
種

発
見

時
の

対
応

（
作

業
中

に
貴

重
な

動
植

物
を

確
認

し
た

場
合

は
、

「
貴

重
種

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」の
記

載
事

項
に

基
づ

き
、

当
社

ま
で

報
告

す
る

と
と

も
に

作
業

を
中

断
す

る
等

、
適

切
な

措
置

を
実

施
す

る
。

－

96
土

木
森

林
ト

ン
ネ

ル

オ
ジ

ロ
ワ

シ
、

エ
ゾ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
、

ニ
ホ

ン
ザ

リ
ガ

ニ
等

の
希

少
動

物
保

全
対

策
を

発
注

者
が

地
元

N
P

O
と

協
議

の
上

、
指

示
①

希
少

猛
禽

類
及

び
ク

マ
ゲ

ラ
の

繁
殖

期
に

お
け

る
工

事
を

極
力

避
け

る
②

重
要

な
植

物
種

の
移

植
④

魚
介

類
に

関
す

る
保

全
⑤

林
緑

保
護

植
栽

に
よ

る
生

息
、

生
育

環
境

の
劣

化
防

止
⑥

表
土

の
復

元
活

用
及

び
郷

土
種

等
を

用
い

た
植

栽
等

に
よ

る
法

面
保

護
等

の
植

生
回

復

－

97
土

木
森

林
ト

ン
ネ

ル
周

辺
環

境
へ

の
配

慮
を

十
分

行
う

こ
と

。
工

事
に

伴
い

発
生

す
る

汚
濁

水
の

濁
水

処
理

を
確

実
に

行
い

、
河

川
水

の
汚

濁
の

な
い

こ
と

。
希

少
植

物
の

保
護

の
た

め
、

植
物

の
採

取
等

の
な

い
こ

と
。

工
事

用
地

外
へ

の
影

響
を

な
い

よ
う

に
施

工
を

実
施

の
こ

と
。

98
土

木
森

林
道

路

A
区

域
（厳

重
注

意
箇

所
）
に

は
、

貴
重

な
動

植
物

生
息

し
て

い
る

た
め

、
こ

の
区

域
で

の
工

事
は

９
～

１
２

月
の

４
ヶ

月
に

限
ら

れ
、

１
～

８
月

に
お

い
て

は
工

事
関

係
者

及
び

作
業

員
の

立
ち

入
り

も
原

則
と

し
て

禁
止

さ
れ

て
い

る
。

た
だ

し
、

状
況

に
よ

っ
て

、
１

月
中

は
工

事
が

可
能

な
場

合
も

あ
る

の
で

、
監

督
員

の
指

示
に

従
う

も
の

と
す

る
。

－
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99
土

木
森

林
道

路

－
小

動
物

保
護

対
策

 1
.エ

コ
ロ

ー
ド
φ

60
0の

設
置

谷
部

高
盛

土
は

、
小

動
物

の
移

動
を

遮
断

す
る

よ
う

に
な

る
の

で
、

エ
コ

ロ
ー

ド
φ

60
0を

2箇
所

設
置

し
て

小
動

物
が

移
動

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
ま

た
、

出
入

口
部

を
間

伐
材

を
使

用
し

て
巻

き
込

み
、

管
内

に
直

射
日

光
が

入
り

込
ま

な
い

よ
う

に
し

た
。

 2
.小

動
物

移
動

用
ス

ロ
ー

プ
や

網
取

付
本

線
排

水
流

末
部

や
大

型
集

水
桝

に
お

い
て

、
小

動
物

が
移

動
で

き
る

よ
う

に
ス

ロ
ー

プ
を

設
け

た
。

ま
た

、
Ｕ

字
溝

や
集

水
桝

部
に

は
網

を
取

付
け

て
昇

れ
る

よ
う

に
し

た
。

希
少

植
物

　
ア

ソ
ウ

ノ
コ

ギ
リ

ソ
ウ

、
バ

ア
ソ

ブ
　

を
移

植
保

護
し

た
。

10
0

土
木

森
林

道
路

○
○

ト
ン

ネ
ル

：○
○

国
定

公
園

内
に

位
置

し
、

多
く
の

野
生

動
物

・生
物

が
生

息
、

生
育

し
、

猛
禽

類
を

始
め

と
す

る
希

少
種

も
生

息
す

る
為

、
騒

音
・
振

動
な

ら
び

に
発

破
に

よ
る

低
周

波
音

に
よ

る
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

ま
た

河
川

に
お

い
て

も
ア

ユ
や

シ
マ

ド
ジ

ョ
ウ

が
確

認
さ

れ
て

い
る

の
で

、
環

境
管

理
体

制
を

徹
底

し
、

工
事

用
排

水
等

の
濁

水
処

理
対

策
や

騒
音

・
振

動
、

低
周

波
音

対
策

を
計

画
す

る
事

。
○

○
シ

－
ル

ド
工

事
：工

事
周

辺
は

自
然

公
園

法
（第

三
種

特
別

地
域

）で
の

作
業

で
あ

り
、

周
辺

に
生

育
す

る
猛

禽
類

や
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

等
の

野
生

生
物

や
○

○
に

注
ぐ

○
○

川
（１

級
河

川
）の

源
流

域
で

あ
り

、
イ

ワ
ナ

・ア
マ

ゴ
・ア

ユ
が

生
育

す
る

。
よ

っ
て

環
境

管
理

体
制

を
確

立
し

、
濁

水
処

理
対

策
・騒

音
振

動
対

策
・猛

禽
類

対
策

を
計

画
す

る
事

。
地

す
べ

り
対

策
工

事
：
施

工
箇

所
周

辺
は

、
○

○
県

保
安

林
区

域
及

び
○

○
自

然
環

境
保

全
区

域
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

周
辺

に
生

息
す

る
猛

禽
類

や
ニ

ホ
ン

カ
モ

シ
カ

や
河

川
に

生
息

す
る

生
物

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
よ

う
、

管
理

体
制

を
確

立
し

、
騒

音
・振

動
対

策
・濁

水
処

理
対

策
・猛

禽
類

対
策

を
計

画
す

る
事

。
○

○
橋

下
部

工
事

：
工

事
周

辺
は

自
然

公
園

法
に

よ
る

国
定

公
園

（第
三

種
特

別
地

域
）に

指
定

さ
れ

、
○

○
川

の
上

流
域

に
あ

る
。

猛
禽

類
や

ニ
ホ

ン
カ

モ
シ

カ
等

の
野

生
生

物
や

ア
マ

ゴ
・ア

ユ
の

釣
り

場
が

点
在

し
て

い
る

。
国

の
天

然
記

念
物

で
あ

る
ネ

コ
ギ

ギ
も

確
認

さ
れ

て
い

る
。

環
境

管
理

体
制

を
確

立
し

・濁
水

処
理

対
策

・騒
音

振
動

対
策

・猛
禽

類
対

策
を

計
画

す
る

事
。

※
猛

禽
類

の
営

巣
期

間
に

よ
る

施
工

制
限

時
期

【
作

業
休

止
期

間
】

１
～

３
月

（３
ヶ

月
間

）
・・

・・
・
・・

・
・○

○
シ

－
ル

ド
工

事
（○

○
県

側
）・

○
○

ト
ン

ネ
ル

工
事

(○
○

県
側

)・
○

○
橋

下
部

工
事

（○
○

県
側

）・
地

す
べ

り
対

策
工

事
（
○

○
県

側
）

１
～

５
月

（５
ヶ

月
間

）
・・

・・
・
・・

大
規

模
推

進
工

事
（
○

○
県

側
）

各
工

事
毎

の
計

画
案

の
実

施
。

猛
禽

類
対

策
と

し
て

、
工

事
用

機
械

器
具

（ク
レ

－
ン

・分
電

盤
・キ

ュ
－

ビ
ク

ル
・プ

ラ
ン

ト
各

種
・濁

水
処

理
設

備
等

）を
茶

系
に

て
塗

装
を

実
施

。
地

す
べ

り
対

策
工

事
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
自

然
環

境
影

響
調

査
を

行
い

、
カ

タ
ツ

ム
リ

類
・藻

類
の

確
認

を
実

施
す

る
。

カ
ワ

ノ
リ

生
育

地
の

流
量

及
び

水
位

計
測

・水
質

調
査

（定
期

）・
分

布
調

査
（踏

査
及

び
目

視
確

認
）。

カ
ナ

マ
ル

マ
イ

マ
イ

の
分

布
調

査
（踏

査
・目

視
確

認
）個

体
数

記
録

な
ど

。

10
1

土
木

森
林

ダ
ム

－
建

設
発

生
土

埋
め

立
て

予
定

地
に

水
生

植
物

ヒ
メ

カ
イ

ウ
（○

○
県

指
定

天
然

記
念

物
）の

群
生

地
（湿

地
）が

あ
り

、
湿

地
の

保
全

対
策

に
つ

い
て

指
示

が
あ

っ
た

。
骨

材
製

造
設

備
の

約
30

0m
付

近
に

猛
禽

類
ク

マ
タ

カ
（環

境
省

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

絶
滅

危
惧

IB
類

）の
生

息
が

確
認

さ
れ

、
骨

材
製

造
設

備
に

防
音

設
備

等
の

設
計

変
更

の
指

示
が

あ
っ

た
。

10
2

土
木

森
林

そ
の

他
－

希
少

動
物

（ア
カ

ハ
ラ

イ
モ

リ
、

ア
ズ

マ
ヒ

キ
ガ

エ
ル

な
ど

）の
繁

殖
地

の
保

護
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N
o.

建
築

土
木

事
業

分
野

構
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物
要

求
事

項
（入

札
時

）
要

求
事

項
（受

注
後

）

10
3

土
木

森
林

造
成

【
環

境
保

全
対

策
】

全
体

・
市

が
策

定
し

た
「環

境
影

響
評

価
書

」に
お

け
る

環
境

保
全

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
。

植
物

・
事

業
予

定
地

内
の

潜
在

自
然

植
生

を
考

慮
し

た
緑

地
の

創
出

を
お

こ
な

う
。

（コ
ナ

ラ
、

シ
ラ

カ
シ

等
）

・
造

成
に

よ
り

消
失

す
る

樹
林

帯
（高

木
、

低
木

等
）を

施
設

内
の

緑
地

や
景

観
上

植
栽

が
必

要
な

場
所

に
可

能
な

限
り

移
植

す
る

。
・
下

草
刈

の
際

は
、

区
域

内
に

貴
重

な
植

物
（
注

目
種

）
が

あ
る

た
め

、
そ

れ
ら

を
確

認
後

、
保

護
し

な
が

ら
行

う
。

ま
た

、
東

側
斜

面
に

つ
い

て
は

、
哺

乳
類

・鳥
類

が
多

く
確

認
さ

れ
て

お
り

、
動

物
の

隠
れ

家
な

ど
に

利
用

さ
れ

る
よ

う
部

分
的

に
残

し
、

強
度

の
刈

り
取

り
は

実
施

し
な

い
。

動
物

・
雨

水
排

水
路

に
つ

い
て

は
、

動
物

（
カ

エ
ル

類
や

徘
徊

性
の

昆
虫

類
な

ど
）の

移
動

の
妨

げ
に

な
る

U
 字

溝
の

設
置

は
必

要
最

小
限

に
と

ど
め

、
動

物
の

落
下

防
止

対
策

を
実

施
す

る
。

・
施

設
ゾ

ー
ン

内
の

植
栽

は
、

動
物

の
移

動
経

路
と

し
て

利
用

で
き

る
よ

う
に

連
続

性
の

あ
る

配
置

に
配

慮
す

る
。

・
進

入
道

路
は

、
林

の
分

断
に

よ
る

イ
ン

パ
ク

ト
を

少
な

く
す

る
よ

う
、

植
栽

な
ど

の
対

策
を

実
施

す
る

。
・
進

入
道

路
は

、
ニ

ホ
ン

ア
カ

ガ
エ

ル
の

生
態

を
十

分
考

慮
し

て
、

林
内

で
の

移
動

の
障

害
と

な
ら

な
い

道
路

設
計

と
す

る
。

・
調

整
池

は
、

自
然

工
法

を
用

い
る

な
ど

、
生

物
の

移
動

に
支

障
を

き
た

さ
な

い
構

造
に

す
る

。
・
調

整
池

は
、

ニ
ホ

ン
ア

カ
ガ

エ
ル

の
産

卵
や

水
生

昆
虫

類
の

た
め

、
４

～
８

月
は

一
定

の
水

位
を

保
つ

よ
う

配
慮

す
る

。
・
夜

行
性

の
動

物
保

護
の

た
め

、
業

務
終

了
後

の
夜

間
の

車
両

の
乗

り
入

れ
を

抑
制

す
る

よ
う

配
慮

す
る

。
・
走

光
性

昆
虫

類
の

保
護

、
夜

行
性

の
動

物
に

配
慮

す
る

た
め

、
夜

間
は

最
小

限
の

照
明

に
と

ど
め

る
。

･落
ち

葉
か

き
は

、
区

域
内

に
は

貴
重

な
植

物
が

あ
る

た
め

、
そ

れ
ら

を
確

認
後

、
保

護
し

な
が

ら
行

う
。

特
に

、
オ

オ
ム

ラ
サ

キ
の

越
冬

す
る

エ
ノ

キ
周

辺
は

行
わ

な
い

よ
う

注
意

す
る

。

植
物

・環
境

影
響

評
価

時
（入

札
前

）に
は

、
確

認
で

き
て

い
な

い
種

が
、

着
手

前
の

事
前

調
査

時
に

確
認

で
き

た
種

に
お

い
て

は
、

注
目

す
べ

き
種

と
し

て
、

保
全

対
策

を
講

じ
る

。
（ギ

ン
ラ

ン
、

ジ
ガ

バ
チ

ソ
ウ

）
﻿・注

目
種

の
自

生
地

及
び

移
植

地
の

位
置

を
把

握
で

き
る

よ
う

、
踏

み
付

け
防

止
等

の
目

的
で

木
杭

や
ポ

ー
ル

、
テ

ー
プ

で
の

目
印

を
行

い
、

適
切

な
保

全
に

努
め

る
。

10
4

土
木

森
林

造
成

－
１

．
オ

オ
タ

カ
の

巣
か

ら
半

径
30

0ｍ
以

内
に

お
い

て
、

工
事

中
止

２
．

オ
オ

タ
カ

の
巣

か
ら

半
径

1k
m

以
内

に
お

い
て

、
樹

木
の

伐
採

禁
止

上
記

の
工

事
制

約
は

、
オ

オ
タ

カ
が

巣
立

つ
ま

で
と

す
る

。
　

（概
ね

7月
末

ま
で

）

10
5

土
木

農
用

地
農

地

・
○

○
丘

陵
地

に
位

置
す

る
１

２
．

８
h
aの

敷
地

を
造

成
し

、
大

学
農

学
部

の
圃

場
を

建
設

す
る

・
周

囲
は

○
○

地
区

の
里

山
的

環
境

が
残

っ
た

地
域

・
環

境
ア

セ
ス

評
価

書
の

結
果

を
受

け
た

工
事

を
求

め
ら

れ
た

・
現

在
の

地
形

や
植

生
を

活
か

し
た

ビ
オ

ト
ー

プ
を

作
る

。
ビ

オ
ト

ー
プ

を
用

い
た

教
育

の
方

針
が

ベ
ー

ス
に

あ
り

、
そ

れ
に

見
合

っ
た

整
備

を
お

こ
な

う
・
絶

滅
危

惧
種

（
ホ

ト
ケ

ド
ジ

ョ
ウ

、
キ

ン
ラ

ン
、

エ
ビ

ネ
、

タ
マ

ノ
カ

ン
ア

オ
イ

）の
保

全

・ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
に

あ
た

り
、

目
標

を
明

確
に

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
し

て
状

況
を

把
握

す
る

・植
栽

は
元

々
こ

こ
に

植
わ

っ
て

い
た

郷
土

樹
種

を
利

用
す

る
。

ド
ン

グ
リ

か
ら

育
て

る
・ビ

オ
ト

ー
プ

エ
リ

ア
に

金
属

的
な

光
る

も
の

は
使

わ
な

い
・周

囲
の

里
山

環
境

を
模

範
と

し
た

ビ
オ

ト
ー

プ
作

り
・ホ

タ
ル

、
シ

マ
ア

メ
ン

ボ
、

カ
ワ

モ
ズ

ク
、

ノ
ハ

ナ
シ

ョ
ウ

ブ
、

ト
モ

エ
ソ

ウ
な

ど
の

地
域

希
少

種
も

多
く
見

つ
か

り
保

全
、

移
植

作
業

を
要

求
・水

生
生

物
の

た
め

の
水

質
汚

濁
防

止
対

策
を

要
求

・周
辺

農
業

者
達

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
構

築

10
6

土
木

農
用

地
導

水
路

－
ジ

ャ
ン

ボ
タ

ニ
シ

を
捕

食
す

る
用

水
路

内
の

ス
ッ

ポ
ン

、
ナ

マ
ズ

、
コ

イ
は

捕
獲

等
は

し
な

い
で

工
事

区
域

外
に

放
流

す
る

こ
と

。

10
7

土
木

農
用

地
ダ

ム

－
事

前
の

踏
査

、
調

査
中

に
上

記
の

貴
重

動
植

物
を

現
場

内
で

発
見

し
た

ら
、

貴
重

動
植

物
報

告
書

に
記

入
し

、
○

○
農

業
水

利
事

業
所

に
提

出
す

る
。

自
力

移
動

を
促

し
、

作
業

範
囲

外
に

移
動

す
る

ま
で

工
事

を
行

わ
な

い
こ

と
。

[哺
乳

類
]　

ﾜ
ﾀ
ｾ

ｼ
ﾞﾈ

ｽ
ﾞﾐ

[爬
虫

類
]　

ﾏ
ﾀ
ﾞﾗ

ﾄｶ
ｹ

ﾞﾓ
ﾄﾞ

ｷ
、

ｸ
ﾒ
ｼ
ﾞﾏ

ﾊ
ｲ
、

ｵ
ｷ

ﾅ
ﾜ
ﾄｶ

ｹ
ﾞ

[鳥
類

]　
ｵ

ﾘ
ｲ
ｵ

ｵ
ｺ
ｳ

ﾓ
ﾘ
、

ﾘ
ｭｳ

ｷ
ｭｳ

ﾂ
ﾐ、

ﾂ
ﾊ

ﾞﾒ
ﾁ
ﾄﾞ

ﾘ
、

ﾁ
ｭ
ｳ

ｻ
ｷ

ﾞ、
ﾐﾌ

ｳ
ｽ

ﾞﾗ
[昆

虫
類

]　
ｵ

ｷ
ﾅ

ﾜ
ｷ

ﾘ
ｷ

ﾞﾘ
ｽ

[種
子

植
物

]　
ﾎ

ﾞｳ
ｺ
ｳ

ﾂ
ﾙ

ﾏ
ﾒ、

ﾊ
ﾘ
ﾂ
ﾙ

ﾏ
ｻ

ｷ
、

ﾆ
ｵ

ｳ
ｼ
ﾒ
ｼ
ﾞ

[水
生

動
物

]　
ｵ

ｶ
ﾔ

ﾄﾞ
ｶ
ﾘ

10
8

土
木

農
用

地
ダ

ム

－
湛

水
池

内
に

生
息

す
る

稀
少

植
物

が
専

門
業

者
に

よ
り

近
傍

に
移

植
さ

れ
た

が
、

イ
ノ

シ
シ

や
シ

カ
等

の
野

生
動

物
に

踏
み

荒
さ

れ
る

恐
れ

が
あ

っ
た

た
め

、
発

注
者

と
協

議
の

上
、

現
場

で
使

用
し

て
い

た
亀

甲
金

網
で

移
植

エ
リ

ア
を

囲
い

、
野

生
動

物
が

侵
入

で
き

な
い

よ
う

に
し

た
。
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要
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後
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10
9

土
木

農
用

地
ダ

ム

－
現

場
近

く
の

山
林

に
ク

マ
タ

カ
の

生
息

地
が

存
在

し
て

い
た

。
ダ

ム
の

夜
間

工
事

に
お

い
て

、
夜

間
照

明
が

ク
マ

タ
カ

に
な

ん
ら

か
の

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
っ

た
た

め
、

そ
の

対
応

を
発

注
者

と
協

議
し

た
。

そ
の

結
果

、
ダ

ム
堤

敷
場

内
の

夜
間

照
明

器
具

ナ
ト

リ
ウ

ム
灯

を
使

用
す

る
と

と
も

に
カ

バ
ー

部
に

遮
光

用
の

器
具

を
取

り
付

け
、

明
か

り
が

直
接

、
巣

の
あ

る
方

向
に

届
か

な
い

よ
う

に
し

た
。

11
0

土
木

農
用

地
造

成
－

当
造

成
工

事
（道

の
駅

）に
は

、
工

区
内

の
池

の
復

旧
（修

景
池

）が
計

画
さ

れ
て

い
た

。
一

旦
消

失
し

た
生

態
系

を
復

元
す

る
こ

と
は

難
し

く
ま

た
時

間
を

要
す

る
こ

と
か

ら
、

発
注

者
と

協
議

の
結

果
、

修
景

池
に

浮
島

工
を

設
置

す
る

こ
と

に
し

た
。

11
1

土
木

農
用

地
送

水
路

－
○

○
島

で
の

水
道

管
埋

設
工

事
に

お
い

て
、

島
特

有
の

固
有

種
の

動
植

物
に

つ
い

て
、

小
冊

子
を

配
布

さ
れ

、
工

事
場

所
に

お
い

て
目

撃
し

た
場

合
、

報
告

す
る

よ
う

に
と

の
指

示
を

受
け

た

11
2

土
木

市
街

地
面

整
備

・
オ

オ
タ

カ
保

護
に

つ
い

て
オ

オ
タ

カ
が

生
息

す
る

区
域

で
あ

る
○

○
谷

の
森

営
巣

木
か

ら
半

径
40

0m
以

内
に

お
い

て
繁

殖
期

で
あ

る
2

月
～

7月
の

施
工

に
際

し
て

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

施
工

を
行

う
こ

と
。

左
記

・○
○

谷
調

節
池

に
飛

来
す

る
セ

イ
タ

カ
シ

ギ
に

つ
い

て
、

飛
来

の
日

時
・羽

数
を

記
録

し
監

督
員

に
提

出
す

る
こ

と
。

11
3

土
木

市
街

地
導

水
路

－
ジ

ャ
ン

ボ
タ

ニ
シ

を
捕

食
す

る
用

水
路

内
の

ス
ッ

ポ
ン

、
ナ

マ
ズ

、
コ

イ
は

捕
獲

等
は

し
な

い
で

工
事

区
域

外
に

放
流

す
る

こ
と

。

11
4

土
木

市
街

地
調

整
池

・
オ

オ
タ

カ
保

護
に

つ
い

て
オ

オ
タ

カ
が

生
息

す
る

区
域

で
あ

る
○

○
谷

の
森

営
巣

木
か

ら
半

径
40

0m
以

内
に

お
い

て
繁

殖
期

で
あ

る
2

月
～

7月
の

施
工

に
際

し
て

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

施
工

を
行

う
こ

と
。

・
保

全
植

生
に

つ
い

て
本

区
画

整
理

区
域

に
お

い
て

は
環

境
ア

セ
ス

対
策

で
定

め
ら

れ
た

保
全

す
べ

き
植

物
等

が
存

在
す

る
た

め
、

伐
採

工
事

に
際

し
て

は
監

督
員

と
十

分
協

議
し

て
施

工
を

お
こ

な
う

こ
と

。

－

11
5

土
木

市
街

地
宅

地

公
告

総
合

評
価

に
関

す
る

事
項

ア
　

施
工

計
画

の
評

価
・
施

工
上

配
慮

す
べ

き
事

項
（
関

連
す

る
他

工
事

等
の

現
場

条
件

を
踏

ま
え

た
工

期
内

完
成

を
図

る
効

率
的

な
施

工
及

び
施

工
管

理
と

工
事

中
の

環
境

対
策

に
つ

い
て

）

－

11
6

土
木

市
街

地
造

成
－

オ
オ

タ
カ

の
繁

殖
時

期
（4

～
5月

）に
は

、
オ

オ
タ

カ
が

飛
来

し
て

い
る

と
さ

れ
る

森
林

付
近

で
の

重
機

作
業

は
も

ち
ろ

ん
、

近
づ

く
こ

と
を

禁
止

さ
せ

ら
れ

た
。

　
よ

っ
て

、
そ

の
付

近
の

工
程

は
、

そ
の

期
間

を
避

け
た

工
程

と
し

た
。

11
7

土
木

市
街

地
造

成
－

宅
地

造
成

地
内

に
、

希
少

植
物

の
”ミ

ゾ
コ

ウ
ジ

ュ
”の

自
生

が
認

め
ら

れ
た

た
め

、
コ

ン
テ

ナ
に

て
種

を
ま

き
栽

培
し

、
種

を
採

取
の

上
、

公
園

用
地

に
再

び
播

種
し

た

11
8

土
木

市
街

地
造

成

特
記

仕
様

書
「
厳

重
注

意
箇

所
に

は
、

貴
重

な
動

植
物

が
生

息
し

て
い

る
た

め
、

こ
の

区
域

で
の

工
事

は
９

月
～

１
２

月
の

４
ヶ

月
に

限
ら

れ
、

１
～

８
月

に
お

い
て

は
、

工
事

は
厳

禁
、

作
業

員
等

の
立

入
り

も
原

則
と

し
て

禁
止

と
す

る
。

」及
び

「そ
の

他
の

区
域

で
も

貴
重

な
動

植
物

の
生

息
が

確
認

さ
れ

て
い

る
た

め
、

草
刈

・伐
採

等
の

工
事

を
行

う
時

は
特

記
仕

様
書

に
記

載
の

フ
ロ

ー
図

の
と

お
り

と
す

る
。

」
※

フ
ロ

ー
図

の
中

で
、

財
団

法
人

○
○

県
生

態
系

保
護

協
会

の
専

門
員

に
確

認
・立

会
を

受
け

る
よ

う
に

記
載

。

草
刈

・伐
採

前
に

、
財

団
法

人
○

○
県

生
態

系
保

護
協

会
の

立
会

を
受

け
た

結
果

、
貴

重
植

物
と

し
て

、
カ

ワ
ジ

シ
ャ

、
ヌ

マ
ト

ラ
ノ

オ
、

ウ
キ

ゴ
ケ

、
タ

コ
ノ

ア
シ

、
ミ

ゾ
コ

ウ
ジ

ュ
の

５
種

類
が

確
認

さ
れ

た
。

そ
れ

ら
に

つ
い

て
、

専
門

員
立

会
の

下
で

、
施

工
区

域
外

の
ビ

オ
ト

ー
プ

に
移

設
し

た
。

貴
重

動
物

の
オ

オ
タ

カ
に

つ
い

て
は

、
専

門
員

立
会

の
下

で
地

盤
改

良
工

事
の

施
工

を
行

っ
た

。

11
9

土
木

市
街

地
下

水
道

－
○

○
川

に
う

な
ぎ

の
稚

魚
を

放
流

し
て

い
る

。
工

事
施

工
に

当
り

水
質

の
汚

濁
防

止
に

努
め

る
こ

と
。

12
0

土
木

そ
の

他
面

整
備

・
作

業
員

の
自

然
環

境
の

意
識

の
向

上
を

図
る

。
（ヘ

ビ
等

の
捕

殺
禁

止
、

残
置

緑
地

内
の

立
入

り
禁

止
、

植
物

の
盗

堀
禁

止
、

場
内

及
び

周
辺

の
動

物
に

餌
を

与
え

ず
、

残
飯

を
放

置
せ

ず
自

己
処

理
す

る
こ

と
）

・
作

業
員

が
誤

っ
て

残
地

緑
地

内
に

立
ち

入
る

こ
と

の
な

い
よ

う
注

意
喚

起
柵

を
設

置
す

る
。

・
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

や
フ

ク
ロ

ウ
の

存
在

が
確

認
さ

れ
て

い
る

た
め

、
可

能
な

限
り

エ
ン

ジ
ン

回
転

数
を

下
げ

た
省

燃
費

運
転

を
心

掛
け

、
騒

音
の

低
減

を
図

る
こ

と
。

－
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築

土
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札
時

）
要

求
事

項
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注
後

）

12
1

土
木

そ
の

他
面

整
備

・
オ

オ
タ

カ
を

代
表

と
す

る
鳥

類
の

繁
殖

期
や

繁
殖

準
備

期
（
２

～
７

月
）は

樹
木

の
伐

採
を

し
て

は
な

ら
な

い
。

・
オ

オ
タ

カ
が

改
変

部
エ

リ
ア

に
近

接
し

た
地

域
に

巣
を

移
し

た
場

合
は

、
○

○
市

交
通

局
と

の
情

報
共

有
及

び
協

議
を

行
い

、
適

切
な

措
置

を
講

ず
る

こ
と

と
す

る
。

・
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

や
フ

ク
ロ

ウ
の

存
在

が
確

認
さ

れ
て

い
る

た
め

、
可

能
な

限
り

エ
ン

ジ
ン

回
転

数
を

下
げ

た
省

燃
費

運
転

を
心

掛
け

、
騒

音
の

低
減

を
図

る
こ

と
。

・
ト

ウ
ホ

ク
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

を
代

表
す

る
両

生
類

の
繁

殖
期

（４
～

５
月

）は
谷

筋
細

流
の

埋
立

を
行

っ
て

は
い

け
な

い
。

・
工

事
用

道
路

、
本

線
道

路
で

分
断

さ
れ

る
緑

地
や

沢
筋

に
は

道
路

下
に

暗
渠

の
管

を
設

置
し

、
小

動
物

の
移

動
経

路
を

確
保

す
る

こ
と

。
・
作

業
員

の
自

然
環

境
保

全
意

識
の

向
上

を
図

る
こ

と
（ヘ

ビ
の

捕
殺

、
残

置
緑

地
内

へ
の

立
入

り
禁

止
、

植
物

の
盗

堀
禁

止
、

場
内

及
び

周
辺

の
動

物
に

餌
を

与
え

ず
、

残
飯

を
放

置
は

せ
ず

自
己

処
理

す
る

こ
と

）

－

12
2

土
木

そ
の

他
発

電
所

－
工

事
追

加
仕

様
書

第
7節

　
施

工
計

画
2．

施
工

計
画

の
立

案
①

本
工

事
改

変
エ

リ
ア

周
辺

に
は

、
貴

重
な

動
植

物
が

生
息

す
る

湿
原

が
存

在
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

施
工

計
画

の
立

案
に

あ
た

っ
て

は
、

改
変

エ
リ

ア
外

へ
の

濁
水

・土
砂

流
出

防
止

お
よ

び
湿

原
の

水
が

改
変

エ
リ

ア
内

に
流

入
し

な
い

よ
う

に
施

工
計

画
を

立
案

す
る

こ
と

。
第

14
節

　
環

境
保

全
1．

環
境

保
全

の
基

本
事

項
④

受
注

者
は

、
工

事
の

実
施

に
あ

た
り

環
境

調
査

員
を

配
置

し
、

環
境

保
全

に
努

め
る

こ
と

。
2．

周
辺

環
境

の
保

全
②

第
7節

施
工

計
画

　
2.

施
工

計
画

の
立

案
で

も
述

べ
た

と
お

り
、

周
辺

の
湿

原
に

は
極

力
影

響
を

与
え

な
い

よ
う

な
対

策
を

講
じ

る
こ

と
。

④
受

注
者

は
、

サ
イ

ト
内

お
よ

び
敷

地
周

辺
に

お
い

て
原

則
と

し
て

動
植

物
を

捕
獲

・採
取

し
て

は
な

ら
な

い
。

12
3

土
木

そ
の

他
ト

ン
ネ

ル
－

工
事

箇
所

の
沢

に
ニ

ホ
ン

ザ
リ

ガ
ニ

が
生

息
し

て
い

る
の

で
、

そ
の

生
息

環
境

に
影

響
を

与
え

な
い

よ
う

に
施

工
す

る
こ

と
。

12
4

土
木

そ
の

他
ト

ン
ネ

ル

環
境

へ
の

配
慮

に
つ

い
て

・
本

ト
ン

ネ
ル

の
施

工
に

当
た

っ
て

は
、

地
域

環
境

へ
の

配
慮

が
必

要
で

あ
り

着
手

時
期

、
施

工
法

に
制

限
が

あ
る

。
（
希

少
動

物
へ

の
配

慮
）

1
)ト

ン
ネ

ル
掘

削
の

着
手

可
能

時
期

は
別

途
発

注
予

定
工

事
に

よ
る

終
点

明
か

り
部

の
切

土
及

び
法

面
施

工
後

で
あ

り
、

12
月

1日
か

ら
可

能
と

計
画

し
て

い
る

。
坑

外
に

お
け

る
掘

削
及

び
仮

設
備

設
置

等
の

主
要

な
作

業
は

、
猛

禽
類

に
対

し
て

の
配

慮
か

ら
、

9月
～

1
2月

ま
で

の
間

に
行

う
こ

と
と

す
る

。
2
)猛

禽
類

に
対

し
て

の
配

慮
か

ら
、

ト
ン

ネ
ル

掘
削

工
に

お
い

て
最

初
の

2日
間

は
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

を
実

施
し

、
別

途
発

注
調

査
業

務
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
併

用
し

て
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。
そ

の
結

果
に

よ
り

施
工

方
法

等
の

変
更

が
生

じ
る

場
合

が
あ

る
。

3
)工

事
施

工
に

当
た

っ
て

、
稀

少
動

植
物

に
対

し
て

下
記

等
の

禁
止

事
項

が
あ

る
の

で
遵

守
す

る
こ

と
。

①
毎

朝
作

業
開

始
時

に
10

分
程

度
の

慣
ら

し
運

転
を

行
い

、
工

事
に

な
れ

さ
せ

る
。

②
ク

ラ
ク

シ
ョ

ン
・
空

ふ
か

し
は

し
な

い
こ

と
。

④
ア

イ
ド

リ
ン

グ
を

ス
ト

ッ
プ

す
る

こ
と

。
⑤

坑
外

照
明

は
、

山
林

方
向

に
照

射
し

な
い

こ
と

。
⑥

粉
塵

の
発

生
に

注
意

す
る

こ
と

。
⑦

建
設

現
場

で
使

用
す

る
資

材
等

は
常

に
整

理
整

頓
す

る
こ

と
。

⑧
周

辺
に

と
ま

っ
て

い
る

鳥
類

を
注

視
し

な
い

こ
と

。
⑨

ゴ
ミ

や
食

べ
物

を
建

設
現

場
に

置
か

な
い

こ
と

。
＊

そ
の

他
、

禁
止

事
項

に
お

い
て

は
監

督
職

員
と

協
議

の
上

行
う

こ
と

。
4
)坑

口
防

音
壁

等
の

仮
設

備
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

は
、

設
計

変
更

に
て

計
上

す
る

。

－

12
5

土
木

そ
の

他
調

整
池

－
・オ

オ
タ

カ
の

営
巣

が
確

認
さ

れ
た

の
で

工
事

を
一

時
中

止
す

る
。

・調
整

池
の

メ
ダ

カ
の

調
査

を
行

い
、

絶
滅

危
惧

種
で

あ
る

な
ら

、
保

全
す

る
こ

と
。

・タ
コ

ノ
ア

シ
に

つ
い

て
は

別
の

場
所

に
移

植
し

保
全

す
る

こ
と

。
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12
6

土
木

そ
の

他
調

査

－
建

設
事

業
は

、
平

成
18

年
7月

10
日

に
「○

○
に

お
け

る
自

然
の

保
護

と
回

復
に

関
す

る
条

例
　

第
47

条
」の

規
定

に
基

づ
き

、
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
事

業
を

実
施

す
る

た
め

、
○

○
に

申
請

書
を

提
出

し
、

○
○

自
然

環
境

保
全

審
議

会
で

の
審

議
を

経
て

、
平

成
18

年
9月

6日
に

○
○

知
事

よ
り

事
業

実
施

に
つ

い
て

許
可

さ
れ

た
。

事
業

実
施

の
許

可
条

件
と

さ
れ

た
下

記
の

項
目

に
つ

い
て

、
事

業
期

間
中

並
び

に
事

業
終

了
後

3年
間

○
○

に
報

告
し

た
。

・キ
ン

ラ
ン

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・セ

ン
ブ

リ
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・既
設

調
整

池
内

に
設

置
し

た
対

策
区

域
周

辺
の

水
生

生
物

（ト
ン

ボ
等

）の
生

息
状

況

12
7

土
木

そ
の

他
ダ

ム

－
工

事
中

の
既

存
生

態
系

保
護

の
た

め
、

発
注

者
と

相
談

の
結

果
、

場
内

に
"か

え
る

池
"と

い
う

移
設

用
池

を
造

り
、

そ
こ

に
魚

類
な

ど
を

移
設

し
た

。
し

か
し

、
掘

削
本

工
事

を
行

う
こ

と
か

ら
、

"か
え

る
池

"の
魚

類
を

近
接

す
る

ダ
ム

へ
放

流
し

た
。

12
8

土
木

そ
の

他
造

成
入

札
時

、
特

記
仕

様
書

に
よ

り
猛

禽
類

(オ
オ

タ
カ

)の
巣

が
２

期
エ

リ
ア

に
確

認
さ

れ
て

い
ま

す
。

ひ
な

鳥
が

巣
立

ち
後

、
巣

を
残

地
緑

地
帯

に
移

設
す

る
と

い
う

こ
と

で
進

ん
で

い
た

。
２

期
エ

リ
ア

施
工

時
、

巣
立

ち
が

確
認

で
き

ず
、

巣
の

位
置

か
ら

半
径

50
m

内
に

立
入

が
出

来
ず

、
工

程
に

影
響

を
与

え
た

。
そ

の
後

、
ひ

な
鳥

が
無

事
巣

立
ち

し
た

こ
と

を
確

認
後

、
発

注
者

側
で

巣
を

残
地

緑
地

帯
に

移
設

し
た

。

12
9

土
木

そ
の

他
水

路

濁
水

処
理

対
策

：
汚

濁
水

を
直

接
下

流
に

流
さ

な
い

よ
う

、
十

分
注

意
し

て
施

工
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
な

お
、

流
末

処
理

施
設

（
汚

濁
防

止
施

設
等

）が
必

要
な

場
合

は
、

監
督

職
員

と
協

議
す

る
も

の
と

す
る

。
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
：

工
事

現
場

内
で

、
逃

げ
遅

れ
た

魚
等

の
生

物
を

発
見

し
た

場
合

は
、

直
ち

に
捕

獲
し

て
現

場
外

へ
解

放
す

る
も

の
と

す
る

。

－

13
0

土
木

そ
の

他
最

終
処

分
場

－
（特

記
仕

様
書

記
載

）
13

条
　

希
少

野
生

動
植

物
の

保
護

1.
施

工
箇

所
に

は
希

少
動

植
物

保
護

の
た

め
、

専
門

家
の

指
導

を
得

な
が

ら
工

事
を

進
め

る
こ

と
。

2.
工

事
に

よ
り

調
整

池
に

流
入

す
る

水
質

を
悪

化
さ

せ
な

い
こ

と
。

49
条

　
環

境
配

慮
対

策
1.

現
場

周
辺

の
保

護
動

植
物

に
つ

い
て

は
、

生
息

等
の

確
認

を
良

く
理

解
し

、
騒

音
・振

動
に

対
す

る
配

慮
を

行
う

こ
と

2.
下

流
に

建
設

さ
れ

た
ビ

オ
ト

ー
プ

に
対

し
て

の
重

要
性

を
よ

く
理

解
し

た
上

で
工

事
を

行
う

こ
と

◆
具

体
的

な
内

容
・事

業
区

域
は

生
態

系
保

護
調

査
を

実
施

し
て

お
り

、
猛

禽
類

（ノ
ス

リ
・オ

オ
タ

カ
）の

営
巣

が
確

認
さ

れ
て

い
た

為
、

○
○

大
学

教
授

の
指

導
の

下
に

工
事

に
よ

る
影

響
の

観
察

（伐
採

後
の

止
ま

り
木

設
置

）、
営

巣
・抱

卵
時

期
に

お
け

る
施

工
場

所
の

工
事

調
整

を
実

施
し

た
。

・施
工

位
置

下
流

に
現

地
希

少
植

物
（ヒ

メ
ビ

シ
・ヤ

エ
ガ

シ
ワ

・イ
ト

モ
）を

移
植

し
た

既
設

の
ビ

オ
ト

ー
プ

が
あ

り
、

濁
水

処
理

を
実

施
し

排
水

水
を

管
理

す
る

と
と

も
に

、
ビ

オ
ト

ー
プ

の
水

質
・水

温
測

定
を

し
て

保
全

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
工

事
着

手
時

に
貴

重
種

の
追

加
移

植
を

実
施

し
た

。

13
1

土
木

そ
の

他
高

架
橋

－
環

境
調

査
の

結
果

、
土

工
事

（盛
土

）区
間

に
ジ

ュ
ウ

ニ
ヒ

ト
エ

の
生

育
が

確
認

さ
れ

た
。

移
植

時
期

が
限

定
さ

れ
る

た
め

、
移

植
ま

で
の

間
は

生
育

区
間

付
近

で
の

工
事

を
行

わ
な

い
よ

う
に

指
示

さ
れ

た
。

13
2

土
木

そ
の

他
高

架
橋

－
当

現
場

周
辺

に
サ

シ
バ

が
生

息
し

て
い

る
。

サ
シ

バ
の

特
殊

性
で

、
赤

い
色

の
建

設
機

械
を

使
用

し
な

い
よ

う
に

指
示

が
あ

っ
た

。
設

計
変

更
の

形
式

で
、

現
場

周
辺

に
止

ま
り

場
（H

=6
.0

m
程

度
　

Ｎ
＝

8箇
所

）を
設

置
し

た
。

13
3

土
木

そ
の

他
橋

梁
下

部

－
再

拡
張

事
業

に
伴

う
環

境
調

査
結

果
に

よ
り

貴
重

種
で

あ
る

コ
ア

ジ
サ

シ
（環

境
省

に
よ

り
危

急
種

指
定

）が
確

認
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
産

卵
時

期
に

お
け

る
工

事
エ

リ
ア

内
へ

の
産

卵
を

防
ぐ

措
置

を
実

施
。

(産
卵

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
ふ

化
す

る
ま

で
工

事
中

止
と

な
る

た
め

）
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N
o.

建
築

土
木

事
業

分
野

構
築

物
要

求
事

項
（入

札
時

）
要

求
事

項
（受

注
後

）

13
4

建
築

道
路

ト
ン

ネ
ル

特
記

仕
様

書
生

態
環

境
へ

の
配

慮
1
)希

少
猛

禽
類

に
関

す
る

配
慮

　
別

途
実

施
す

る
環

境
調

査
に

よ
り

、
本

工
事

区
域

周
辺

に
希

少
猛

禽
類

の
営

巣
が

判
明

し
た

場
合

は
、

以
下

に
挙

げ
る

工
事

影
響

の
低

減
措

置
を

監
督

員
よ

り
指

示
す

る
こ

と
が

あ
る

。
・
工

事
時

期
の

変
更

・
営

巣
区

域
周

辺
へ

の
立

入
制

限
・
騒

音
対

策
の

実
施

（遮
音

壁
、

防
音

壁
等

の
設

置
）

・
そ

の
他

監
督

員
の

指
示

す
る

事
項

－

13
5

建
築

森
林

建
物

計
画

さ
れ

る
地

区
は

絶
滅

危
惧

種
で

あ
る

オ
オ

タ
カ

の
生

息
地

で
あ

り
、

ま
た

計
画

予
定

地
は

オ
オ

タ
カ

の
営

巣
に

接
し

て
い

る
。

上
記

の
こ

と
よ

り
、

オ
オ

タ
カ

保
護

と
開

発
行

為
等

と
の

共
存

、
共

生
の

観
点

か
ら

、
○

○
県

オ
オ

タ
カ

保
護

指
導

指
針

を
は

じ
め

と
す

る
法

令
等

な
ら

び
に

諸
調

査
結

果
を

も
と

に
「新

産
業

の
森

オ
オ

タ
カ

検
討

会
」に

て
検

討
さ

れ
た

保
護

方
策

等
を

実
施

す
る

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
工

事
期

間
中

か
ら

工
事

完
成

ま
で

調
査

お
よ

び
検

討
会

は
継

続
さ

れ
、

保
護

方
策

が
有

効
で

あ
る

か
事

業
主

（施
工

者
）よ

り
報

告
を

さ
れ

る
内

容
に

も
と

づ
き

適
宜

、
指

導
、

助
言

が
お

こ
な

わ
れ

る
も

の
と

し
、

ま
た

そ
れ

に
従

う
も

の
と

す
る

。

＜
計

画
段

階
の

保
護

方
策

＞
①

建
物

規
模

縮
小

－
点

検
修

理
工

場
棟

の
エ

リ
ア

は
営

巣
木

と
近

接
し

重
要

な
ゾ

ー
ン

で
あ

る
こ

と
か

ら
計

画
か

ら
除

外
、

緑
化

す
る

こ
と

。
②

オ
オ

タ
カ

の
営

巣
側

－
特

に
重

要
な

バ
ッ

フ
ァ

ゾ
ー

ン
で

あ
る

こ
と

か
ら

既
存

樹
林

の
植

生
に

配
慮

し
た

移
植

、
新

植
に

よ
り

融
合

を
図

る
こ

と
。

④
植

栽
計

画
－

既
存

樹
木

と
の

連
続

性
を

保
つ

た
め

常
緑

お
よ

び
落

葉
の

混
交

林
を

基
本

、
必

要
以

上
に

伐
採

し
な

い
こ

と
、

既
存

樹
林

構
造

に
留

意
し

た
造

成
林

を
創

造
す

る
た

め
可

能
な

限
り

伐
採

予
定

地
の

樹
木

を
移

植
す

る
こ

と
。

  
 な

ど
。

＜
工

事
中

の
保

護
方

策
＞

①
工

程
－

オ
オ

タ
カ

の
繁

殖
に

考
慮

し
た

工
事

工
程

の
計

画
（鉄

骨
建

て
方

を
２

～
３

月
と

す
る

営
巣

側
よ

り
開

始
す

る
こ

と
な

ど
）

②
仮

設
－

営
巣

側
の

外
部

足
場

の
ﾒ
ｯｼ

ｭｼ
ｰ

ﾄは
グ

リ
ー

ン
と

し
自

然
と

の
調

和
を

図
る

こ
と

。
仮

設
事

務
所

等
は

営
巣

側
か

ら
一

番
離

れ
た

場
所

と
す

る
こ

と
な

ど
。

④
工

事
－

安
全

衛
生

協
議

会
等

で
の

オ
オ

タ
カ

へ
の

配
慮

事
項

の
周

知
。

営
巣

側
で

の
ク

レ
ー

ン
作

業
時

は
営

巣
側

を
旋

回
さ

せ
な

い
こ

と
。

営
巣

側
で

の
溶

接
作

業
時

は
シ

ー
ト

等
で

溶
接

火
花

を
も

ら
さ

な
い

こ
と

。
夜

間
照

明
は

営
巣

林
側

よ
り

照
ら

し
、

ま
た

器
具

に
も

傘
を

設
け

る
な

ど
し

光
が

漏
れ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
な

ど
。

ま
た

、
工

事
中

は
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

お
こ

な
っ

て
い

る
の

で
オ

オ
タ

カ
の

行
動

に
工

事
の

影
響

が
明

ら
か

に
見

受
け

ら
れ

る
場

合
は

検
討

委
員

を
交

え
て

対
応

を
協

議
す

る
こ

と
。

 　
な

ど
。

13
6

建
築

森
林

建
物

(総
合

評
価

方
式

に
お

け
る

）環
境

配
慮

及
び

工
期

を
短

縮
す

る
た

め
の

工
夫

－

13
7

建
築

森
林

－

－
・動

植
物

保
護

の
為

、
工

事
中

は
工

事
時

間
を

７
時

か
ら

19
時

ま
で

に
限

定
し

、
照

明
の

使
用

は
極

力
減

ら
す

と
と

も
に

、
照

明
は

上
方

面
、

側
面

へ
の

照
射

を
減

ら
す

構
造

等
と

す
る

。
・生

息
・生

育
環

境
の

変
化

、
騒

音
・振

動
の

影
響

緩
和

の
た

め
、

低
騒

音
・振

動
型

の
建

設
機

械
を

使
用

し
、

騒
音

・振
動

を
低

減
す

る
。

・許
可

な
く
山

の
中

に
立

ち
入

ら
な

い
。
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N
o.

建
築

土
木

事
業

分
野

構
築

物
要

求
事

項
（入

札
時

）
要

求
事

項
（受

注
後

）

13
8

建
築

森
林

－

－
①

自
然

環
境

保
護

意
識

の
高

揚
・自

然
環

境
保

全
の

た
め

の
勉

強
会

及
び

保
全

対
策

会
議

を
実

施
し

、
作

業
所

の
自

然
環

境
保

護
意

識
の

高
揚

を
図

っ
た

。
（朝

礼
や

災
害

防
止

協
議

会
で

敷
地

周
辺

、
外

部
の

作
業

が
あ

る
と

き
に

個
別

に
作

業
員

　
職

長
を

指
導

。
）

②
オ

オ
タ

カ
の

行
動

に
配

慮
し

た
施

工
を

推
進

・バ
ー

ド
ス

ト
ラ

イ
ク

（衝
突

事
故

）の
防

止
の

た
め

に
ク

レ
ー

ン
に

警
戒

色
（黄

色
）を

使
用

し
、

ク
レ

ー
ン

未
使

用
時

に
は

ア
ー

ム
を

縮
め

る
よ

う
に

徹
底

し
た

。
・低

騒
音

・低
振

動
型

機
械

を
使

用
す

る
と

と
も

に
、

空
ぶ

か
し

の
禁

止
や

待
機

中
の

ア
イ

ド
リ

ン
グ

停
止

を
徹

底
。

・繁
殖

期
に

は
極

大
な

騒
音

・振
動

の
発

生
防

止
に

努
め

、
大

き
な

騒
音

・振
動

を
伴

う
工

事
は

早
朝

・夜
間

に
は

行
な

わ
な

い
。

④
自

然
環

境
の

保
全

・施
工

上
の

理
由

に
よ

る
樹

木
の

伐
採

を
極

力
抑

制
し

た
。

・植
物

の
種

子
や

土
壌

動
物

等
が

生
息

す
る

建
設

発
生

土
の

表
土

を
保

全
活

用
し

、
計

画
地

特
有

の
生

物
保

全
を

図
っ

た
。

⑤
希

少
植

物
の

保
全

・希
少

植
物

の
生

息
地

に
は

、
立

入
禁

止
措

置
を

実
施

し
た

。
・キ

ン
ラ

ン
群

生
地

の
あ

る
場

所
で

は
仮

囲
い

を
群

生
地

と
反

対
側

に
寄

せ
て

設
置

し
、

極
力

保
全

を
図

っ
た

。
⑥

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
実

施
・希

少
植

物
の

生
育

状
態

を
確

認
す

る
た

め
、

四
季

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

し
た

。

13
9

建
築

農
用

地
建

物

－
　

国
指

定
特

別
記

念
物

の
ア

マ
ミ

ノ
ク

ロ
ウ

サ
ギ

、
天

然
記

念
物

の
ト

ク
ノ

シ
マ

ト
ゲ

ネ
ズ

ミ
、

ケ
ナ

ガ
ネ

ズ
ミ

、
カ

ラ
ス

バ
ト

、
ア

カ
ヒ

ゲ
等

の
希

少
動

物
に

注
意

す
る

よ
う

口
答

に
て

指
導

を
受

け
る

。

14
0

建
築

市
街

地
住

宅
計

画
地

の
東

側
一

角
に

、
ﾋ
ﾞｵ

ﾄｰ
ﾌ
ﾟが

あ
り

建
設

中
の

保
全

を
求

め
ら

れ
た

。
ホ

タ
ル

、
ホ

ト
ケ

ド
ジ

ョ
ウ

が
生

息
し

て
お

り
、

排
水

ル
ー

ト
の

制
約

が
あ

っ
た

。
－

14
1

建
築

市
街

地
－

敷
地

内
の

公
開

空
地

の
設

計
で

、
生

態
系

保
護

、
促

進
を

目
的

に
非

常
に

多
数

の
樹

木
を

植
栽

し
た

デ
ザ

イ
ン

と
し

た
。

公
開

空
地

に
は

、
多

彩
な

植
物

だ
け

で
な

く
、

バ
ー

ド
パ

ス
な

ど
も

設
け

て
緑

地
率

の
高

い
空

地
と

し
た

。
設

計
施

工
に

て
受

注
。

－

14
2

建
築

そ
の

他
建

物

－
・元

々
、

発
注

者
の

住
居

が
建

っ
て

い
た

敷
地

で
あ

る
た

め
多

く
の

植
栽

が
植

え
ら

れ
て

お
り

、
発

注
者

か
ら

そ
れ

ら
の

既
存

植
栽

を
出

来
る

だ
け

残
し

て
も

ら
い

た
い

と
い

う
要

求
あ

り
。

・隣
地

の
竹

林
（発

注
者

所
有

）を
近

隣
と

の
目

隠
し

も
兼

ね
て

残
す

よ
う

要
求

あ
り

。
（竹

林
の

根
が

張
っ

て
建

物
側

敷
地

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
る

た
め

境
界

際
に

根
止

め
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

設
し

た
）

14
3

建
築

そ
の

他
建

物

－
当

工
事

は
標

高
24

00
ｍ

で
の

山
岳

地
に

お
け

る
宿

泊
施

設
で

あ
る

。
工

事
場

所
は

日
本

国
有

林
の

中
に

あ
り

、
冬

期
は

積
雪

十
数

ｍ
の

為
閉

鎖
し

て
い

る
。

春
に

は
雪

が
解

け
始

め
通

行
可

能
と

な
り

、
登

山
客

や
観

光
客

が
訪

れ
る

。
冬

で
も

雪
の

中
で

暮
ら

す
特

別
天

然
記

念
物

　
雷

鳥
が

次
第

に
姿

を
現

す
た

め
、

観
光

客
等

は
珍

し
い

為
、

写
真

を
撮

影
し

た
く
な

る
が

、
追

い
掛

け
回

し
た

り
す

る
こ

と
は

禁
止

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

に
伴

っ
て

当
工

事
関

係
者

作
業

員
も

同
様

に
注

意
事

項
と

し
て

指
示

を
受

け
て

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
○

○
地

区
は

日
本

有
数

の
高

山
植

物
の

宝
庫

で
あ

り
、

雪
が

解
け

る
と

高
山

植
物

が
現

れ
、

そ
こ

に
立

ち
入

っ
て

は
な

ら
ぬ

様
に

ロ
ー

プ
で

区
画

さ
れ

て
い

る
。

当
工

事
関

係
者

も
同

様
に

高
山

植
物

保
護

の
為

、
立

入
禁

止
区

域
に

は
絶

対
に

入
っ

て
は

い
け

な
い

こ
と

の
指

示
を

受
け

て
い

ま
す

。

14
4

建
築

そ
の

他
－

要
綱

記
載

事
項

の
該

当
部

分
抜

粋
2
1項

　
環

境
対

応
請

負
者

は
、

本
工

事
の

施
工

に
関

し
、

自
然

環
境

に
与

え
る

影
響

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

に
努

め
、

つ
ぎ

の
行

為
を

行
う

と
と

も
に

、
具

体
的

計
画

を
示

し
、

環
境

対
応

計
画

書
を

提
出

す
る

。
①

環
境

確
保

条
例

等
の

環
境

関
連

法
令

、
条

例
を

遵
守

す
る

。
⑪

請
負

者
は

、
企

業
と

し
て

の
環

境
対

応
内

容
発

注
者

に
説

明
す

る
と

と
も

に
、

下
請

業
者

・メ
ー

カ
ー

選
定

に
あ

た
り

環
境

対
応

に
お

け
る

取
組

を
考

慮
す

る
。

⑫
そ

の
他

、
環

境
対

応
と

し
て

効
果

が
期

待
で

き
る

設
計

変
更

提
案

を
行

う
。

と
の

記
載

が
あ

る
。

　
”○

○
県

生
態

系
保

護
協

会
”を

通
じ

て
、

発
注

者
に

生
態

系
保

護
の

観
点

か
ら

要
求

事
項

の
申

し
入

れ
が

あ
っ

た
。

発
注

者
を

主
体

と
し

、
日

本
生

態
系

協
会

と
の

協
議

に
よ

り
、

本
事

業
に

対
す

る
生

態
系

保
護

の
観

点
か

ら
い

く
つ

か
を

実
施

。
１

．
外

壁
色

に
つ

い
て

要
求

事
項

　
：　

景
観

上
四

季
を

通
じ

て
自

然
と

融
和

す
る

色
彩

の
外

壁
色

と
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
２

．
公

園
側

に
盛

土
を

す
る

こ
と

に
つ

い
て

要
求

事
項

　
：　

建
築

構
造

物
を

少
し

で
も

隠
す

よ
う

、
公

園
側

の
盛

土
を

残
し

て
、

公
園

か
ら

の
景

観
を

守
る

と
と

も
に

、
植

栽
計

画
に

つ
い

て
も

、
自

然
木

と
同

種
に

す
る

こ
と

で
生

態
系

保
護

に
寄

与
し

て
ほ

し
い

。
３

．
外

構
照

明
に

つ
い

て
要

求
事

項
　

：　
夜

行
性

の
猛

禽
類

が
公

園
内

に
多

数
生

息
す

る
た

め
、

外
構

照
明

に
つ

い
て

ナ
ト

リ
ウ

ム
灯

を
使

用
し

、
影

響
を

軽
減

す
る

こ
と

。

資料-2

資-54



資料-3 

 

資-55 

 

環境保全部会 

生物多様性専門部会（第 1回）講演会記録 

 

 

１．日 時：平成２４年８月２３日（水）10:00～12:00 

２．場 所：東京建設会館 6階 特別会議室 

３．講 師：一般財団法人 みなと総合研究財団 

理事  細川 恭史 様 

４．演 題：生物多様性と建設業の係わり 

５．出席者（以下、敬称略）： 

  ＜生物多様性専門部会委員＞ 

小西専門部会長（奥村）、黒岩副専門部会長（大林）、西口（奥村）、檜山（五洋）、高橋（佐藤）、

猪熊（大成）、三輪（竹中工）、西原（竹中土）、吉川（西松：記録）、土肥（日本国土）、笠（間）、

菅原（フジタ）、黒川（三井住友）、木俣（若築） 

  欠 席：若月（東急） 

  ＜保全技術専門部会委員＞ 

  中澤（熊谷）、亀井（大日本土） 

＜事務局＞ 

竹島、森、本田 

６．配布資料 

資料第 1 生物多様性専門部会講演会出席者名簿 

資料第 2 生物多様性と建設業のかかわり（ご講演用 ppt資料コピー） 

資料第 3 From fail-safe to safe-to-fail: Sustainability and resilience in the new urban 

world（論文コピー） 

７．質疑応答・意見交換（Cはコメント） 

Q）ご講演の中で「苦い思い出」として紹介された干潟 vs 下水処理場については、同様の苦い経験

がある。下水処理場建設と既存の干潟の拡張とで便益を比較し、干潟拡張の方が良い評価となる

ように計算するように求められたことがある。 

C）干潟の方が BbyC（B（便益）/C（コスト））で有利であるという議論もあったが、こういう比較

検討では便益の考え方ひとつで、どちらでも優位と評価しうるので、やや虚しさを感じる。 

ただし、大きな干潟を造るのと小さな干潟を沢山造るのと、どちらがいいかといった学術的な検

討は必要だと思う。陸上では、小さな公園や保護地をあちこちに造るよりも、大きな公園や保護

地を造る方が有意義といえるが、海では地理的に離れていても水の中ではつながっているので、

小さな規模の干潟の創出でも生物の回復の役に立つ。 

今日紹介した「潮彩の渚」や、日テレで放映している「DASH 海岸」も小さな規模だが、大きな

魚は無理でも様々な生物が回復している。 

Q）ご紹介していただいた事例は、どういう位置付けの事業なのか？ 

A）「潮彩の渚」は、老朽化した護岸を耐震性向上のために改修した事例で、役所（関東地方整備局）
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が発注し、工事自体はゼネコンが請け負って施工したものである。 

C）ご講演の中で民間企業への試設計公募に応募がなかったことが紹介されていた。生物多様性に関

して民間の応答が弱いというのは情けないが、仕方のない面もある。生物多様性は、現在の市場

経済や経済合理性とは対極の部分にある場合が多い。しかし、であればこそ公共事業で取り上げ

るべきであろう。部会で取りまとめる報告書の提言の中でも、この点について触れたいと思う。 

Q）海では地理的に離れていても水でつながっているので、小さな規模の干潟の創出でも生物の回復

には意義があるというお話があった。陸上、特に都市部では小さなビオトープや緑地、公園など

を飛び石状につなげてエコロジカルネットワークを形成することが重要であるとされ、取組みも

行われているが、移動できるのは鳥類や飛翔性の昆虫類などに限られ、限界も感じる。何か次の

一手になるようなアイデアやご意見をお持ちではないか。 

A）それこそが建設業にとって次の商売のネタになりうるもののひとつであろう。緑道や緑地は、防

災の観点からも重要で、神戸の震災後の都市計画の検討の中でも話題に上がっている。途切れて

いる緑道を、お金をかけてでも繋ぎ、あわせて大きな公園などを整備していくことが重要であろ

う。想定できる便益を色々と数え上げて、冗長性の持つ価値を認めさせていくことが必要だと思

う。 

Q）一般的な公共事業の施工段階で、どのような配慮をすることが可能だろうか？本来であれば計画

段階から関与し、施工後も中長期のモニタリングやそれに基づく対策が必要なのだと思うが、一

般の公共事業の施工という限られた期間では、そこまで係わることができないのだが。 

A）建設業者は、指定の通りに施工しなければならないのでなかなか難しいと思う。例えば、素材の

調達において、運搬費は多少かかっても、より生物多様性に配慮した良いものを選ぶように提案

するとか、まずパイロット的に小規模なものを造って効果を確認してみませんかという提案をす

るのはありかも知れない。 

いずれにしても発注者の理解がないと、受注者だけでは工夫の余地が限られるのはやむを得ない

ところである。 

Q）例えば山岳土木の現場で、現場事務所の緑化を検討したことがあるが、イメージアップだとして

も、そんな場所では一般の人の目には触れないし、自然豊かな山の中で小さな緑化を行うことに

どれほど意味があるのか疑問に感じた。また、トンネルの孔口など小規模な場所では、どんな配

慮が可能だろうか？ 

A）山の中の緑化に意味があるかどうかはケースバイケースで一概には結論を出すことができないか

もしれない。小規模な場所でも、例えば動物を驚かせないような色づかいをするなどの配慮事例

はある。 

Q）不勉強でレジリアンス（resilience）という言葉を知らなかったが、キーワード・注目すべき概

念としてクローズアップされてきているのか？ 

A）震災の復旧・復興の議論のなかで、一部で取り上げられている。もともとは医学の領域で使われ

ていた用語である。なでしこジャパンが優勝した時に、ニューヨークタイムスが称賛した言葉が

「レジリアント」だった。 

Q）ご講演のまとめに「社会の要請と生物多様性側の要請とを両方理解した建設技術者の活躍が期待

されてくる」とあるが、環境系の学部から入社してくる社員の人材育成などについて、何かご意
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見をお持ちであれば、お聞かせ願いたい。 

A）社内の生物の専門家は、若いうちに、そういう課題に対応することが求められる現場に出て悩む

中で育成されることが望ましいと思う。そして、うまくいったり行かなかったりといったことを、

母校の先生に報告しに行ってもらったらよいのではないだろうか。 

Q）レジリアンスという言葉は、アメリカあるいはアメリカの造園・ランドスケープの分野では、流

行っているのか？ 

A）日本より多少は流行っているかも知れない。ただし、本日配布した論文の著者のオリジナルでは

ない。神戸の震災の後で、リダンダンシー（redundancy:冗長性）という言葉が取り上げられた

が、同じような感じで取り扱われていると思う。 

Q）いま国土を「強靭に」するという言葉も使われているが、これもレジリアンスと同様な意味で言

われているように思うが。 

A）一般的に言えば｢強靭さ｣は折れるとポキッといってしまうという感じなのに対し、レジリアント

は打たれ強い・回復が早いというニュアンスがある。治水でたとえれば、多少水はかぶっても死

人は出ないといった感じである。 

C）一般的な用語・語感ではそうであるが、いま「強靭」と言っているのは、まさにレジリアンスと

いう言葉で表現しようとしているものと同様な意味を込めているようである。 

Q）ご紹介いただいた「潮彩の渚」には先生ご自身は関与されているのか？また、見学は可能か？ 

A）直接の関与はしていないが、後ろでやれっやれっとけしかけていた。必要であれば、担当者に 橋

わたしはする。 

C）非常に良い事例なので、是非見学させていただきたいと思う。 

Q）当部会では建設技術者用の生物多様性配慮事例をまとめようとしている。オープンになっている

もので参考になりそうなまとまった資料をご存じではないだろうか？ 

A）残念だが、特にこれといった資料は把握していない。 

Q）「COD」に代わる、目標となる指標や、評価の仕方はあるか？ 

A）日テレの「DASH海岸」がいいのは、「こんなフグが戻ってきたらいいね」というような目標がス

ッと出てくるところ。この干潟にどんな生物を呼び戻すかということを考えるときに、とんでも

ない希少種の回復を目的とするのはナンセンスだが、昔そこに居た生物を回復させるというのは

目標になりうる。ただし、戻ってはきたけれど個体数が少ないということも考えられる。そうい

う場合は、環境調査など色々と調べる必要がある。 

C）まだまだ不十分なレベルではあるが、建設業でも生物多様性保全の機運は生まれてきている。 

周知につなげる活動をしなければならないと思う。 

本日は示唆に富むご講演を頂いたので、是非、成果に生かしていきたい。 

 

                                          以上 
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環境保全部会 

生物多様性専門部会視察会記録 

１．日 時：平成２４年９月２７日（木）8:50～11:00 

２．場 所：国土交通省関東地方整備局横浜港湾空港技術調査事務所、「潮彩の渚」 

３．出席者（以下、敬称略）： 

小西専門部会長（奥村）、黒岩副専門部会長（大林）、西口（奥村）、檜山（五洋）、高橋（佐

藤）、猪熊（大成）、三輪（竹中工）、西原（竹中土）、吉川（西松）、土肥（日本国土）、笠（間：

記録）、菅原（フジタ）、黒川（三井住友）、木俣（若築）、オブザーバ：高山（大成） 

欠 席：若月（東急） 

事務局：竹島、森、本田 

４．説明者：鈴木所長、吉田環境課長 

５．資 料：資料第 1 人工干潟を用いた環境共生護岸「潮彩の渚」資料 

６．議 事 

（１）概要説明 

PowerPoint を用いて鈴木所長より概要説明があった。主な内容は以下のとおり。 

1)東京湾の現状 

・東京湾の水質は流入負荷が低減していることもあり、徐々に改善されている。ただし、近年 COD

は 4.0 前後で横ばい状態が続いている。 

・赤潮の発生件数は横ばい状態、青潮は徐々に減少している（北風が吹くと千葉側で青潮発生）。 

・潮彩の渚付近でも赤潮が発生している。最近ではH21.6.9の発生で多くのアサリ等が死滅した。 

・夏季には湾奥で時計回りの海水循環が発生し、また荒川からの流入量の増大に伴って生じた表

底層密度差で低酸素水塊が発生し、その水が千葉方向に移流する可能性が、HF レーダー観測結

果を用いたシミュレーションにより示された。 

2)潮彩の渚の概要 

・産業発展に伴い東京湾内の干潟が減少。湾の浄化機能の向上を目的に干潟の再生を考えた。 

・干潟の機能には、水質浄化、生物環境の保全、親水性の確保などがあり、潮彩の渚は老朽護岸

の改修に伴い実験フィールドとして造成したもの。航路に近く水深を確保するために階段状に

構築した。 

・養浜砂には千葉浅間山産砂を利用。干潟前面には捨て石マウンドを造成し、木製の矢板で山留

めを行っている（木製矢板は腐食が進んだため、現在はコンクリート製に置きかえられている）。 

・生物調査は NPO と共同で実施した。貝類ではアサリ(64%)、ホトトギス貝(24%)が多く、魚類（ア

カエイ、ボラ、クロダイなど）も多く見られる。 

・赤潮、青潮発生に伴う貧酸素水塊が流れてくると貝類の多くは死滅してしまう。 

・教育的効果としては近隣の小学校や幼稚園に活用してもらっている（H23.3 までの来所者：3000

人）。 

・酸素を増やす目的で転耕も実施した。 

3)今後の課題 

① 貧酸素水対策 
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② バイオマット対策（バイオマット：ホトトギス貝が出す粘液により砂浜表面に膜が生じ、ア

サリ類の生育に悪影響が生じる現象） 

 

（２）現地見学 

 概要説明後に事務所敷地内の潮彩の渚を見学した。見学時は潮位が高く、2 段目以深が水没し

ていたため、1段目の干潟に降りて見学を行った。 

 

（３）質疑応答 

 現場見学後に事務所に戻り質疑応答を行った。主な内容は以下のとおり。 

Q：干潟の段の高さなどの設計根拠は？ 

A：干潟全体の寸法や水深から決めたものと思われる。 

Q:現場見学によると、２段目に貝が一番多いように思われるが、この点の評価は？ 

A:まだ定量的な評価は行っていない。今年度から実施する予定である。その際、栄養塩の定量化

も考えている。 

Q:水質がかなりきれいだと思うが、これも干潟の効果か？ 

A：１週間位前から北風が吹き出して外洋水が入ったことが大きく影響していると思われる。夏

季に魚が増えた要因も、貧酸素水塊から逃げてきたことが考えられる。 

Q:干潟にいるアサリは自然のものが流れてきたものか？ 

A:アサリの幼生は２週間程度浮遊していることから、三番瀬などの湾内の別の干潟から循環水に

乗って流れてきたものと考えられる。 

Q:（上記のことから）環境を整備すればアサリは生息できるということか？ 

A:そのように考えられる。 

Q:砂の補充の量や頻度について教えて欲しい。 

A:昨年、砂を補充しているが、特に定めたものはない。これから検討していきたい。（参考まで

に）3.11 の震災ではこの干潟でも液状化が発生した。 

Q:このような試みは他にはないのか？ 

A:横浜湾内の公園（小規模）、三河湾に事例がある。名古屋港にも造成する予定がある。護岸の

老朽化に伴う改築で提案して行きたいと考えている。 

Q:1 段目の干潟はきれいであったが、掃除をしているのか？ 

A:特に掃除はしていない。2 段目の状況もこの数日で変化したが、これには硫化水素の影響があ

るかも知れない。 

Q:干潟のコンクリートや石に牡蠣がついているが、これも自然のものか？ 

A:アサリ同様に浮遊してきたものと考えられる。 

Q:海藻が見られないようだが、この理由は？ 

A:不明であるが、条件が整えば生育できると思われる。この近くにも冬季にわかめが繁茂する場

所がある。 

Q:前回の部会において細川先生に伺ったときの写真と石材の配置が異なるように思われるが、石

材が移動するようなことはあるのか？ 
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A:動いていないはずである。それほど大きな波はない。 

Q:数日程度で干潟の様相が大きく変わるようであるが、定点カメラ等での観測はしているのか？ 

A:定点カメラではないが、人間が決まった位置から写真撮影して記録を取っている。 

Q:「潮入りの池」には生物がいないようであるが、これは何故か？また、海水浄化しているとあ

るが、具体的には？ 

A:生物がいない理由は不明。海水浄化は護岸の隙間を海水が流入することによりろ過されること

である。 

Q:砂を定期的に入れ替えるなどのメンテナンスの手間とコストはどの程度か？ 

A:定期的なメンテナンスは行っていない。 

Q:一般的な護岸とこの干潟のコスト比較をしたデータはないか？ 

A:水質浄化に関して下水道と機能対比を行うと、B/C は劣る。ただし、干潟には景観保持、親水

性効果、教育効果などがありこれを Bに適切に加えていくことが必要と考える。また、メンテ

ナンスについてはボランティアにお願いするなどの方策を考えることも必要と思われる。 

Q:ここでとれるアサリは食用になるか？ 

A:問題ないが、潮干狩りをすれば数が少ないのであっというまに全部いなくなってしまう。 

Q:ボランティアや NPO は定期的に来ているのか？ 

A:昨年までは来ていたが、今年度は中断している。来年度は実施したい。NPO のメンバーには建

設、コンサル関係者が多い。 

Q:干潟は一般の立入を制限しているが、これまでにも無断立入はあったのか？ 

A:以前は潮干狩りに来た人がいた。実験フィールドなので立入を制限している。 

 

＜以下、事務所からの要望とそれに対するコメント＞ 

Q:干潟の展開・活用を進める上で、何かアイディアはないか？ 

A:干潟の景観的な意味を評価する上では、土木計画学の分野のアンケート調査による分析手法が

参考になるものと思われる。 

A:下水道の浄化機能との B/C の対比では、下水道の汚泥処理コストは入れていないのではない

か？これを考えることも干潟の効果を明確にする上で有効であると思われる。 

以上 
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